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　注　意

● カタログ、マニュアルに記載の環境で使用してください。

高温、多湿、じんあい、腐食性ガス、振動、衝撃がある環境で使用すると感電、火災、誤

動作の原因となることがあります。

● マニュアルにしたがって取り付けてください。

取り付けに不備があると落下、故障、誤動作の原因となることがあります。

● 電線くずなどの異物を入れないでください。

火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

危　険

注　意

注　意

安全上のご注意

　取付、運転、保守・点検の前に必ずこのマニュアルとその他の付属書類をすべて熟読し、正しくご使用く

ださい。機器の知識、安全の情報そして注意事項のすべてについて熟読してご使用ください。また、このマ

ニュアルは最終保守責任者のお手元に必ず届くようにしてください。

　このマニュアルでは、安全注意事項のランクを「危険」「注意」として区分してあります。

：取り扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を受ける可能

性が想定される場合。

：取り扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の障害や軽傷を受ける

可能性が想定される場合および物的障害だけの発生が想定される場合。

　なお、　　　　　　　　　　に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性がありま

す。

　いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

　禁止、強制の絵表示の説明を次に示します。

：禁止（してはいけないこと）を示します。例えば分解禁止の場合は　　　となります。

：強制（必ずしなければならないこと）を示します。例えば接地の場合は　　　となります。

1.　取付について



2.　配線について

　強　制

● 必ず接地（FG）を行ってください。

接地しない場合は、感電、誤動作のおそれがあります。

　注　意

● 定格にあった電源を接続してください。

定格と異なった電源を接続すると火災の原因になることがあります。

● 配線作業は、資格のある専門家が行ってください。

配線を誤ると火災、故障、感電のおそれがあります。

　危　険

● 通電中は端子に触れないでください。

感電のおそれがあります。

● 非常停止回路、インタロック回路等はPCの外部で構成してください。

PCの故障により、機械の破損や事故のおそれがあります。

　

● 運転中のプログラム変更、強制出力、RUN、STOP等の操作は十分安全を確認して行ってく

ださい。

操作ミスにより、機械の破損や事故のおそれがあります。

●　電源投入順序にしたがって投入してください。

　　誤動作により、機械の破損や事故のおそれがあります。

　

　注　意

3.　使用上の注意



4.　保守について

　危　険

● 電池の（＋）（－）の逆接続、充電、分解、加熱、火中に投入、ショートはしないでくだ

さい。

破損、発火のおそれがあります。

　禁　止

● 分解、改造はしないでください。　

火災、故障、誤動作の原因となります。

　注　意

● モジュール／ユニットの脱着は電源をOFFしてから行ってください。

感電、誤動作、故障の原因となることがあります。

● ヒューズは指定品と交換してください。

火災、故障の原因となります。



保証・サービス

特別な保証契約がない場合において、この製品の保証は次の通りです。

1.　保証期間と保証範囲

【保証期間】

　この製品の保証期間は、ご注文のご指定場所に納入後1年といたします。

【保証範囲】

　上記保証期間中に、このマニュアルに従った製品仕様範囲内の正常な使用状態で故障を生じた場合

は、その機器の故障部分をお買上げの販売店または（株）日立エンジニアリングサービスにお渡しくだ

さい。交換または修理を無償で行います。ただし、郵送いただく場合は、郵送料金、梱包費用はご注文

主のご負担となります。

　次のいずれかに該当する場合は、この保証の対象範囲から除外いたします。

●　製品仕様範囲外の取扱い、ならびに使用により故障した場合。

●　納入品以外の事由により故障した場合。

●　納入者以外の改造、または修理により故障した場合。

●　リレーなどの消耗部品の寿命により故障した場合。

●　上記以外の天災、災害など、納入者側の責任にあらざる事由により故障した場合。

　ここでいう保証とは、納入した製品単体の保証を意味します。したがって、当社ではこの製品の運用

および故障を理由とする損失、逸失利益等の請求につきましては、いかなる責任も負いかねますのであ

らかじめご了承ください。また、この保証は日本国内でのみ有効であり、ご注文主に対して行うもので

す。

2.　サービスの範囲

　納入した製品の価格には技術者派遣などのサービス費用は含まれておりません。次に該当する場合は

別個に費用を申し受けます。

●　取付け調整指導および試運転立ち会い。

●　保守点検および調整。

●　技術指導、技術教育、およびトレーニングスクール。

●　保証期間後の調査および修理。

●　保証期間中においても、上記保証範囲外の事由による故障原因の調査。



は　じ　め　に

　このたびは、CPUオプション J.NETモジュールをご利用いただきましてありがとうございます。　　

　この「ハードウェアマニュアル　オプション　J.NET」は、J.NETモジュールの取扱いについて述べた

ものです。このマニュアルをお読みいただき正しくご使用いただくようお願いいたします。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　このモジュールを使用する場合は、下記バージョンのシステムを使用してください。　　　

　下記バージョンより古いシステムでは、下記機能が動作せずに無効となります。

＜システム＞　

　  対象ツール　　　　　システムF/D名称　　　　　　　　バージョン

　PSEα　　　　　 LADDER SYSTEM　　　　　　　Ver5.0　Rev5.0 以降

　　　　　　　　　Compact PMS SYS　　　　　　　 Ver5.0　Rev5.0 以降

　PC98　　　　　   ラダーOS　ロードシステム　　　Ver4.3　Rev5.0 以降

　　　　　　　　　CPMS　ロードシステム　　　　　Ver4.3　Rev5.0 以降

　　　　　　　　　CPMSE　ロードシステム　　　　Ver2.3　Rev5.0 以降

＜無効となる機能＞　

　●　シーケンスサイクルと同期した入出力サービスリフレッシュ機能（５. ３節参照）。

　●　リフレッシュサイクルモニタ機能（５. ７節参照）。

　　　　NESP（Nissan Electronic Sequence Processor）シリーズをご使用のユーザは

　　　　下記対応表を参照の上ご使用ください。

　　　　【HIDIC-S10αシリーズ】

　　　　　HIDIC-S10/2α

　　　　　HIDIC-S10/2αE

　　　　　HIDIC-S10/2αH

　　　　　HIDIC-S10/2αHf

i

【NESPシリーズ】

　NESP-S25E

　NESP-2αE

　NESP-2αH

　NESP-2αHf

………

………

………

………

２αCPU（LWP000）を使用し、表示器などのステーション側からPUT/GETコマンドに　

よってデータの読み書きをする際は、下記エリアへデータの読出し・書込みを行わないで

ください。下記エリアはサポートされていません。誤って設定した場合にはCPUがエラー

となる可能性があります。

　　注　意

設定禁止エリア

DW000～DWFFF
TS000～TS1FF
US000～US0FF
CS000～CS0FF
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１　ご使用にあたり １　ご使用にあたり

１　ご使用にあたり



１　ご使用にあたり １　ご使用にあたり

HPC-1000
CPU電源（LWV000）モジュールを
実装。
CPUモジュール（LWP000, 040, 
070, 075）を実装。
　LWP000：2α
　LWP040：2αE
　LWP070：2αH
　LWP075：2αH f
CPUオプションモジュールを実装。

 １. １　ＣＰＵマウントベース

　CPUマウントベースには、次の２種類
があります。
・４スロット用（形式：HPC-1002）
・８スロット用（形式：HPC-1000）
例えば、８スロット用マウントベースの
場合は、１スロットタイプのモジュール
を８モジュール、２スロットタイプのモ
ジュールを４モジュールまで実装できま
す。

 １. ２　オプションモジュールの実装

●　J.NETモジュールが実装可能なスロットナンバは、1, 3, 5, 7の4スロットです。1, 3, 5, 7

　　の空きスロットに左詰で実装してください。

●　J.NETモジュールを1枚実装する場合は、必ずメインモジュールの設定にして使用してく

　　ださい。

CPUマウントベース
PSスロット

CPUスロット

スロット0～7

：
：

：

：

CPUマウントベース

オプションスロット

CPU電源
モジュール

CPU
モジュール

CPUオプション
モジュール

オプションスロット

スロットナンバ
CPU
マウントベース

PS CPU 0 1 2 3 4 5 6 7

- 2 -

　　注　意



１　ご使用にあたり １　ご使用にあたり

［悪い例］ ［良い例］

　オプションモジュール実装時は、次の
ことに注意してください。

●　左図のように、コネクタのピンが曲
　　がっていないことを確認してくださ
　　い。
●　下図のように、CPUマウントベース
　　に対して、正面からまっすぐ実装し
　　てください（悪い例のように、斜め
　　に実装すると、ピン曲がりが発生し
　　オプションモジュールが誤動作する
　　ことがあります）。

キャビネットの構造上、CPUマウントベースが頭上に実装されている場合、モジュールは、

脚立などを使用してまっすぐに実装してください。

モジュール背面の

ピンが折れ曲がっ

ていないことを

確認してください

　　注　意

- 3 -



１　ご使用にあたり １　ご使用にあたり

 １. ３　アース配線

●　FG（フレームグランド）のアース配線は、外部端子のある各モジュールのFG端子を、

　　マウントベースのアース座に接続してください。アースの配線距離は２ｍ以内としマウ

　　ントベースのアース座からＤ種接地してください。

●　アース線は、線径２mm  以上のものを使用してください。

●　CPU電源モジュールのFG端子には接続不要です（CPU電源モジュールのFGは、内部で

　　マウントベースと接続されています）。

●　CPUモジュールのFGは、H-7338方式コンピュータリンクを行う場合に必要です。

2

強　制

アース座 マウント
ベース

アース座

CPU電源モジュー
ルのFGは接続不
要。

2mm   以上 Ｄ種接地

上位計算機（Host Computer Link）に
接続する場合。

2

2m以内

- 4 -



２　仕　　様 ２　仕　　様

２　仕　　様



２　仕　　様 ２　仕　　様

 ２. １　用　　途

 ２. ２　仕　　様

　J.NETモジュール（型式：LWE580）は、JEMA規格のプログラマブルコントローラ用フィールドネット

ワーク［レベル1］に準拠したネットワークに接続し、各種ステーション機器（J. STATIONなど）との間で

データ通信を行います（ただし、メッセージ書込み、読出しサービスはサポートしていません）。

２. ２. １　システム仕様

項　　目 仕　　様

質量

型式

1スロット幅モジュ－ルモジュールスロット幅

LWE580

J.NETモジュール最大実装枚数 2モジュール／CPU 1, 3, 5, 7の空きスロットに
のみ左詰めで実装可

２. ２. ２　回線仕様

項　　目 仕　　様

伝送方式

2対のツイストペアシールドケーブル

推奨ケーブル…KPEV-SB  2P  0.5mm　

　　　　　　　（日立電線㈱製）

伝送速度により下記となります。
接続ケーブル

電気的インタフェース

ステーション台数

端子台

直列伝送（ビットシリアル伝送）

RS-485

最大31台／1ネットワーク（62台／モジュール）

線種

距離
伝送速度≦1.0

伝送速度≦0.5

伝送速度≦0.25

伝送速度≦0.125

Mbps…最大240m

Mbps…最大480m

Mbps…最大800m

Mbps…最大1000m

40点端子台（M3×40）

2

0.5kg
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ネットワーク数 2ネットワーク／モジュール（NET1，NET2）
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３　各部の名称と機能、配線
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 ３. １　各部の名称と機能

①　モジュールNo.設定スイッチ
　　　1台のCPUユニットに、J.NETモジュールを2枚まで実装
　　できます。このスイッチによりメインモジュールとサブ
　　モジュールの設定を行います（T/Mの詳細は６. １. ２項
　　を参照）。
　　　下表に従って設定してください。

設定No. メイン／サブ

０
１

メインモジュール
サブモジュール

②　ビットレート設定スイッチ
　　　伝送速度を設定します。設定No.と伝送速度の関係は下表　
　　のようになります。

設定No. 伝送速度

　０　
　１　
　２　
　３　
８～Ｆ

1.0Mbps
0.5Mbps
0.25Mbps
0.125Mbps
T/M使用

③　インタフェース用端子台

NETn
TERMn

A, B
SG
SHD
FG

：
：

：
：
：
：

ネットワーク番号を示します。
終端抵抗用端子。ネットワークの端となる場
合は、短絡してください。
送受信データ線を接続します。
シグナルグランドを接続します。
シールドを接続します。
アース配線を接続します。

④　送信用LED
　　　各ネットワークでJ. NETモジュールが送信時に点灯します。

⑤　受信用LED
　　　各ネットワークでJ. NETモジュールが受信時に点灯します。

⑥　エラーLED
　　　J.NETモジュールのハードエラーが発生したときに点灯し
　　ます（６. ３. ３項参照）。

⑦　モジュール型式
　　　LWE580
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８，９ T/M使用

モジュールNo.設定スイッチおよび、ビットレート設定スイッチは、動作中に変更しないでく

ださい。誤動作の原因となります。

⑤

④

A20

A19

A18

A17

A16

A15

A14

A13

A12

A11

A10

A9

A8

A7

A6

A5

A4

A3

A2

A1

B20

B19

B18

B17

B16

B15

B14

B13

B12

B11

B10

B9

B8

B7

B6

B5

B4

B3

B2

B1

A

B

A

B

SG

SHD

FG

SG

SHD

TERM2

TERM1

J. NET

HITACHI

N
E
T
1

N
E
T
2

MODU.
NO.
BIT

RATE

NET1
NET2

TX RX ER

LWE580

①

⑥

③

②

⑦

　　注　意
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 ３. ２　配　　線

３. ２. １　インタフェース信号と配線方法 ネットワーク1（NET1）

ネットワーク2（NET2）

その他
ピン
番号

信号名
略称 名称

A20 FG
保守用接地
Frame  Ground

インタフェース信号電圧レベル

呼び名 マーク スペース

解釈

出力条件

入力条件

1/OFF

－6～－1.5V

－0.2V以下

0/ON

1.5～6V

0.2V以上

　入力条件はBから見たAの電位を表します。
　TERM端子 (B11-B12, B16-B17) はこのモジュールの
各ネットワークが終端となる場合短絡してください。
内部で終端抵抗（120Ω）が接続されます。

アース接続

ピン
番号

信号名
略称 名称

A11
A12

A13

A14

B11
B12

SG

SHD

TERM

送受信データ
Linkage  data

信号用接地
Signal  Ground

シールド用接地
SHielD  ground

送受信用終端抵抗
TERMinal  registor

A
B

A20

A19

A18

A17

A16

A15

A14

A13

A12

A11

A10

A9

A8

A7

A6

A5

A4

A3

A2

A1

B20

B19

B18

B17

B16

B15

B14

B13

B12

B11

B10

B9

B8

B7

B6

B5

B4

B3

B2

B1

A

B

A

B

SG

SHD

FG

SG

SHD

TERM2

TERM1

J. NET

HITACHI

N
E
T
1

N
E
T
2

MODU.
NO.
BIT

RATE

NET1
NET2

TX RX ER

LWE580

ピン
番号

信号名
略称 名称

A16
A17

A18

A19

B16
B17

SG

SHD

TERM

送受信データ
Linkage  data

信号用接地
Signal  Ground

シールド用接地
SHielD  ground

送受信用終端抵抗
TERMinal  registor

A
B

シールド用接地 (SHD) ×2端子と保守用接地 (FＧ) 端子は内部で接続されています。FG端子

は必ずアースに接続してください。
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　　注　意
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３. ２. ２　ケーブル仕様

　　　２対のツイストペアシールドケーブルです。

　　　Ｊ．ＮＥＴ，Ｊ．ＳＴＡＴＩＯＮ用ケーブルとして下記の計装用ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブ

　　ルを推奨します。

推奨ケーブル型式：KPEV-SB  2P  0.5mm（日立電線㈱製）の

インタフェースケーブル仕様

項　　目 仕　　様

最大導体抵抗（20℃）

耐電圧

最小絶縁抵抗（20℃）

静電容量（1kHz）

特性インピーダンス（1MHz）

34.0Ω/km

AC1000V/1分間

2500MΩ・km

60pF/m

110Ω

2

（注）上記推奨ケーブルの１ＭＨｚにおける特性インピーダンスは１１０Ωですが、他の伝送

　　　速度も考慮しＪ．ＮＥＴ，Ｊ．ＳＴＡＴＩＯＮでは終端抵抗１２０Ωを内部に持ってい

　　　ます。

　　　ネットワークの終端となる場合はＴＥＲＭ端子を短絡してください。

　　　Ｊ．ＮＥＴ，Ｊ．ＳＴＡＴＩＯＮ内部で１２０Ωの終端抵抗が接続されます。
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３. ２. ３　配線例

　　　ケーブルの両端に接続されている装置は、終端抵抗を接続してくだい。J. NETモジュールはNET1とNET2

　　の2つの独立したネットワークを持っていますので、全く別のネットワークとして配線してください。

　　　下記にNET1の配線例を示します。なお、NET2の配線も同様です。

　　●　J.NETモジュールがNET1の終端となる場合の接続

NET1

8スロット
I/Oユニット

J.NETﾓｼﾞｭｰﾙ

2αｼﾘｰｽﾞCPUﾕﾆｯﾄ

8スロット
I/Oユニット

JPCN-1機器

（J.NETﾓｼﾞｭｰﾙのTERM1を短絡してください）

A14

A13

A12

A11

A10

B14

B13

B12

B11

B10

A

B

SG

SHD

TERM1

N
E
T
1

  5

  7

  9

11

13

  4

  6

  8

10

12

14

TERM

A

B

LINK

SG

8P

64P

32P

M0

NC

COM

J. STATIONの場合の終端接続

No. 7とNo. 9を短絡

終端

終端

B11とB12を短絡
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　　●　J.NETモジュールが終端とならない場合の接続
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8スロット
I/Oユニット

  5

  7

  9

11

13

  4

  6

  8

10

12

14

TERM

A

B

LINK

SG

8P

64P

32P

M0

NC

COM

終端

NET1

J.STATIONﾓｼﾞｭｰﾙまたは、JPCN-1

8スロット
I/Oユニット

8スロット
I/Oユニット

J.NETﾓｼﾞｭｰﾙ

2αｼﾘｰｽﾞCPUﾕﾆｯﾄ

終端

J. STATIONの場合の終端接続

No. 7とNo. 9を短絡

NET1

終端でないため、B11とB12端子

はオープン（未接続）にしてく

ださい。

B11

B12

B13

B14

A10

A11

A12

A13

A14

B

TERM

SG

SHD

R

A
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４　利用の手引き ４　利用の手引き

 ４. １　Ｊ．ＮＥＴシステムのソフトウェア構成

　Ｊ．ＮＥＴシステムのソフトウェア構成概要を示します。

　通信制御プログラム，送信ハンドラ，受信ハンドラ，サブＯＳは、ＲＯＭプログラムですのでローディング

が不要です。
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ユーザ

プログラム

ＮＥＴｽﾃｰﾀｽ

Ｓレジスタ

送信エリア

受信エリア

入出力エリア

Ｓテーブル

送信バッファ

受信バッファ

入出力ﾊﾞｯﾌｧ

スレーブ

パラメータ

テーブル

ＲＯＭ

通信制御

プログラム

送信ハンドラ

受信ハンドラ

サブＯＳ

ケーブル

ＲＯＭ

通信制御

プログラム

ＲＡＭ

バッファ

ＰＩ／Ｏ

通信制御回路

送信エリア 受信エリア

ユーザ

プログラム

通

信

制

御

回

路

通

信

制

御

回

路

通

信

制

御

回

路

通信制御回路
外部機器*は、ＲＯＭプログラムです。

は、ユーザ作成プログラムです。

は、テーブル、バッファ類です。

＊は、必要に応じて、接続できます（ＲＳ－２３２Ｃ）。

・

・

・

・

ＣＰＵ Ｊ．ＮＥＴ

Ｊ．ＳＴＡＴＩＯＮ

●　通信制御プログラム

　　主な機能を以下に示します。

　　・ＰＩ／ＯとのＩ／Ｏ通信を行います。

ＰＩ／Ｏ

ＰＩ／Ｏ入力

ＰＩ／Ｏ出力
入出力バッファ

Ｊ．ＮＥＴ

入出力エリア

ＣＰＵ

・外部機器とのデータ送受信を行います。

Ｊ．ＮＥＴ

送信エリア
受信エリア

外部機器

受信エリア

送信エリア

送信バッファ
受信バッファ

バッファ

Ｊ．ＳＴＡＴＩＯＮＣＰＵ

・外部機器からのデータ受信完了時、ＣＰＵへ割込みをかけサブＯＳを起動します。
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　　　外部入力　　　ＸＷ０００（Ｘ０００）～ＸＷＦＦ０（ＸＦＦＦ）　２５６ワード（4096点）

　　　外部出力　　　ＹＷ０００（Ｙ０００）～ＹＷＦＦ０（ＹＦＦＦ）　２５６ワード（4096点）

　　内部レジスタ　　ＲＷ０００（Ｒ０００）～ＲＷＦＦ０（ＲＦＦＦ）　２５６ワード（4096点）

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘﾝｸﾚｼﾞｽﾀ  　ＧＷ０００（Ｇ０００）～ＧＷＦＦ０（ＧＦＦＦ）　２５６ワード（4096点）

　　ﾄﾗﾝｽﾌｧﾚｼﾞｽﾀ  　　ＪＷ０００（Ｊ０００）～ＪＷＦＦ０（ＪＦＦＦ）　２５６ワード（4096点）

　　ﾚｼｰﾌﾞﾚｼﾞｽﾀ　　　ＱＷ０００（Ｑ０００）～ＱＷＦＦ０（ＱＦＦＦ）　２５６ワード（4096点）

　　ｲﾍﾞﾝﾄﾚｼﾞｽﾀ　　　ＥＷ４００（Ｅ４００）～ＥＷＦＦ０（ＥＦＦＦ）　１９２ワード（3072点）

  拡張内部レジスタ  　ＭＷ０００（Ｍ０００）～ＭＷＦＦ０（ＭＦＦＦ）　２５６ワード（4096点）

　ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾜｰｸﾚｼﾞｽﾀ  　ＦＷ０００～ＦＷＢＦＦ　　　　　　　　　　　　　３０７２ワード

　　拡張メモリ　　　／１０００００～／４ＦＦＦＦＦ　　　　　　　　　２Ｍワード

●　送信ハンドラ，受信ハンドラ

　　主な機能を以下に示します。

　　・ユーザプログラムから起動され、通信制御プログラムに対してデータの送受信を要求します。

　　・データ送受信情報をＮＥＴステータス，Ｓレジスタ，Ｓテーブルに設定します。

●　サブＯＳ

　　通信制御プログラムからの割込みにより起動されます。主な機能を以下に示します。

　　・データ受信完了時受信タスクを起動します（受信タスクの登録は、「５. ４. ５　LGB設定」を参照して

　　　ください）。

●　ＮＥＴステータス，Ｓレジスタ，Ｓテーブル

　　通信制御プログラムが、データ送受信情報，エラー情報を設定するレジスタ、テーブルです。ユーザプロ

　　グラムは、この情報を参照して、データ送受信処理，エラー処理を行います。

●　入出力エリア

　　入出力エリアとして、Ｉ／Ｏ通信可能なエリアを下表に示します。

名　　称 シ　ン　ボ　ル　範　囲 点　数

入出力エリアにDWエリア（DW000～DWFFF）を設定しないでください。DWエリアは入

出力エリアとしてサポートされていません。誤って設定した場合にはCPUでエラーが発生

する可能性があります。

　　注　意
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 ４. ２　ユーザの作成するプログラム

　この節では、Ｊ．ＮＥＴシステムを構成するためにユーザが、作成するソフトウェアについて説明します。

　Ｊ．ＳＴＡＴＩＯＮを接続し、Ｉ／Ｏ通信のみ実行する場合はこのページのプログラム作成は不要です。

４. ２. １　ユーザプログラム

　　　   ハンドラはユーザプログラムより起動されます。ユーザプログラムには次の３種類の形態があります。

　　　   ●　ラダープログラム　　…　シーケンスプログラムとも呼ばれます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ａ接点（ 　　　　），Ｂ接点（ 　　　　），出力コイル（ 　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　   などで構成されます。

　　　   ●　Ｃモードプログラム　…　コンピュータ言語（Ｃ言語、アセンブラなど）で作成され、タスク、

　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ｐコイルの形で実行されます。ＣＰＭＳ（Compact Process Monitor　

　　　　　　　　　　　　　　　　　   System）と拡張メモリが必要です。

　　　   ●　ＢＡＳＩＣプログラム…　ＦＡ－ＢＡＳＩＣ言語で作成され、タスク、Ｐコイルの形で実行され

　　　　　　　　　　　　　　　　　   ます。ＦＡ－ＢＡＳＩＣと拡張メモリが必要です。

　　　   ラダープログラムでは演算ファンクションよりハンドラに起動をかけます。Ｃモードプログラム，

　　   ＢＡＳＩＣプログラムではサブルーチンよりハンドラに起動をかけます。

４. ２. ２　ユーザプログラムの受信処理

　　　   データを受信完了すると、その情報は該当のＮＥＴステータスへ反映されます。

　　　   ユーザプログラムがラダープログラムの場合は、ＮＥＴステータスを条件として受信ハンドラ（演算

　　   ファンクション）を起動します。受信データ取込み遅れは、シーケンスサイクル内でおさまります。

＃Ｌ

ＮＥＴステータス
のシンボル ＪＲＣＶ データ受信演算ファンクション

ＦＷ０００：０００２０
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　　　   ユーザプログラムがＣモードプログラムの場合は、ＮＥＴステータスを監視し、受信完了発生のとき、

　　   受信ハンドラ（サブルーチン）を起動してください。

ＤＥＬＡＹマクロ命令

受信監視
  タスク

監視

NETｽﾃｰﾀｽ

受信ハンドラ

ＣＡＬＬ

受　　信
完了か？

delayマクロ発行 受信ハンドラコール

開　始

　　　   上図方式の場合、受信完了監視間隔は、ＣＰＭＳ（Compact  Process  Monitor  System）のDELAY　　

　　   マクロ（処理遅延）で決まります。したがって、DELAYマクロによる処理遅延時間分、あるいは受信　

　　   監視タスクの処理レベルが低い（一般には処理レベルを低く設定します）ための処理遅れにより受信　

　　   データ取込み遅れが発生します。

　　　   そこでユーザプログラムがＣモードプログラム、ＢＡＳＩＣプログラムの場合は、サブＯＳが受信　

　　   完了時に起動するユーザタスクを作成し登録します。

　　　   これによりユーザプログラムで受信完了を監視する必要がなくなり、サブＯＳより起動されたタスク

　　   内で受信ハンドラをサブルーチンコールすれば受信データを取込むことができます。

　　　   起動タスクナンバの登録は、ＰＳＥにて行い、タスクの登録は、ＣＰＭＳのＰＳＥデバッガ機能　　

　　   （「コンパクトＰＭＳデバッガ　ＰＳＥα　Ｖ５（マニュアル番号　ＳＡＪ－３－０１０）」を参照）

　　   で行います。

受信取込み
  タスク

参照

Ｓレジスタ

受信ハンドラ

ＣＡＬＬ

　受　　信
データあり？

ハンドラコール

開　始

終　了

通信制御プログラム
　　受信完了時

ＱＵＥＵＥ
マクロ命令

ＮＯ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＮＯ
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４　利用の手引き ４　利用の手引き

 ４. ３　ＪＥＭＡ規格との対応

　JEMA規格には下表に示す通信サービスがあります。これらのサービスに対応する、J.NETの通信コマンド

と機能について記します。

J.NETｺﾏﾝﾄﾞ名 機　　能

初期設定ｻｰﾋﾞｽ
J.NETおよびｽﾃｰｼｮﾝの立上り時、情報交換を行うｻｰﾋﾞｽで
す。J.NETはﾕｰｻﾞが設定したｽﾃｰｼｮﾝ情報に従い、RESET
または電源立上げ時自動的に情報交換を行います。

入出力ｻｰﾋﾞｽ
J.NET／ｽﾃｰｼｮﾝ間で入出力ﾃﾞｰﾀの交換を行うｻｰﾋﾞｽです。
J.NETの入出力ｴﾘｱを設定することにより自動的にI/O通信
を行います。

ﾃﾞｰﾀ読出し
ｻｰﾋﾞｽ

POLLINGｺﾏﾝﾄﾞ
J.NETがｽﾃｰｼｮﾝからの要求がないか問合わせるｺﾏﾝﾄﾞです。
J.NETはｽﾃｰｼｮﾝとの初期設定ｻｰﾋﾞｽ情報交換後、ﾃﾞｰﾀ通信
の空き時間を利用して自動的に発行されます。

PUTｺﾏﾝﾄﾞ

GETｺﾏﾝﾄﾞ

ﾃﾞｰﾀ書込み
ｻｰﾋﾞｽ

ｽﾃｰｼｮﾝがJ.NETへﾃﾞｰﾀを書込むｻｰﾋﾞｽです。J.NETはｽﾃｰｼｮﾝ
との初期設定ｻｰﾋﾞｽ情報交換後、ﾃﾞｰﾀ読出しｻｰﾋﾞｽのPUT
要求により、J.NETへﾃﾞｰﾀを書込みます。

ｽﾃｰｼｮﾝがJ.NETのﾃﾞｰﾀを読出すｻｰﾋﾞｽです。J.NETはｽﾃｰｼｮﾝ
との初期設定ｻｰﾋﾞｽ情報交換後、ﾃﾞｰﾀ読出しｻｰﾋﾞｽのGET
要求により、J.NETのﾃﾞｰﾀを読出します。

READｺﾏﾝﾄﾞ
J.NETがｽﾃｰｼｮﾝからﾃﾞｰﾀを読出すｻｰﾋﾞｽです。ﾕｰｻﾞは必要
に応じてｺﾏﾝﾄﾞ（演算ﾌｧﾝｸｼｮﾝおよびｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ）を発行し、
ｽﾃｰｼｮﾝからﾃﾞｰﾀを読出すことができます。
J.NETがｽﾃｰｼｮﾝへﾃﾞｰﾀを書込むｻｰﾋﾞｽです。ﾕｰｻﾞは必要に
応じてｺﾏﾝﾄﾞ（演算ﾌｧﾝｸｼｮﾝおよびｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ）を発行し、ｽ
ﾃｰｼｮﾝへﾃﾞｰﾀを書込むことができます。

ﾘｾｯﾄｻｰﾋﾞｽ ﾘｾｯﾄｺﾏﾝﾄﾞ
J.NETがｽﾃｰｼｮﾝを初期状態に戻すｻｰﾋﾞｽです。ﾕｰｻﾞは必要
に応じてｺﾏﾝﾄﾞ（演算ﾌｧﾝｸｼｮﾝおよびｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ）を発行し、
ｽﾃｰｼｮﾝを初期状態に戻すことができます。

一斉同報ｻｰﾋﾞｽ 一斉同報ｺﾏﾝﾄﾞ

J.NETからﾈｯﾄﾜｰｸに接続されているすべてのｽﾃｰｼｮﾝに送信
するｻｰﾋﾞｽです。ﾕｰｻﾞは必要に応じてｺﾏﾝﾄﾞ（演算ﾌｧﾝｸｼｮﾝ
およびｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ）を発行し、すべてのｽﾃｰｼｮﾝにﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾄ
通信できます。

ﾒｯｾｰｼﾞ書込みｻｰﾋﾞｽ ｽﾃｰｼｮﾝにﾒｯｾｰｼﾞﾃﾞｰﾀを書込むｻｰﾋﾞｽです。J.NETはこの通
信ｻｰﾋﾞｽをｻﾎﾟｰﾄしていません。

ﾒｯｾｰｼﾞ読出しｻｰﾋﾞｽ ｽﾃｰｼｮﾝからﾒｯｾｰｼﾞﾃﾞｰﾀを読出すｻｰﾋﾞｽです。J.NETはこの
通信ｻｰﾋﾞｽをｻﾎﾟｰﾄしていません。

初期設定サービス／入出力サービス／データ読出しサービス／データ書込みサービスのPUT, GET

サービスは、J.NETの内部パラメータテーブルにステーション情報を設定し、リセットまたは電源立

上げによりJ.NET／ステーション間で自動的に通信を行います。

READサービス／WRITEサービス／リセットサービス／一斉同報サービスの使い方については、

「４．７　ハンドラ」を参照してください。
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JEMA規格ｻｰﾋﾞｽ名

ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
にて自動発行

ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
にて自動発行

WRITEｺﾏﾝﾄﾞ

未ｻﾎﾟｰﾄ

未ｻﾎﾟｰﾄ



４　利用の手引き ４　利用の手引き

 ４. ４　ＮＥＴステータス

　ＮＥＴステータステーブルは、各ステーションごとの通信情報を格納するテーブルです。

　Ｊ．ＮＥＴ　ＳＵＰＰＯＲＴシステムにより、ＮＥＴステータステーブルの先頭アドレスを下記ビット

エリアからユーザが登録してください。ＮＥＴステータステーブルの構成は下表のとおりです。

　登録可能エリアは　Ｘ０００～ＸＦＦＦ　の８種類です。

　　　　　　　　　　Ｙ０００～ＹＦＦＦ

　　　　　　　　　　Ｊ０００～ＪＦＦＦ

　　　　　　　　　　Ｑ０００～ＱＦＦＦ

　　　　　　　　　　Ｇ０００～ＧＦＦＦ

　　　　　　　　　　Ｒ０００～ＲＦＦＦ

　　　　　　　　　　Ｅ４００～ＥＦＦＦ

　　　　　　　　　　Ｍ０００～ＭＦＦＦ

　ＮＥＴステータステーブルは、ＮＥＴ１，２ごとに登録し、連続した１２８点の容量が必要です

（例えば、Ｘ５００から指定した場合、Ｘ５００～Ｘ５７Ｆが占有され、下表の△△にはＸ５が該当しま

す）。

　ｽﾃｰｼｮﾝ　　　送信可　　　　　データ受信　　　レスポンス受信　　エラーフラグ　
　ＩＤ　　　　フラグ　　　　　フラグ　　　　　フラグ　　　　　　　　　　　　　　
　アキ　　　　　－　　　　　　　　－　　　　　　　　－　　　　　　　－
　　１　　　　△△０１　　　　　△△２１　　　　　△△４１　　　　　△△６１
　　２　　　　△△０２　　　　　△△２２　　　　　△△４２　　　　　△△６２

　３０　　　　△△１Ｅ　　　　　△△３Ｅ　　　　　△△５Ｅ　　　　　△△７Ｅ
　３１　　　　△△１Ｆ　　　　　△△３Ｆ　　　　　△△５Ｆ　　　　　△△７Ｆ

△△は登録したシンボル
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ビット  ０　　送信中　　　　データ受信なし　　レスポンス受信なし　　エラーなし　　

内容　  １　　送信可能　　　データ受信あり　　レスポンス受信あり　　エラーあり



４　利用の手引き ４　利用の手引き

 ４. ５　Ｓレジスタ

　Ｓレジスタは、各ネットごとに発生したエラー情報を格納するレジスタです。各ネット（ＮＥＴ１，

ＮＥＴ２）に接続された全ステーション（子局）のどれか１局でもエラーになった場合ＯＮします。

シンボル   ﾋﾞｯﾄ  　　　　　　　　　　　内　　　　　　　容

ＳＡ００ 　０　　メインモジュールのＮＥＴ１は、通信正常。

　　　　 　１　　メインモジュールのＮＥＴ１で通信エラーが発生しました。

ＳＡ０１ 　０　　メインモジュールのＮＥＴ１は、正常動作。

　　　　　 １　　メインモジュールのＮＥＴ１でハードウェアエラーが発生しました。

ＳＡ０８ 　０　　メインモジュールのＮＥＴ２は、通信正常。

　　　　 　１　　メインモジュールのＮＥＴ２で通信エラーが発生しました。

ＳＡ０９　 ０　　メインモジュールのＮＥＴ２は、正常動作。

　　　　 　１　　メインモジュールのＮＥＴ２でハードウェアエラーが発生しました。

ＳＡ８０ 　０　　サブモジュールのＮＥＴ１は、通信正常。

　　　　 　１　　サブモジュールのＮＥＴ１で通信エラーが発生しました。

ＳＡ８１ 　０　　サブモジュールのＮＥＴ１は、正常動作。

　　　　 　１　　サブモジュールのＮＥＴ１でハードウェアエラーが発生しました。

ＳＡ８８ 　０　　サブモジュールのＮＥＴ２は、通信正常。

　　　　 　１　　サブモジュールのＮＥＴ２で通信エラーが発生しました。

ＳＡ８９ 　０　　サブモジュールのＮＥＴ２は、正常動作。

　　　　 　１　　サブモジュールのＮＥＴ２でハードウェアエラーが発生しました。

ＳＷＡ００
(ﾒｲﾝﾓｼﾞｭｰﾙ)

Ｓ
Ａ

０
０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

Ｓ
Ａ

０
Ｆ

２
１５

２
８

２
７

２
０

ＳＷＡ８０
(ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙ)

Ｓ
Ａ

８
０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

Ｓ
Ａ

８
Ｆ

NET1   ALM

NET1   ALM NET2   ALM

NET2   ALM
NET1   ERR

NET1   ERR NET2   ERR

NET2   ERR
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（注）　ALM ： 通信エラー　　　ERR ： ハードウェアエラー

他のビットは、未使用。



４　利用の手引き ４　利用の手引き

ネット　　ｽﾃｰｼ ｮﾝ　　　　　　　　　　サブモジュール　　　　　　　　　　　
Ｎｏ．　　ＩＤ　　　ﾃﾞｰﾀ受信ﾊﾞｲﾄ数　　ﾚｽﾎﾟﾝｽ受信ﾊﾞｲﾄ数　　エラーコード　
　　　　（２５５）　／ＡＣ００００　　　／ＡＣ００４０　　／ＡＣ００８０
NET1    　　  １　　　　　　　　０２　　　　　　　　４２　　　　　　　８２
　　　　　　２　　　　　　　　０４　　　　　　　　４４　　　　　　　８４

　　　　　３０　　　／ＡＣ００３Ｃ　　　／ＡＣ００７Ｃ　　／ＡＣ００ＢＣ
　　　　　３１　　　　　　　　３Ｅ　　　　　　　　７Ｅ　　　　　　　ＢＥ
　　　　（２５５）　／ＡＣ０１００　　　／ＡＣ０１４０　　／ＡＣ０１８０
NET2    　　  １　　　　　　　１０２　　　　　　　１４２　　　　　　１８２
　　　　　　２　　　　　　　１０４　　　　　　　１４４　　　　　　１８４

　　　　　３０　　　／ＡＣ０１３Ｃ　　　／ＡＣ０１７Ｃ　　／ＡＣ０１ＢＣ
　　　　　３１　　　　　　　１３Ｅ　　　　　　　１７Ｅ　　　　　　１ＢＥ

 ４. ６　Ｓテーブル

　Ｓテーブルは、データ受信時の受信バイト数、レスポンス受信時の受信バイト数、通信中に発生したエラー

コードを格納するアドレスのテーブルです（エラーコードの詳細は、６. ３. ４，６. ３. ５項を参照してくださ

い）。

表４－１　Ｓテーブル割付表

ネット　　ｽ ﾃｰ ｼ ｮ ﾝ　　　　　　　　　　メインモジュール　　　　　　　　　
Ｎｏ．　　ＩＤ　　　ﾃﾞｰ ﾀ受信ﾊﾞｲﾄ数　　ﾚｽﾎﾟ ﾝｽ受信ﾊﾞｲﾄ数　　エラーコード
　　　　（２５５）　／Ａ４００００　　　／Ａ４００４０　　／Ａ４００８０
NET1    　　 １　　　　　　　　０２　　　　　　　　４２　　　　　　　８２
　　　　　　２　　　　　　　　０４　　　　　　　　４４　　　　　　　８４

　　　　　３０　　　／Ａ４００３Ｃ　　　／Ａ４００７Ｃ　　／Ａ４００ＢＣ
　　　　　３１　　　　　　　　３Ｅ　　　　　　　　７Ｅ　　　　　　　ＢＥ
　　　　（２５５）　／Ａ４０１００　　　／Ａ４０１４０　　／Ａ４０１８０
NET2    　　 １　　　　　　　１０２　　　　　　　１４２　　　　　　１８２
　　　　　　２　　　　　　　１０４　　　　　　　１４４　　　　　　１８４

　　　　　３０　　　／Ａ４０１３Ｃ　　　／Ａ４０１７Ｃ　　／Ａ４０１ＢＣ
　　　　　３１　　　　　　　１３Ｅ　　　　　　　１７Ｅ　　　　　　１ＢＥ
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４　利用の手引き ４　利用の手引き

 ４. ７　ハンドラ

　Ｊ．ＮＥＴモジュールがユーザプログラムに提供するハンドラは、演算ファンクション，サブルーチンの２

種類があります。

４. ７. １　演算ファンクション

　　　演算ファンクションは、以下の４種類があります。

　名　　称　　　　　　　　　　機　　　　　能　　　　　　　　　　　　　　備　　　考　　　　
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演算ファンクションを使用する場合、Ｊ．ＮＥＴサポートシステムで、演算ファンクション

（「５. ６　ユーザ演算ファンクション登録」を参照）の登録をしてください。

注　意

　JCMD

　JRSP

　JSND

　
　JRCV

サービス要求演算ファンクション。データ書込みサー
ビス（READ/WRITEコマンド）、RESETサービス一
斉同報サービスを発行します。
サービス確認演算ファンクション。READコマンド発
行により受信したデータを指定エリアに取込みます。
データ送信演算ファンクション。J.STATIONの
RS-232Cポートから外部機器に対しデータを送信しま
す。
データ受信演算ファンクション。
J.STATIONのRS-232Cポートが外部機器から受信した
データを取込みます。

RESET, 一斉同報、
READ,WRITEコマンド

READコマンドのみ

J.STATIONに対してのみ発行可

J.STATIONに対してのみ発行可



４　利用の手引き ４　利用の手引き

　　　ＷＲＩＴＥ，ＲＥＡＤコマンドの場合、送受信エリアのデータはさらに詳細な設定が必要となり、

　　次ページのデータ構成となります。

＃Ｌ

○○○○

□□□□：△△△△

第一パラメータ  第二パラメータ

　　　○○○○　：演算ファンクション名称（ＪＣＭＤ，ＪＲＳＰ，ＪＳＮＤ，ＪＲＣＶ）

　　　□□□□　：第一パラメータ（送受信エリア先頭アドレス）

　　　△△△△　：第二パラメータ（送受信エリアバイト数）

　　●　第一パラメータは、シンボル入力（ＦＷ０００など）となります。

　　　　送受信エリアの先頭アドレスを設定してください。

　　　　数値データ（拡張メモリのアドレスなど）を直接入力できません。

　　●　送受信エリアのデータ長（バイト数）を設定してください。

　　　　第二パラメータの設定範囲は、演算ファンクションにより異なります。

ＪＣＭＤ　　４～２５４バイト
ＪＲＳＰ　　４～２５４バイト
ＪＳＮＤ　　４～５１６バイト
ＪＲＣＶ　　４～５１６バイト

送受信エリア

２

０　ＭＤＬ　　ＳＩＤ
２　ＮＥＴ　　ＳＶＣ
４　データ１　データ２
６　データ３

　　　　　　　データＮ

１５ ２８ ２７ ２０

ＭＤＬ　：　モジュール番号（００：メイン，０１：サブ）
ＳＩＤ　：　ステーションＩＤ（／０１～／１Ｆ）
ＮＥＴ　：　ネット番号（００：ＮＥＴ１，０１：ＮＥＴ２）
ＳＶＣ　：　サービスコード　
　　　　　　　　　ＳＶＣ　　　　サービス名
　　　　　　　　　／３１　リセットサービス
　　　　　　　　　／３２　データ書込みサービス
　　　　　　　　　／３３　一斉同報サービス
データ１～Ｎ：１～２５０（ＪＣＭＤ，ＪＲＳＰ）
　　　　　　　１～５１２（ＪＳＮＤ，ＪＲＣＶ）
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　　　［演算ファンクション基本形式］



４　利用の手引き ４　利用の手引き
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ＭＤＬ：モジュール番号（／００：メイン，／０１：サブ）

ＳＩＤ：ステーションID（／０１～／１Ｆ）

ＮＥＴ：ネット番号（／００：ＮＥＴ１，／０１：ＮＥＴ２）

ＳＶＣ：サービスコード

　　   ＲＥＡＤ，ＷＲＩＴＥコマンドの送受信エリア

：コマンドに対する応答を示します。

　コマンド送信時は“／００”と設定してくださ

　い。

：サービスが完了するまで内容を保持するコマンド

　順番識別用データです。

：UL_dataのバイト数を設定してください。

：block_num以下に何ブロックのデータが続くかを設

　定してください。

：addressフィールドのバイト数を設定してくださ

　い。

ＳＶＣ

／３２

　　  サービス名

データ書込みサービス

status_ID

request_ID

UL_data_len

block_num

address_len

：プロトコルの登録／非登録を示します。
　設定は“／００”としてください。
：プロトコルのバージョンを示します。
　設定は“／００”としてください。
：プロトコルごとに決まっているコマンド識別用の
　コードを示します。

protocl_ID

version

command_ID

コード

／１１

／１２

　　コマンド名称

ＷＲＩＴＥコマンド

ＲＥＡＤコマンド

属性

／００

／０１

／１０

／１１

　　　　　　　意　　味　　　　　　　

addressフィールドがシンボル（文字列）

addressフィールド数値

未使用（設定しないでください）

属性 addressフィールドのバイト長

7　　　　6　5　　　　　　　　　　　　　0

MDL

NET

protocol_ID

command_ID

request_ID

block_num

SID

SVC

version

status_ID

UL_data_len

address_len

data

data_len

address

address_len

data

data_len

address

ブ
ロ
ッ
ク
n

ブ
ロ
ッ
ク
1

2　　　　  2　2 　　　　215　　　　　　  8　   7　　　　　 　  0



４　利用の手引き ４　利用の手引き

：送受信先のアドレスを設定してください。

　設定は下位バイトより格納してください。

：dataフィールドのバイト数を設定してください。

：送信データの設定または受信データを示します。

address

data_len

data
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４　利用の手引き ４　利用の手引き

②sid(01)

③net(00)

①mdl(00)

ＪＣＭＤ：ＷＲＩＴＥコマンド

２１５ ２８ ２７ ２０

　　①　ｍｄｌ：モジュール番号を設定してくださ　
　　　　　　　　い。（メイン: 00，サブ: 01）
　　②　ｓｉｄ：ステーションＩＤを設定してくだ　
　　　　　　　　さい。
　　③　ｎｅｔ：ネット番号を設定してください。
　　④　ｓｖｃ：サービスコード（32H）を設定し　
　　　　　　　　てください。
　　④～⑨　　：左記固定データを設定してくださ　
　　　　　　　　い（⑩以降の値は送信データに　　
　　　　　　　　よって変わります）。
⑩ UL_data_len   ：⑪  block_num以下のバイト数を設　
　　　　　　　　定してください。
⑪ block_num     ：1ブロックなので01を設定してくだ　
　　　　　　　　さい。

⑫ address_len    ：アドレス/00024000が4バイトの数　
　　　　　　　　値なので44Hを設定してください。
⑬～⑯ address   ：下位バイトから設定してくださ　　
　　　　　　　　い。アドレスは、/00024000なの
　　　　　　　　で、00, 40, 02, 00の順番になります。
⑰ data_len          ：送信バイト数（ ⑱ ～  　のバイト　
　　　　　　　　数）を設定してください。

　［機能］　パラメータによって指定されたコマンドを送信します。

　［キー入力手順］　FUNC　Ｊ　Ｃ　Ｍ　Ｄ　シフト　＃　転送アドレス　転送バイト数

　［ステータス情報］　送受信状態やエラー情報は、Ｓレジスタ、ＮＥＴステータステーブル、
　　　　　　　　　　　Ｓテーブルに格納します。

　［プログラム例１］　ＮＥＴステータステーブルがＱ０００～Ｑ０７Ｆで、子局のアドレス／２４０００～
　　　　　　　　　　　７に８バイト書込む場合のＷＲＩＴＥコマンド発行例を示します。

＃Ｌ

ＪＣＭＤ

ＦＷ０００：Ｈ１Ａ

SA01 Q001 Q061

ＳＡ０１：ＮＥＴ１  ＥＲＲ
Ｑ００１：ＳＩＤ＝１送信可
Ｑ０６１：ＳＩＤ＝１のエラー

第
一
パ
ラ
メ
ー
タ
指
定
の
先
頭
ア
ド
レ
ス

　［転送エリア設定データ］

第二パラメータ指定のバイト数

1 ④svc(32)

2

3

4

5

6

7

8

9

　A

　B

　C

FW000

1

2 ⑤protocol_ID(00) ⑥version(00)

3 ⑦command_ID(11) ⑧status_ID(00)

4 ⑨request_ID(00) ⑩UL_data_len(0F)

5 ⑪block_num(01) ⑫address_len(44)

6 ⑬address(00) ⑭address(40)

7 ⑮address(02) ⑯address(00)

8 ⑰data_len(08) ⑱data1(12)

9 ⑲data2(34) ⑳data3(56)

　data4(78) 　data5(9A)

　B 　data6(BC) 　data7(DE)

　C 　data8(F0) 　00

- 26 -

21 22

23 24

25 26

25

（注１）上図( )内の数値は設定データ例を

　　　　示します。

（注２）上図網掛け部は設定データが固定

　　　　値となります。



４　利用の手引き ４　利用の手引き

　［プログラム例２］　ＮＥＴステータステーブルがＱ０００～Ｑ０７Ｆで、子局のアドレス／２４０００～

　　　　　　　　　　　７を８バイト読出す場合のＲＥＡＤコマンド発行例を示します。

＃Ｌ

ＪＣＭＤ

ＦＷ０００：Ｈ１２

SA01 Q001 Q061

ＳＡ０１：ＮＥＴ１  ＥＲＲ
Ｑ００１：ＳＩＤ＝１送信可
Ｑ０６１：ＳＩＤ＝１のエラー

　［転送エリア設定データ］

ＪＣＭＤ：ＲＥＡＤコマンド

２１５ ２８ ２７ ２０

FW000 　mdl(00) 　sid(01)

1 　net(00) 　svc(32)

2 　protocol_ID(00) 　version(00)

3 　command_ID(12) 　status_ID(00)

4 　request_ID(00) 　UL_data_len(07)

5 　block_num(01) 　address_len(44)

6 　address(00) 　address(40)

7 　address(02) 　address(00)

8 　data_len(08) 　00⑱

⑯

⑭

⑫

⑩

⑧
⑥

④

②

⑰

⑮

⑬
⑪

⑨

⑦
⑤

③

①

①　ｍｄｌ：モジュール番号を設定してくださ
　　　　　　い。
②　ｓｉｄ：ステーションＩＤを設定してくださ
　　　　　　い。
③　ｎｅｔ：ネット番号を設定してください。
④　ｓｖｃ：サービスコード（32H）を設定して
　　　　　　ください｡
④～⑨　　：左記固定データを設定してください
　　　　　　（⑩以降の値は送信データによって
　　　　　　変わります）。
　　　　　：⑪ block_num以下のバイト数を設定
　　　　　　してください。
　　　　　：1ブロックなので01を設定してくだ
　　　　　　さい。
　　　　　：アドレス/00024000が4バイトの数値
　　　　　　なので44Hを設定してください。
　　　　　：下位バイトから設定してください。
　　　　　　アドレスは、/00024000なので、00,
　　　　　　40, 02, 00の順番になります。
　　　　　：受信バイト数を設定してください。

第二パラメータ指定のバイト数
第
一
パ
ラ
メ
ー
タ
指
定
の
先
頭
ア
ド
レ
ス

⑩ UL_data_len

⑪ block_num

⑫ address_len

⑬～⑯ address

⑰ data_len

- 27 -

（注１）上図( )内の数値は設定データ例を

　　　　示します。

（注２）上図網掛け部は設定データが固定

　　　　値となります。



４　利用の手引き ４　利用の手引き

　［プログラム例３］　ＮＥＴステータステーブルがＱ０００～Ｑ０７Ｆの場合のＲＥＳＥＴコマンド発行例

　　　　　　　　　　　を示します。

＃Ｌ

ＪＣＭＤ

ＦＷ０００：Ｈ４

SA01 Q001 Q061

ＳＡ０１：ＮＥＴ１  ＥＲＲ
Ｑ００１：ＳＩＤ＝１送信可
Ｑ０６１：ＳＩＤ＝１のエラー

ＪＣＭＤ：ＲＥＳＥＴコマンド

　［転送エリア設定データ］

２１５ ２８ ２７ ２０

FW000 　mdl(00) 　sid(01)

1 　net(00) 　svc(31)④

②

③

①第
一
パ
ラ
メ
ー
タ
指
定
の
先
頭
ア
ド
レ
ス

①　ｍｄｌ：モジュール番号を設定してくだ
　　　　　　さい。
②　ｓｉｄ：ステーションＩＤを設定してく
　　　　　　ださい。
③　ｎｅｔ：ネット番号を設定してくださ
　　　　　　い。
④　ｓｖｃ：サービスコード（31H）を設定
　　　　　　してください。

第二パラメータ指定のバイト数

- 28 -

（注１）上図( )内の数値は設定データ例を

　　　　示します。

（注２）上図網掛け部は設定データが固定

　　　　値となります。



４　利用の手引き ４　利用の手引き

　［プログラム例４］　ＮＥＴステータステーブルがＱ０００～Ｑ０７Ｆの場合の一斉同報コマンド発行例を

　　　　　　　　　　　示します。

＃Ｌ

ＪＣＭＤ

ＦＷ０００：ＨＦＥ

SA01 Q001 Q061

ＳＡ０１：ＮＥＴ１  ＥＲＲ
Ｑ００１：ＳＩＤ＝１送信可
Ｑ０６１：ＳＩＤ＝１のエラー

ＪＣＭＤ：一斉同報コマンド

　［転送エリア設定データ］

FW07E

２１５ ２８ ２７ ２０

FW000 　mdl(00) 　sid(01)

1 　net(00) 　svc(33)

2 　data0 　data1

3 　data2 　data3

4 　data4 　data5

　data248 　data249

⑩

⑧
⑥

④

②

⑨

⑦
⑤

③

①

①　ｍｄｌ：モジュール番号を設定してくだ
　　　　　　さい。
②　ｓｉｄ：ステーションＩＤ０１を設定　
　　　　　　してください。
③　ｎｅｔ：ネット番号を設定してくださ
　　　　　　い。
④　ｓｖｃ：サービスコード（33H）を設定
　　　　　　してください。

第二パラメータ指定のバイト数
第
一
パ
ラ
メ
ー
タ
指
定
の
先
頭
ア
ド
レ
ス
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253 254

（注１）上図( )内の数値は設定データ例を

　　　　示します。

（注２）上図網掛け部は設定データが固定

　　　　値となります。



４　利用の手引き ４　利用の手引き

　［機能］　ＪＣＭＤのＲＥＡＤコマンド発行によりステーションからＪ．ＮＥＴ内のバッファに受信した
　　　　　　データをユーザが指定したエリアに取込みます。

　［キー入力手順］　FUNC　Ｊ　Ｒ　Ｓ　Ｐ　シフト　＃　転送アドレス　転送バイト数

　［ステータス情報］　送受信状態やエラー情報は、Ｓレジスタ、ＮＥＴステータステーブル、Ｓテーブルに
　　　　　　　　　　　格納します。

　［プログラム例］ＮＥＴステータステーブルがＱ０００～Ｑ０７Ｆで、ＪＣＭＤのＲＥＡＤコマンド要求に
　　　　　　　　　対する子局からの応答データをＦＷ０８０～ＦＷ０８６に取込む場合のＪＲＳＰ発行例を
　　　　　　　　　示します。　　

ＪＲＳＰ

ＳＡ０１：ＮＥＴ１  ＥＲＲ
Ｑ００１：ＳＩＤ＝１送信可
Ｑ０４１：ＳＩＤ＝１のﾚｽﾎﾟﾝｽ受信完了
Ｑ０６１：ＳＩＤ＝１のエラー

　［転送エリア設定データ］

第二パラメータ指定のバイト数

①　ｍｄｌ：モジュール番号を設定して
　　　　　　ください。
②　ｓｉｄ：ステーションＩＤを設定して
　　　　　　ください。
③　ｎｅｔ：ネット番号を設定してくださ
　　　　　　い｡
④　ｓｖｃ：サービスコード（32H）を設
　　　　　　定してください。

- 30 -

＃Ｌ

ＪＣＭＤ

ＦＷ０００：Ｈ１２

SA01 Q001 Q061

＃Ｌ

ＪＲＳＰ

ＦＷ０８０：Ｈ０Ｅ

SA01 Q041 Q061

～～ ～～

２１５ ２８ ２７ ２０

第
一
パ
ラ
メ
ー
タ
指
定
の
先
頭
ア
ド
レ
ス

FW080 　mdl(00) 　sid(01)

1 　net(00) 　svc(32)

2 　data0 　data1

3 　data2 　data3

4 　data4 　data5

5 　data6 　data7

6 　data8 　00⑭

⑫

⑩

⑧
⑥

④

②

⑬
⑪

⑨

⑦
⑤

③

①

（注１）上図( )内の数値は設定データ例を

　　　　示します。

（注２）上図網掛け部は設定データが固定

　　　　値となります。



４　利用の手引き ４　利用の手引き

ＪＳＮＤ

　［機能］　パラメータにより指定された送信エリアから、指定バイト数分をＪ．ＳＴＡＴＩＯＮに接続され

　　　　　　た外部機器に対し、データ送信します。

　［キー入力手順］　FUNC　Ｊ　Ｓ　Ｎ　Ｄ　シフト　＃　転送アドレス　転送バイト数

　［ステータス情報］　送受信状態やエラー情報は、Ｓレジスタ、ＮＥＴステータステーブル、Ｓテーブルに

　　　　　　　　　　　格納します。

　［プログラム例］　　ＮＥＴステータステーブルがＱ０００～Ｑ０７Ｆ

　　　　　　　　　　　ＬＧＢ設定あり

　　　　　　　　　　　接続した外部機器に対して、ＦＷ０００から１２８バイトのデータを送信する場合の

　　　　　　　　　　　例を示します。（第２パラメータの指定バイト数はmdlなどが付加されるため、必ず

　　　　　　　　　　　送信バイト数＋４バイトとしてください。）

の場合に、Ｊ．ＳＴＡＴＩＯＮに

＃Ｌ

ＪＳＮＤ

ＦＷ０００：Ｈ８４

SA01 Q001 Q061

ＳＡ０１：ＮＥＴ１  ＥＲＲ
Ｑ００１：ＳＩＤ＝１送信可
Ｑ０６１：ＳＩＤ＝１のエラー

２１５ ２８ ２７ ２０

第
一
パ
ラ
メ
ー
タ
指
定
の
先
頭
ア
ド
レ
ス

第二パラメータ指定のバイト数

1

2

3

4

5

6

FW000

1

2

3

4

5

6

40

41

［転送エリア設定データ］

①　ｍｄｌ：モジュール番号を設定してくだ
　　　　　　さい。
②　ｓｉｄ：ステーションＩＤを設定してく
　　　　　　ださい。
③　ｎｅｔ：ネット番号を設定してくださ
　　　　　　い。⑬

⑪

⑨

⑦
⑤

③

①

⑭

⑫

⑩

⑧
⑥

④

②
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　data124 　data125

　data127

　mdl(00) 　sid(01)

　net(00)

　data0 　data1

　data2 　data3

　data4 　data5

　data6 　data7

　data8 　data9

　00

132　data126131

129 130

（注）左図( )内の数値は設定データ例を　

　　　示します。



４　利用の手引き ４　利用の手引き

ＪＲＣＶ

　［機能］　J.STATIONが外部機器から受信したデータをパラメータで指定した受信エリアに指定したバイト

　　　　　　数分取り込みます。

　［キー入力手順］　FUNC　Ｊ　Ｒ　Ｃ　Ｖ　シフト　＃　転送アドレス　転送バイト数

　［ステータス情報］　送受信状態やエラー情報は、Ｓレジスタ、ＮＥＴステータステーブル、Ｓテーブルに

　　　　　　　　　　　格納します。

　［プログラム例］　　ＮＥＴステータステーブルがＱ０００～Ｑ０７Ｆ

　　　　　　　　　　　ＬＧＢ設定あり

　　　　　　　　　　　接続した外部機器より、受信したデータをＦＷ１００から３２バイト取込む場合の例

　　　　　　　　　　　を示します。（第２パラメータの指定バイト数はmdlなどが、付加されるため、必ず

　　　　　　　　　　　受信データ数＋４バイトとしてください。）

＃Ｌ

ＪＲＣＶ

ＦＷ１００：Ｈ２４

SA01 Q021 Q061

ＳＡ０１：ＮＥＴ１  ＥＲＲ
Ｑ０２１：ＳＩＤ＝１ﾃﾞｰﾀ受信完了
Ｑ０６１：ＳＩＤ＝１のエラー

の場合に、Ｊ．ＳＴＡＴＩＯＮに
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　data9

　data28 　data29

　data30 　data31

２１５ ２８ ２７ ２０

第
一
パ
ラ
メ
ー
タ
指
定
の
先
頭
ア
ド
レ
ス

第二パラメータ指定のバイト数
　mdl(00) 　sid(01)

1 　net(00)

2

3

4

5

6

FW100

1 　00

2 　data0 　data1

3 　data2 　data3

4 　data4 　data5

5 　data6 　data7

6 　data8

1
11

［転送エリア設定データ］

①　ｍｄｌ：モジュール番号を設定して
　　　　　　ください。
②　ｓｉｄ：ステーションＩＤを設定して
　　　　　　ください。
③　ｎｅｔ：ネット番号を設定してくださ
　　　　　　い｡⑬

⑪

⑨

⑦

⑤
③

①

⑭

⑫

⑩

⑧

⑥
④

②

33

35

34

36

（注）左図( )内の数値は設定データ例を　

　　　示します。
0



４　利用の手引き ４　利用の手引き

４. ７. ２　サブルーチン

　　　サブルーチンは、演算ファンクションと同様、以下の４種類があります。

　　　ユーザプログラムは、Ｃ言語、６８０００アセンブラ言語などにて作成します。

　　　Ｊ．ＮＥＴモジュールのハンドラ（サブルーチン）は、ユーザプログラムからアドレス指定でコールす

　　るためユーザプログラムに含めた形では作成（リンク）できません。

　　　　　　　　　　　　　　（アドレス指定コール）

ユーザ

プログラム
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　  名　　称　　　　　　　　　　機　　　　　能　　　　　　　　　　　  
　Ｊ＿ＣＭＤ　  サービス要求サブルーチン。
　　　　　　　  データ書込みサービス（READ/WRITEコマンド），　　　
　　　　　　　  RESETサービス，一斉同報サービスを発行します。　　
　Ｊ＿ＲＳＰ　  サービスサブルーチン。
　　　　　　　  READコマンド発行により受信したデータを指定エ　　　　
　　　　　　　  リアに取込みます。
　Ｊ＿ＳＮＤ　  データ送信サブルーチン。
　　　　　　　  J.STATIONのRS-232Cポートから外部機器に対し　 　　　
　　　　　　　  データを送信します。
　Ｊ＿ＲＣＶ　  データ受信サブルーチン。
　　　　　　　  J.STATIONのRS-232Cポートが外部機器から受信し　　　　
　　　　　　　  たデータを取込みます。

（ハンドラ）

Ｊ＿ＣＭＤ

Ｊ＿ＲＳＰ

Ｊ＿ＳＮＤ

Ｊ＿ＲＣＶ

リンクアドレス

／Ａ００４０Ｃ

／Ａ００４１２

／Ａ００４００

／Ａ００４０６



４　利用の手引き ４　利用の手引き

Ｊ＿ＣＭＤ

　［機能］　パラメータにより指定されたコマンドを送信します。

　［リンク手順］

　［パラメータ］

　　ｓｔｒｕｃｔ　ｐａｒａ｛

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｃｈａｒ　ｍｄｌ；　　／＊モジュール番号（０＝メイン，１＝サブ）＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｃｈａｒ　ｓｉｄ；　　／＊ステーションＩＤ（／０１～／１Ｆ）　　＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｃｈａｒ　ｎｅｔ；　　／＊ネット番号（０＝ＮＥＴ１,１＝ＮＥＴ２）＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｃｈａｒ　ｓｖｃ；　　／＊サービスコード　　　　　　　　　　　　＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｌｏｎｇ　ａｄｒ；　　／＊送信データの先頭アドレス　　　　　　　＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｓｈｏｒｔ　ｌｅｎ；　／＊送信データのバイト数（／０１～／ＦＡ）＊／

　　｝；

　　　サービスコード　／３１：リセットサービス

　　　　　　　　　　　／３２：データ書込みサービス

　　　　　　　　　　　／３３：一斉同報サービス

　　　送信データ　　　ＪＥＭ－Ｆ３００８におけるデータ部
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●　アセンブラ言語の場合、Ｄ０レジスタ（リターンコード格納）以外のレジスタの内容は

　　保証します（Ｃ言語の場合は、特にレジスタを意識する必要はありません）。

●　Ｊ＿ＣＭＤサブルーチンは、ユーザプログラムのスタックを１２８バイト使用します。

　　１２８バイト以上エリアを確保してください。

注　意

　long　(* j_cmd)();　　　　　　　　　　　　movea.l　#$a0040c,a0
　long　rtn;　　　　　　　　　　　　　　　  movea.l　#para,-(sp)
　struct   para　　*para;　　　　　　　　　　  jsr　　　 (a0)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   addq.l　   #4,sp

　　　　j_cmd=0xa0040c;
　　　　rtn=(*j_cmd)(para);　　　　　　　　　para:
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パラメータ

アセンブラ言語Ｃ言語



４　利用の手引き ４　利用の手引き

　［リターンコード］

　　　　　　＝０　　　　　　　　：　正常終了

　　　　　　＝／ＦＦＦＦＦＦＦＦ：　異常終了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　エラー情報は、Ｓテーブルのエラーコード、ＮＥＴステータスのエ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラーフラグに格納します。

　　　　　　＝／８０００００００：　入力パラメータエラー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　パラメータの、ｍｄｌ，ｓｉｄ，ｎｅｔ，ｓｖｃ，ｌｅｎが範囲外か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＳＶＰＴ（スレーブパラメータテーブル）のステーション番号が未登

　　　　　　　　　　　　　　　　　　録の場合エラーとなります。

　［ノート］

　　　　　　ｌｏｎｇ（＊ｆ）（）；倍精度整数へのポインタの関数値として返す関数ｆの宣言
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４　利用の手引き ４　利用の手引き

Ｊ＿ＲＳＰ

　［機能］　Ｊ＿ＣＭＤの各種コマンド（ＲＥＡＤ）によりステーションからレスポンスを受信している場

　　　　　　合、パラメータによって指定されたエリアに指定バイト数分受信データを取込みます。

　［リンク手順］

　long　(* j_rsp)();　　　　　　　　　　　　  movea.l　#$a00412,a0
　long　rtn;　　　　　　　　　　　　　　　  movea.l　#para,-(sp)
　struct   para　　*para;　　　　　　　　　　  jsr　　　 (a0)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   addq.l　   #4,sp

　　　　j_rsp=0xa00412;
　　　　rtn=(*j_rsp)(para);　　　　　　　　　para:
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パラメータ

　［パラメータ］

　　ｓｔｒｕｃｔ　ｐａｒａ｛

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｃｈａｒ　ｍｄｌ；　　／＊モジュール番号（０＝メイン，１＝サブ）＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｃｈａｒ　ｓｉｄ；　　／＊ステーションＩＤ（／０１～／１Ｆ）　　＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｃｈａｒ　ｎｅｔ；　　／＊ネット番号（０＝ＮＥＴ１,１＝ＮＥＴ２）＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｃｈａｒ　ｓｖｃ；　　／＊サービスコード　　　　　　　　　　　　＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｌｏｎｇ　ａｄｒ；　　／＊受信データの先頭アドレス　　　　　　　＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｓｈｏｒｔ　ｌｅｎ；　／＊受信データのバイト数（／０１～／ＦＡ）＊／

　　｝；

　　　サービスコード　／３２：データ書込みサービス
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●　アセンブラ言語の場合、Ｄ０レジスタ（リターンコード格納）以外のレジスタの内容は

　　保証します（Ｃ言語の場合は、特にレジスタを意識する必要はありません）。

●　Ｊ＿ＲＳＰサブルーチンは、ユーザプログラムのスタックを１２８バイト使用します。

　　１２８バイト以上エリアを確保してください。

注　意

Ｃ言語 アセンブラ言語



４　利用の手引き ４　利用の手引き

　［リターンコード］

　　　　　　＝０　　　　　　　　：　正常終了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　データ取込み後、まだ未取込みデータがある場合、ＮＥＴステータ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　スのレスポンス受信フラグは、ＯＮ（受信データあり）のままで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。

　　　　　　＝１　　　　　　　　：　受信バッファ内に受信データなし。

　　　　　　＝／００１Ａ００００：　受信データ取込み中、バッファ内に最終データが現れました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　パラメータの指定バイト数と実際に受信したバイト数が同じ場合、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　またはパラメータの指定バイト数より実際に受信したバイト数が少

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない場合。

　　　　　　＝／ＦＦＦＦＦＦＦＦ：　異常終了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　エラー情報は、Ｓテーブルのエラーコード、ＮＥＴステータスのエ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラーフラグに格納します。

　　　　　　＝／８０００００００：　入力パラメータエラー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　パラメータの、ｍｄｌ，ｓｉｄ，ｎｅｔ，ｓｖｃ，ｌｅｎが範囲外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　かＳＶＰＴ（スレーブパラメータテーブル）のステーション番号が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　未登録の場合エラーとなります。

　［ノート］

　　　　　　受信データ取込みにおいて、パラメータの指定バイト数より実際に受信したバイト数が少ない

　　　　　　場合、受信データエリアには、実際に受信したデータ以降に“０”が設定されます。

　　　　　　下記に受信データのバイト数を１０バイトと設定し、実際に６バイトのデータを受信したとき

　　　　　　の例を示します。
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６バイトの

受信データ

１０バイトの

受信データエリア

data 1
data 3
data 5

data 2
data 4
data 6

data 1
data 3
data 5

0
0

data 2
data 4
data 6

0
0

０が設定されます。



４　利用の手引き ４　利用の手引き

Ｊ＿ＳＮＤ

　［機能］　パラメータにより指定された送信エリアから、指定バイト数分をＪ．ＳＴＡＴＩＯＮに接続され

　　　　　　た外部機器に対し、データ送信します。

　［リンク手順］

　long　(* j_snd)();　　　　　　　　　　　　 movea.l　#$a00400,a0
　long　rtn;　　　　　　　　　　　　　　　  movea.l　#sr_para,-(sp)
　struct   sr_para　　*padr;　　　　　　　　　 jsr　　　 (a0)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   addq.l　   #4,sp

　　　　j_snd=0xa00400;
　　　　rtn=(*j_snd)(padr);　　　　　　　　　sr_para:
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パラメータ

　［パラメータ］

　　ｓｔｒｕｃｔ　ｓｒ＿ｐａｒａ｛

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｃｈａｒ　ｍｄｌ；　　／＊モジュール番号（０＝メイン，１＝サブ）＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｃｈａｒ　ｓｉｄ；　　／＊ステーションＩＤ（／０１～／１Ｆ）　　＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｃｈａｒ　ｎｅｔ；　　／＊ネット番号（０＝ＮＥＴ１,１＝ＮＥＴ２）＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｃｈａｒ　ｆｕ；　　　／＊アキ　　　　　　　　　　　　　　　　　＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｌｏｎｇ　ａｄｒ；　　／＊送信データの先頭アドレス　　　　　　　＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｓｈｏｒｔ　ｌｅｎ；　／＊送信データのバイト数（/01～/200）　　　＊／

　　｝；
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●　アセンブラ言語の場合、Ｄ０レジスタ（リターンコード格納）以外のレジスタの内容は

　　保証します（Ｃ言語の場合は、特にレジスタを意識する必要はありません）。

●　Ｊ＿ＳＮＤサブルーチンは、ユーザプログラムのスタックを１２８バイト使用します。

　　１２８バイト以上エリアを確保してください。

●　Ｊ＿ＳＮＤサブルーチンによるデータ送信は、入出力サービスに同期して行うため入出

　　力サービスリフレッシュ周期に影響を与えます。

注　意

Ｃ言語 アセンブラ言語



４　利用の手引き ４　利用の手引き

　［リターンコード］

　　　　　　＝０　　　　　　　　：　正常終了

　　　　　　＝／ＦＦＦＦＦＦＦＦ：　異常終了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　エラー情報は、Ｓテーブルのエラーコード、ＮＥＴステータスのエ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラーフラグに格納します。

　　　　　　＝／８０００００００：　入力パラメータエラー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　パラメータの、ｍｄｌ，ｓｉｄ，ｎｅｔ，ｌｅｎが範囲外かＳＶＰＴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（スレーブパラメータテーブル）のステーション番号が未登録の場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　エラーとなります。

- 39 -



４　利用の手引き ４　利用の手引き

　long　(* j_rcv)();　　　　　　　　　　　　  movea.l　#$a00406,a0
　long　rtn;　　　　　　　　　　　　　　　  movea.l　#sr_para,-(sp)
　struct   sr_para　　*padr;　　　　　　　　　 jsr　　　 (a0)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   addq.l　   #4,sp

　　　　j_rcv=0xa00406;
　　　　rtn=(*j_rcv)(padr);　　　　　　　　　sr_para:
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パラメータ

Ｊ＿ＲＣＶ

　［機能］　パラメータにより指定された受信エリアに、指定バイト数分をＪ．ＳＴＡＴＩＯＮに接続された

　　　　　　外部機器より、データを受信します。

　［リンク手順］

　［パラメータ］

　　ｓｔｒｕｃｔ　ｓｒ＿ｐａｒａ｛

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｃｈａｒ　ｍｄｌ；　　／＊モジュール番号（０＝メイン，１＝サブ）＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｃｈａｒ　ｓｉｄ；　　／＊ステーションＩＤ（／０１～／１Ｆ）　　＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｃｈａｒ　ｎｅｔ；　　／＊ネット番号（０＝ＮＥＴ１,１＝ＮＥＴ２）＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｃｈａｒ　ｆｕ；　　　／＊アキ　　　　　　　　　　　　　　　　　＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｌｏｎｇ　ａｄｒ；　　／＊受信データの先頭アドレス　　　　　　　＊／

　　　　　　ｕｎｓｉｇｎｅｄ　ｓｈｏｒｔ　ｌｅｎ；　／＊受信データのバイト数（/01～/200）　　　＊／

　　｝；

- 40 -

●　アセンブラ言語の場合、Ｄ０レジスタ（リターンコード格納）以外のレジスタの内容は

　　保証します（Ｃ言語の場合は、特にレジスタを意識する必要はありません）。

●　Ｊ＿ＲＣＶサブルーチンは、ユーザプログラムのスタックを１２８バイト使用します。

　　１２８バイト以上エリアを確保してください。

注　意

Ｃ言語 アセンブラ言語



４　利用の手引き ４　利用の手引き

　［リターンコード］

　　　　　＝０　　　　　　　　：　正常終了

　　　　　　　　　　　　　　　　　データ取込み後、まだ未取込みデータがある場合、ＮＥＴステータ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　スのデータ受信フラグは、ＯＮ（受信データあり）のままです。

　　　　　＝１　　　　　　　　：　受信バッファ内に受信データなし。

　　　　　＝／００１Ａ００００：　受信データ取込み中、バッファ内に最終データが現れました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　パラメータの指定バイト数と実際に受信したバイト数が同じ場合、　

　　　　　　　　　　　　　　　　　またはパラメータの指定バイト数より実際に受信したバイト数が少　

　　　　　　　　　　　　　　　　　ない場合。

　　　　　＝／ＦＦＦＦＦＦＦＦ：　異常終了

　　　　　　　　　　　　　　　　　エラー情報は、Ｓテーブルのエラーコード、ＮＥＴステータスのエ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ラーフラグに格納します。

　　　　　＝／８０００００００：　入力パラメータエラー

　　　　　　　　　　　　　　　　　パラメータの、ｍｄｌ，ｓｉｄ，ｎｅｔ，ｌｅｎが範囲外かＳＶＰＴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（スレーブパラメータテーブル）のステーション番号が未登録の場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　エラーとなります。

　［ノート］

　　　　　　受信データ取込みにおいて、パラメータの指定バイト数より実際に受信したバイト数が少ない

　　　　　　場合、受信データエリアには、実際に受信したデータ以降に“０”が設定されます。

　　　　　　下記に受信データのバイト数を１０バイトと設定し、実際に６バイトのデータを受信したとき

　　　　　　の例を示します。
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６バイトの

受信データ

１０バイトの

受信データエリア

data 1
data 3
data 5

data 2
data 4
data 6

data 1
data 3
data 5

0
0

data 2
data 4
data 6

0
0

０が設定されます。



４　利用の手引き ４　利用の手引き

 ４. ８　通信時間

　Ｊ．ＮＥＴモジュールの通信時間は、構成により以下のようになります。

　●　Ｊ．ＳＴＡＴＩＯＮと接続した場合（Ｉ／Ｏ通信のみ，データ送信なしのとき）

Ｊ．ＮＥＴ
モジュール

J.STATION J.STATION J.STATION J.STATION

Ｎ点のＩ／Ｏユニットの場合　1.85＋0.0031N［ｍｓ］　（１Ｍｂｐｓ）

　　　　　　　　　　　　　　2.35＋0.0054N［ｍｓ］　（５００ｋｂｐｓ）

　　　　　　　　　　　　　　3.45＋0.0092N［ｍｓ］　（２５０ｋｂｐｓ）

　　　　　　　　　　　　　　4.85＋0.0176N［ｍｓ］　（１２５ｋｂｐｓ）
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　　　Ｊ．ＳＴＡＴＩＯＮは、Ｉ／Ｏユニットに実装し、リモートＩ／Ｏユニットを構成します。

　　　ＰＩ／Ｏへのデータ入出力（入出力サービス）は、Ｊ．ＮＥＴモジュールが、設定されたリフレッシュ

　　サイクルにて、自動的に行います。

　　　Ｊ．ＳＴＡＴＩＯＮとの１回あたりのＩ／Ｏ通信（入出力サービス）時間は、ＰＩ／Ｏの点数に依存し

　　ます。

　　　全Ｊ．ＳＴＡＴＩＯＮのＩ／Ｏ通信時間の合計より、大きな値をリフレッシュサイクルとして設定して

　　ください。



４　利用の手引き ４　利用の手引き

　●　Ｊ．ＳＴＡＴＩＯＮと接続した場合（データ送信ありのとき）

Ｊ．ＮＥＴ
モジュール

J.STATION J.STATION J.STATION J.STATION

外部機器 外部機器 外部機器 外部機器
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　　　Ｊ．ＳＴＡＴＩＯＮは、ＲＳ－２３２Ｃインタフェースを持っており、外部機器（パソコンなど）

　　が接続できます。

　　　外部機器との１回あたりの通信時間は、下式で求められます。

　　　　　　通信時間　＝　Ａ＋Ｂ＋Ｃ

　　　　　　　　　　　　　Ａ：Ｊ．ＮＥＴの通信（入出力サービス＋メッセージ）時間

　　　　　　　　　　　　　Ｂ：ＲＳ－２３２Ｃ通信時間

　　　　　　　　　　　　　Ｃ：外部機器の処理時間

　　　Ｊ．ＮＥＴの１回あたりの通信（入出力サービス＋メッセージ）時間は、１回あたりの送受信バイ

　　ト数に依存し、前ページのＩ／Ｏ通信（入出力サービス）時間に下記時間を加算します。

　　　また、Ｊ．ＳＴＡＴＩＯＮはバッファを持っているため、外部機器が遅くても、Ｊ．ＮＥＴの通信時間

　　に影響を与えません。

　　　Ｎバイト送信の場合　0.014N［ｍｓ］　（１Ｍｂｐｓ）

　　　Ｎバイト受信の場合　0.025N［ｍｓ］

　　　Ｎバイト送信の場合　0.022N［ｍｓ］　（０．５Ｍｂｐｓ）

　　　Ｎバイト受信の場合　0.033N［ｍｓ］

　　　Ｎバイト送信の場合　0.038N［ｍｓ］　（０．２５Ｍｂｐｓ）

　　　Ｎバイト受信の場合　0.049N［ｍｓ］

　　　Ｎバイト送信の場合　0.067N［ｍｓ］　（０．１２５Ｍｂｐｓ）

　　　Ｎバイト受信の場合　0.078N［ｍｓ］



５　オペレーション ５　オペレーション

５　オペレーション



５　オペレーション ５　オペレーション
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 ５. １　システムを立上げるにあたり

　Ｊ．ＮＥＴ　ＳＵＰＰＯＲＴシステムは、Ｊ．ＮＥＴモジュールとステーションの通信情報を設定するマン

マシンツールです。

５. １. １　システム構成

　　　Ｊ．ＮＥＴモジュールを１枚使用する場合は、必ずメインに設定してください。

　　　Ｊ．ＮＥＴモジュールを２枚使用する場合は、必ずメインとサブに区別してください。

No.
0
1

モジュール
メイン
サブ

LWE580

TXRX ER

NET1
NET2

MODU.
NO.
BIT

RATE

→

→

J.NETﾓｼﾞｭｰﾙ（ﾒｲﾝ）
J.NETﾓｼﾞｭｰﾙ（ｻﾌﾞ）

2αｼﾘｰｽﾞCPUﾕﾆｯﾄ

NET No.1

J.STATIONﾓｼﾞｭｰﾙ

8スロット
I/Oユニット

NET No.2

ｸﾞﾗﾌｨｯｸ表示器ｸﾞﾗﾌｨｯｸ表示器



５　オペレーション ５　オペレーション
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 ５. ２　システム立上げ

〔１〕

〔２〕

〔３〕

〔４〕

５. ２. １　Ｊ．ＮＥＴ　ＳＵＰＰＯＲＴシステム立上げ手順

ＣＰＵの電源を切り、Ｊ．ＮＥＴモジュールを実装
します。

（ａ）Ｊ．ＮＥＴモジュールのＭＯＤＵ　Ｎｏ．　　
　　スイッチによりメイン／サブを設定します
　　（０：メイン，１：サブ）。
（ｂ）Ｊ．ＮＥＴモジュールのＢＩＴ　ＲＡＴＥ　　
　　スイッチにより、通信の伝送速度を設定します
　　（０：１Ｍｂｐｓ，１：0.5Ｍｂｐｓ，
　　　２：0.25Ｍｂｐｓ，３：0.125Ｍｂｐｓ）。
ＣＰＵとＰＳＥのインタフェースケーブルを接続し、
「Ｊ．ＮＥＴ　ＳＵＰＰＯＲＴ　ＳＹＳＴＥＭ」
フロッピーディスクによりＰＳＥを立上げます
（５．２．２項参照）。

Ｊ．ＮＥＴモジュールの編集を行います。

モ ジ ュ ー ル 実 装

ロータリースイッチ設定

（Ｊ.ＮＥＴ  ＳＵＰＰＯＲＴ）
　ＰＳＥシステム立上げ

Ｊ ． Ｎ Ｅ Ｔ の 編 集

〔３〕

〔４〕

〔１〕

〔２〕

　　　初期画面

J.NET  SUPPORT　　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=04  KBD=NORM
　　***　　J.NET  SUPPORT  SYSTEM    (  Ver 1 . 0   Rev 0 . 0   )　　　***
　　　　KEYIN  MENU  NO.  =　■

MENU

１：J . NET  MAIN  EDITION
２：J . NET  SUB     EDITION
３：J . NET  F/D
４：J . NET  UFET
５：REFRESH  CYCLE  MONITOR
６：J . NET  MAIN  ERROR  INFORMATION
７：J . NET  SUB     ERROR  INFORMATION



５　オペレーション ５　オペレーション

５. ２. ２　ＰＳＥシステム立上げ手順

〔１〕 ＰＳＥの電源がＯＦＦの状態でＣＰＵと正しくインタ

フェースケーブルを接続します。このとき、ＣＰＵの

コンソールスイッチはストップ（ＳＴＯＰ）とし、

メモリプロテストスイッチはプロテクトＯＦＦ

（ＰＲＯＴ．ＯＦＦ）に設定します。

〔２〕 ＰＳＥの電源をＯＮにしてください。

〔３〕 システムフロッピーディスク「Ｊ．ＮＥＴ　

ＳＵＰＰＯＲＴ　ＳＹＳＴＥＭ」をＰＳＥに設定して

ください。

〔４〕ＰＳＥの画面上に、図のメッセージを表示します。　　

　　　任意のキーを入力してください。
ＳＴＲＩＫＥ　ＡＮＹ　ＫＥＹ　■

ＳＹＳＴＥＭ　ＬＯＡＤＩＮＧ　■

ERROR　MESSAGE　KEY　IN　■

Ｊ．ＮＥＴ　ＳＵＰＰＯＲＴ

ＣＰＵインタフェース
ケーブルの接続

ポータブルＰＳＥα

ＣＰＵ

電源スイッチ

ＯＮ
ＯＦＦ
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〔５〕ＰＳＥは、「ＳＹＳＴＥＭ　ＬＯＡＤＩＮＧ」と表示　

　　　し、フロッピーディスクからシステムプログラムを　　

　　　ローディングします。

〔６〕エラーメッセージが「日本文」か「英文」かを設定して

　　　ください。

〔７〕Ｊ．ＮＥＴ　ＳＵＰＰＯＲＴシステムのメニュー画面を

　　　表示します。



５　オペレーション ５　オペレーション

５. ２. ３　ＰＳＥシステム基本オペレーション

　　●　オペレーションは、画面に表示されたカーソルにそって入力することにより、簡単に操作できます。

　　●　選択する基本的なオペレーションには、次の３種類があります。

　　　　・選択項目のナンバを入力する。

　　　　・設定キーまたは修正キーを選択して押す。

　　　　・数値データを入力する。

　　●　設定キーまたは修正キーを押す場合の操作

　　　　画面に〔ＳＥＴ／ＲＴＹ／ＣＬＳ〕のように選択キーが表示される場合、それらのキーの意味は、次

　　　のようになっています。

表示画面名称 対応するキー 意　　味

ＳＥＴ 設　定　キー ＯＫ

ＣＬＳ 終　了　キー １つまたはそれ以上前の画面に戻す

ＲＴＹ 再設定　キー データの再設定をする

ＣＮＴ 続　行　キー 処理を繰返し行う

ＤＥＬ 削　除　キー ファイルなどの削除を行う

ＣＬＳ：ＣＬＯＳＥ

ＲＴＹ：ＲＥＴＲＹ

ＣＮＴ：ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＤＥＬ：ＤＥＬＥＴＥ
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５　オペレーション ５　オペレーション

５. ２. ４　ＰＳＥ機能体系（１／３）

ﾒｲﾝﾓｼﾞｭｰﾙ編集
（ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙ編集）

システム情報編集

ＮＥＴ１情報編集

NET1ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙ設定

NET2ｽﾃｰﾀｽﾃｰﾌﾞﾙ設定

ステーションＩＤ

ステーション番号

ステーションタイプ

ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙ監視時間

入出力エリア設定

転送エリア設定

スロット情報設定

ＬＧＢ設定
（詳細は、ＰＳＥ機
能体系（３／３）参
照｡）

スロット番号

Ｉ／Ｏタイプ

転送ワード数設定

転送アドレス設定

NET1ｽﾃｰﾀｽﾃｰﾌﾞﾙ設定

NET2ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙ設定

ＰＳＥ機能体系

（ＮＥＴ２情報編集）

入出力ワード設定

入出力アドレス設定

転送ワード設定

転送アドレス設定

５. ３節

５. ４節 ５. ４. １項

５. ４. ２項

５. ４. ３項

５. ４. ４項

５. ４. ５項

ページ

53

53

53

53

55

55

55

55

57

57

59

59

61

61

61

61
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５　オペレーション ５　オペレーション

　　　ＰＳＥ機能体系（２／３）

ﾕｰｻﾞ演算ﾌｧﾝｸｼｮﾝ登録

I/O ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙ ﾓﾆﾀﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙ ﾓﾆﾀ

ｼｰｹﾝｽｻｲｸﾙ ﾓﾆﾀ

CPU負荷率ﾓﾆﾀ

エラー情報表示 J.NETﾓｼﾞｭｰﾙｴﾗｰ情報

J.NETｽﾃｰｼｮﾝｴﾗｰ情報

Ｆ／Ｄ機能 ディレクトリ表示

ﾒｲﾝﾓｼﾞｭｰﾙ情報ｾｰﾌﾞ

ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙ情報ｾｰﾌﾞ

ファイルコンペア

ファイル消去

Ｆ／Ｄロード

５. ５節

５. ６節

５. ７節

５．８節

５. ５. １項

５. ５. ２項

５. ５. ２項

５. ５. ３項

５. ５. ４項

５. ５. ５項

ページ

72

73

73
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74

75

77

78

80

80

80

81

81
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　　　ＰＳＥ機能体系（３／３）

ＬＧＢ設定 プロトコルタイプ

伝送フレーム

伝送速度

データ変換モード

ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ検出時間

スタートコード(SCD)

エンドコード(ECD)

ﾌﾞﾛｯｸﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀ(BCC)

送信遅延時間

送信中断／再開ｺｰﾄﾞ

送信中断監視時間

出力信号ｺﾝﾄﾛｰﾙ

入力信号チェック

受信タスク番号

受信タスク起動要因

ページ

64

64

65

65

65

65

66

66

66

67

67

67

67

67

67
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５　オペレーション ５　オペレーション

　・NET1（NET2）リフレッシュサイクル設定

　　入出力サービスの、リフレッシュサイクルの設定を行います（０設定時は、シーケンスサイクルと同期し

　て入出力サービスのリフレッシュを行います）。

　・NET1（NET2）ステータステーブル設定

　　NETステータステーブルの設定を行います（＋０設定時は、登録を削除します）。

設定範囲　　３～３０００　　　単位[ms]

　　　　　　　　　Ｘ０００～ＸＦＦＦ
　　　　　　　　　Ｙ０００～ＹＦＦＦ
　　　　　　　　　Ｊ０００～ＪＦＦＦ
　　　　　　　　　Ｑ０００～ＱＦＦＦ
　　　　　　　　　Ｇ０００～ＧＦＦＦ
　　　　　　　　　Ｒ０００～ＲＦＦＦ
　　　　　　　　　Ｅ４００～ＥＦＦＦ
　　　　　　　　　Ｍ０００～ＭＦＦＦ

 ５. ３　システム情報編集

メイン（サブ）モジュール編集を選択したときに、Ｊ．ＮＥＴモジュールのパラメータ

（編集情報）データを読出して画面表示するまでに約３５秒の時間がかかります。

また、メインメニューに戻るとき編集データの書込みおよびメニュー表示まで約３０秒の

時間がかかります。

注　意
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 設定範囲



５　オペレーション ５　オペレーション

　・オペレーション

［２］パラメータ編集画
　　　面より、 １  ～  ４
　　　を選択します。

［３］入出力サービスリフ
　　　レッシュ周期時間を
　　　10進数で入力しま
　　　す。０設定時は、
　　　シーケンスサイクル
　　　と同期して、入出力
　　　サービスリフレッ
　　　シュを行います。こ
　　　の例では、100ms周
　　　期を設定します。
（例）０  １  ０  ０  を入力
　　　します。

［４］ステータステーブル
　　　アドレスを入力しま
　　　す。
　　　この例では、R000
　　　を設定します。
（例）Ｒ  ０  ０  ０  を入力
　　　します。

［２］　システム情報編集画面

１  ，２ ３  ，４

［３］　リフレッシュ周期時間設定画面

［４］　ステータステーブルアドレス設定画面

SYSTEM  EDITION　　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=04  KBD=NORM

　　　　　　KEYIN  MENU  NO.  =　〔CLS〕

MAIN  J.NET  SYSTEM  EDITION

１：NET1  REFLESH  CYCLE  - - -  0100［mSEC］
２：NET2  REFLESH  CYCLE  - - -  SYNCHRONOUS
３：NET1  STATUS  TABLE  ADDRESS  - - - -  NOT  USE
４：NET2  STATUS  TABLE  ADDRESS  - - - -  NOT  USE

SELECTION  DATA

0:SYNCHRONOUS
0001　< - >　3000

SYSTEM  EDITION　　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=04  KBD=NORM

　　　　　　KEYIN  REFLESH  CYCLE  =　■　［1-3000　CLS］

MAIN  J.NET  SYSTEM  EDITION

１：NET1  REFLESH  CYCLE  - - -  0100［mSEC］
２：NET2  REFLESH  CYCLE  - - -  SYNCHRONOUS
３：NET1  STATUS  TABLE  ADDRESS  - - - -  NOT  USE
４：NET2  STATUS  TABLE  ADDRESS  - - - -  NOT  USE

SELECTION  DATA

+0         : NOT   USE
ADDR. :  USE

SYSTEM  EDITION　　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=04  KBD=NORM

　　　　　　KEYIN  STATUS  TABLE  ADDRESS  =　■

MAIN  J.NET  SYSTEM  EDITION

１：NET1  REFLESH  CYCLE  - - -  0100［mSEC］
２：NET2  REFLESH  CYCLE  - - -  SYNCHRONOUS
３：NET1  STATUS  TABLE  ADDRESS  - - - -  NOT  USE
４：NET2  STATUS  TABLE  ADDRESS  - - - -  NOT  USE

リフレッシュ
サイクルの設定

ステータステーブル
アドレス設定

J.NET  MAIN　　　　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=01  KBD=NORM

　　　　　　KEYIN  MENU  NO.  =　〔CLS〕

MAIN  MODULE  MENU

１：J.NET  SYSTEM  EDITION 
２：NET1  EDITION
３：NET2  EDITION

［１］　メイン（サブ）モジュール編集画面

［１］メインモジュール
　　　編集画面より、 １
　　　を選択します。
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５　オペレーション ５　オペレーション

５. ４. １　ステーションＩＤ
　　　ステーション情報の一貫No.（ID）を選択します。

設定範囲　　／０１～／１Ｆ

　　　・ステーション番号
　　　　子局に、割当てるステーション番号の設定を行います（／００設定時は、登録を削除します）。

設定範囲　　／００～／７Ｆ

　　　・ステーションタイプ
　　　　子局のステーションタイプの設定を行います（子局の仕様に合わせて下記ステーションタイプから選
　　　　択してください）。

　　　　・リフレッシュサイクル監視時間
　　　　　子局のリフレッシュサイクル監視時間の設定を行います。設定値は、NET1（NET2）リフレッシュ
　　　　　サイクル設定値の５倍以上としてください（０設定時は、リフレッシュサイクル監視なし設定とな
　　　　　ります）。

設定範囲　　０～６５５３５　　　　（１単位＝10ms）

 ５. ４　ＮＥＴ１（ＮＥＴ２）情報編集
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設定値　  ｽﾃｰｼｮﾝﾀｲﾌﾟ　　　　　　　　　仕　　　様　　　　　　　　　　　　   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
　１　　AUTO　　　  　Ｉ／Ｏならびに指定なしのＩ／Ｏ転送およ　
　　　　　　　　　　　 び、ポーリングによるＰＵＴ／ＧＥＴあり
　２　　I/O　　　　   　 Ｉ／Ｏならびに指定ありのＩ／Ｏ転送　　　　　

　３　　I/O+DR/DW　　Ｉ／Ｏならびに指定ありのＩ／Ｏ転送およ　
　　　　　　　　　　　 び、ポーリングによるＰＵＴ／ＧＥＴあり
　４　　DR/DW　　　　ポーリングによるＰＵＴ／ＧＥＴのみ

　５　　J.STATION     　日立プライベート仕様
　　　　(STANDARD)　（転送語数、転送アドレスのみ設定）
　　　　J.STATION     　日立プライベート仕様
　　　　(EXTENDED) 　（スロット情報の設定およびＬＧＢ設定）　　　

◯ ― ― ―

◯

◯

◯ ◯

◯

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

必要オペレーション

   

入出力エリア設定 転送エリア設定 スロット情報設定 ＬＧＢ設定

◯：設定必要　　―：設定不要

―

２αCPU（LWP000）を使用し、表示器などのステーション側からPUT/GETコマンドに　
よってデータの読み書きをする際は、下記エリアへデータの読出し・書込みを行わないで
ください。下記エリアはサポートされていません。誤って設定した場合にはCPUがエラー
となる可能性があります。

　　注　意

設定禁止エリア

DW000 ～  DWFFF
TS000 ～  TS1FF
US000 ～  US0FF
CS000  ～ CS0FF



５　オペレーション ５　オペレーション
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 ・オペレーション

［１］　ステーションＩＤ設定画面

［１］編集するステーショ
　　　ンＩＤを１６進で入
　　　力します。
　　　この例では、ステー
　　　ションID=/01の編集
　　　を行います。
（例） ０  １  を入力しま
　　　す。

［２］ステーション番号を
　　　１６進で入力しま
　　　す。
　　　この例では、ステー
　　　ション番号=/01を選
　　　択します。
（例）０  １  を入力しま
　　　す。

［３］ステーションタイプ
　　　を選択します。
　　　この例では、
　　　J.STATIONを選択し
　　　ます。
（例）５  を入力します。

［４］J.STATIONのタイプ
　　　を選択します。
　　　この例では、
　　　STANDARDを選択し
　　　ます。
（例）１  を入力します。

［５］リフレッシュサイク
　　　ル監視時間を１０進
　　　で入力します。
　　　この例では、リフ　　
　　　レッシュサイクル監　
　　　視なしを選択します。
（例）０  を入力します。

０  １

(M/M)    NET1   EDIT　      　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　KEYIN  SID  NO.                =/■           〔01 - 1F / CNT / CLS〕

                                                               max_int
SID ST.NO ST.TYPE                        [mSEC]  IN WORDS ADDRESS OUT WORDS ADDRESS  SLOT  LGB
/01     /**     NC                                    ******        /**          *******               /**         *******     *****  *****
/02     /**     NC                                    ******        /**          *******               /**         *******     *****  *****
/03     /**     NC                                    ******        /**          *******               /**         *******     *****  *****

［２］　ステーション番号設定画面

(M/M)    NET1   EDIT　      　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　KEYIN  STATION  NO. =/■               [0 : DELETE     01 - 7F : ST . NO ]

０  １

［３］　ステーションタイプ設定画面

(M/M)    NET1   EDIT　      　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　KEYIN  STATION  NO. =/01               [0 : DELETE     01 - 7F : ST . NO ]
　KEYIN  ST.   TYPE        =   ■             [1 : AUTO  2 : I / O   3 : I/O+DR/DW  4 : DR/DW  5 : J.STATION]

５１ ～ ４

［４］　Ｊ．ＳＴＡＴＩＯＮタイプ設定画面

(M/M)    NET1   EDIT　      　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　KEYIN  STATION  NO. = /01              [0 : DELETE     01 - 7F : ST . NO ]
　KEYIN  ST.   TYPE        =   ５             [1 : AUTO  2 : I / O   3 : I/O+DR/DW  4 : DR/DW  5 : J.STATION]
　KEYIN  TYPE  NO.        =   ■             [1 : STANDARD    2 : EXTENDED ]

１

［５］　リフレッシュサイクル監視時間設定画面

(M/M)    NET1   EDIT　      　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　KEYIN  STATION  NO. = /01              [0 : DELETE     01 - 7F : ST . NO ]
　KEYIN  ST.   TYPE        =   ５             [1 : AUTO  2 : I / O   3 : I/O+DR/DW  4 : DR/DW  5 : J.STATION]
　KEYIN  TYPE  NO.        =   １             [1 : STANDARD    2 : EXTENDED ]
　KEYIN  max_int              =   ■            [0   <->   65535   [＊10mSEC]  ]



５　オペレーション ５　オペレーション

５. ４. ２　入出力エリア設定

　　　・入出力ワード設定（ワード数）
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設定範囲　　／００～／８０

　　　・入出力アドレス設定

ＦＷ０００～ＦＷＢＦＦ
ＸＷ０００～ＸＷＦＦ０
ＹＷ０００～ＹＷＦＦ０
ＪＷ０００～ＪＷＦＦ０
ＱＷ０００～ＱＷＦＦ０
ＧＷ０００～ＧＷＦＦ０
ＲＷ０００～ＲＷＦＦ０
ＥＷ４００～ＥＷＦＦ０
ＭＷ０００～ＭＷＦＦ０
/100000～/4FFFFE（拡張メモリ）

設定範囲

入出力アドレス設定では、DWエリア（DW000 ～DWFFF）を設定しないでください。　　

DWエリアは設定禁止です。誤って設定した場合には、CPUでエラーが発生する可能性があ

ります。

　　注　意

●　入力ワードおよび出力ワードが共に／００となる設定はできません。

　　また、入力ワードと出力ワードの合計が／８０を超える設定もできません。

●　入力エリアと出力エリアが、モジュール内で重複する場合、"DUPLICATE ADDRESS

　　AREA"エラーとなりますので、重複しないようにしてください。

注　意



５　オペレーション ５　オペレーション
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 ・オペレーション

［１］入力ワードを１６
　　　進で、入力しま
　　　す。
　　　この例では、入力
　　　ワード＝１ワード
　　　を設定します。
（例） ０  １  を入力しま
　　　す。

［１］　入力ワード設定画面

０  １

［２］入力アドレスを入力
　　　します。
　　　この例では、入力ア
　　　ドレス=XW000を設
　　　定します。
（例）Ｘ  Ｗ  ０  ０  ０  を
　　　入力します。

(M/M)    NET1   EDIT　      　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　KEYIN  STATION  NO. = /01              [0 : DELETE     01 - 7F : ST . NO ]
　KEYIN  ST.   TYPE        =   １             [1 : AUTO  2 : I / O   3 : I/O+DR/DW  4 : DR/DW  5 : J.STATION]

　KEYIN  max_int              =   ０            [0   <->   65535   [＊10mSEC]  ]
                                                               max_int
SID ST.NO ST.TYPE                        [mSEC]  IN WORDS ADDRESS OUT WORDS ADDRESS  SLOT  LGB
/01     /**     NC                                    ******        /**          *******               /**         *******     *****  *****
/02     /**     NC                                    ******        /**          *******               /**         *******     *****  *****
/03     /**     NC                                    ******        /**          *******               /**         *******     *****  *****

［２］　入力アドレス設定画面

　IN  WORDS = /01  ADDRESS =■                          OUT  WORDS = /      ADDRESS =

［３］出力ワードを１６進
　　　で、入力します。
　　　この例では、出力
　　　ワード＝２ワードを
　　　設定します。
（例） ０  ２  を入力しま
　　　す。

［３］　出力ワード設定画面

Ｘ  Ｗ  ０  ０  ０

　IN  WORDS = /01  ADDRESS = XW000                OUT  WORDS = / ■ ADDRESS =

０  ２

［４］出力アドレスを入力
　　　します。
　　　この例では、出力ア
　　　ドレス=YW000を設
　　　定します。
（例）Ｙ  Ｗ  ０  ０  ０  を
　　　入力します。

［４］　出力アドレス設定画面

　IN  WORDS = /01  ADDRESS =XW000                 OUT  WORDS = /02  ADDRESS =■

Ｙ  Ｗ  ０  ０  ０

(M/M)    NET1   EDIT　      　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　KEYIN  SID  NO.                     = /■              [ 01 - 1F / CNT / CLS]

                                                          max_int
SID ST.NO ST.TYPE                        [mSEC]  IN WORDS ADDRESS OUT WORDS ADDRESS  SLOT  LGB
/01     /01     AUTO                                         0       /01          XW000                 /02         YW000     VALID ****
/02     /**     NC                                    ******        /**          *******               /**         *******     *****  *****
/03     /**     NC                                    ******        /**          *******               /**         *******     *****  *****

［５］



５　オペレーション ５　オペレーション

５. ４. ３　転送エリア設定
　　　・転送ワード設定（ワード数）
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設定範囲　　／０１～／４０

設定範囲　　／００～／ＦＦ

　　　・転送アドレス設定

　　　　入力転送アドレスはＸＷ　　０、

　　　　出力転送アドレスはＹＷ　　０となります（　　は、設定値）。



５　オペレーション ５　オペレーション
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 ・オペレーション

［１］　転送ワード設定画面

［１］転送ワードを１６
　　　進で入力します。
　　　この例では、転送
　　　ワード＝８ワード
　　　を設定します。
（例） ０  ８  を入力しま
　　　す。

０  ８

［２］転送アドレスを入力
　　　します。
　　　この例では、転送ア
　　　ドレス=XW(YW)470
　　　を設定します。
（例）４  ７  を入力しま
　　　す。

(M/M)    NET1   EDIT　      　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　KEYIN  STATION  NO. = /01              [0 : DELETE     01 - 7F : ST . NO ]
　KEYIN  ST.   TYPE        =   ５             [1 : AUTO  2 : I / O   3 : I/O+DR/DW  4 : DR/DW  5 : J.STATION]
　KEYIN  TYPE  No.         =   １             [1 : STANDARD   2 :EXETENDED ]
　KEYIN  max_int              =   ０            [0   <->   65535   [＊10mSEC]  ]                                                          max_int

SID ST.NO ST.TYPE                        [mSEC]  IN WORDS ADDRESS OUT WORDS ADDRESS  SLOT  LGB
/01     /**     NC                                    ******        /**          *******               /**         *******     *****  *****
/02     /**     NC                                    ******        /**          *******               /**         *******     *****  *****
/03     /**     NC                                    ******        /**          *******               /**         *******     *****  *****

［２］　転送アドレス設定画面

　I/O  WORDS = /08  ADDRESS =■    [ 00 - FF ]

［３］

(M/M)    NET1   EDIT　      　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　KEYIN  SID  NO.                     = /■              [ 01 - 1F / CNT / CLS]

                                                          max_int
SID ST.NO ST.TYPE                        [mSEC]  IN WORDS ADDRESS OUT WORDS ADDRESS  SLOT  LGB
/01     /01     J.STATION(STD.)                     0       /08          XW470                 /08         YW470     VALID ****
/02     /**     NC                                    ******        /**          *******               /**         *******     *****  *****
/03     /**     NC                                    ******        /**          *******               /**         *******     *****  *****

４  ７



５　オペレーション ５　オペレーション

５. ４. ４　スロット情報設定

　　　・スロット番号

　　　　実装するＩ／Ｏスロット番号を選択します。
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設定範囲　　／０～／Ｆ

　　　・Ｉ／Ｏタイプ

　　　　各スロットに実装される、Ｉ／Ｏモジュールの設定を行います。

　　　・転送アドレス設定

　　　・転送ワード設定（ワード数）

　　　　　　　　　ＦＷ０００～ＦＷＢＦＦ
　　　　　　　　　ＸＷ０００～ＸＷＦＦ０
　　　　　　　　　ＹＷ０００～ＹＷＦＦ０
　　　　　　　　　ＪＷ０００～ＪＷＦＦ０
　　　　　　　　　ＱＷ０００～ＱＷＦＦ０
　　　　　　　　　ＧＷ０００～ＧＷＦＦ０
　　　　　　　　　ＲＷ０００～ＲＷＦＦ０
　　　　　　　　　ＥＷ４００～ＥＷＦＦ０
　　　　　　　　　ＭＷ０００～ＭＷＦＦ０
　　　　　　　　　/100000～/4FFFFE（拡張メモリ）

設定範囲

設定範囲　　／０１～／８０

 設定値　　　　  　
　０　　　スロット情報の削除　　
　１　　　ＤＩ
　２　　　ＤＯ
　５　　　ＡＩ
　６　　　ＡＯ
　７　　　Ｓ１０　ＡＩ（４ｃｈ）　　　J.STATION
　８　　　Ｓ１０　ＡＯ（４ｃｈ）　　　（EXTENDED）
　９　　　Ｓ１０　ＰＣＴ（ﾊﾟﾙｽｶｳﾝﾀ）　設定のみ有効

 内　　　　容 備　　　考



５　オペレーション ５　オペレーション
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●　Ｊ．ＮＥＴ側で設定するアナログ（Ｓ１０ ＡＩ／Ｓ１０ ＡＯ）およびパルスカウンタ

　　（Ｓ１０ ＰＣＴ）のアドレスと、ＣＰＵ側からアナログカウンタ画面で設定するアド　

　　レス（EW400～EWFF0）を重複させないでください。誤動作の原因となります。

●　転送アドレス設定で入出力エリアにDWエリア（DW000～DWFFF）を設定しないでく

　　ださい。DWエリアは入出力エリアとしてサポートされていません。誤って設定した場

　　合にはCPUでエラーが発生する可能性があります。

　　注　意

LQA000～200のMODE1

LQA500～600のMODE1

LQA000～200のMODE2

LQA500, LQA600のMODE2

ＡＩ

ＡＯ

Ｓ１０ＡＩ（４ｃｈ）

Ｓ１０ＡＯ（４ｃｈ）

LWA0＊＊

LWA1＊＊

PAFシリーズ

PANシリーズ

Ｓ１０ｍｉｎｉＳ１０／２αI/Oタイプ設定

●　入力転送語数と出力転送語数の合計が／８０を超える設定はできません。

●　入力転送エリアと出力転送エリアが、モジュール内で重複する場合、"DUPLICATE

　　ADDRESS AREA"エラーとなりますので、重複しないようにしてください。

●　Ｓ１０／２αシリーズまたはＳ１０ｍｉｎｉシリーズのアナログを使用される場合は、

　　I/Oタイプの設定を下記としてください。

注　意



５　オペレーション ５　オペレーション
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［１］設定するスロット番
　　　号を１６進で入力し
　　　ます。
　　　この例では、スロッ
　　　ト番号＝０を設定し
　 　　ます。
（例） ０  を入力します。

 ・オペレーション

［１］　スロット番号設定画面

［２］Ｉ／Ｏタイプを選択
　　　します。
　　　この例では、Ｉ／Ｏ
　　　タイプ＝ＤＩを設定
　　　します。
（例）１  を入力します。

(M/M)    SLOT   EDIT　      　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　KEYIN  SLOT  NO.        = /■              [ 0 - F / CLS ]

SLOT      I / O                         WORDS     ADDRESS 
　/0        NC                                /**          *******
　/1        NC                                /**          *******
　/2        NC                                /**          *******

０

［２］　Ｉ／Ｏタイプ設定画面

(M/M)    SLOT   EDIT　   A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　KEYIN  SLOT  NO.    = / 0              [ 0 - F / CLS ]                                0:DELETE
　KEYIN  I/O  TYPE      =■　　　　　　　　　　　　　　　　　 1:DI
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2:DO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5:AI
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6:AO

［３］転送語数を１６進で
　　　入力します｡
　　　この例では、転送語
　　　数＝/20ワードを設定
　　　します。
（例）２  ０  を入力しま
　　　す。

１

［３］　転送語数設定画面

(M/M)    SLOT   EDIT　   A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　KEYIN  SLOT  NO.    = / 0              [ 0 - F / CLS ]                                0:DELETE
　KEYIN  I/O  TYPE      = 1　　　　　　　　　　　　　　　　　  1:DI
　KEYIN  WORDS         = ■　　　 [ 01 - 80 ]　　　　　　　　　   2:DO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5:AI
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6:AO

２  ０

［４］　転送アドレス設定画面

(M/M)    SLOT   EDIT　   A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　KEYIN  SLOT  NO.    = / 0              [ 0 - F / CLS ]                                0:DELETE
　KEYIN  I/O  TYPE      = 1　　　　　　　　　　　　　　　　　  1:DI
　KEYIN  WORDS         = / 01　　   [ 01 - 80 ]　　　　　　　　　   2:DO
　KEYIN  ADRESS　　=　■　　　　　　　　　　　　　　　　 5:AI
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6:AO

［４］転送アドレスを入力
　　　します。
　　　この例では、転送ア
　　　ドレス＝ＪＷ０００
　　　を設定します。
（例）Ｊ  Ｗ  ０  ０  ０  を入
　　　力します｡

(M/M)    SLOT   EDIT　      　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　KEYIN  SLOT  NO.        = /■              [ 0 - F / CLS ]

SLOT      I / O                         WORDS     ADDRESS 
　/0        DI                                 /01          JW000
　/1        NC                                /**          *******

Ｊ  Ｗ  ０  ０  ０

［５］



５　オペレーション ５　オペレーション

５. ４. ５　ＬＧＢ設定

　(１)　プロトコルタイプ（PROTOCOL  TYPE）
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　(２)　伝送フレーム（DATA  FRAME）

　　　表の記号は下記を示します。

　　　　ＳＴ：スタートビット

　　　　ＤＴ：データビット

　　　　ＥＰ：偶数パリティビット

　　　　ＯＰ：奇数パリティビット

　　　　ＳＰ：ストップビット

　　
メニューNo.　　
　　  ０  　　　
　　  １ 　　

プロトコルタイプ内容

未使用　　　　　　　　　　　　　初期値
無手順

表示内容
NOT  USE

USE（RS-232C）

備　　考

　　

メニューNo.　　表示内容

　　  ０  　　ST+7DT+EP+2SP

　　  １  　　ST+7DT+OP+2SP

　　  ２  　　ST+7DT+EP+1SP

　　  ３  　　ST+7DT+OP+1SP

　　  ４  　　ST+7DT+2SP

　　  ５  　　ST+7DT+1SP

　　  ６  　　ST+8DT+EP+2SP

　　  ７  　　ST+8DT+OP+2SP

　　  ８  　　ST+8DT+EP+1SP

　　  ９  　　ST+8DT+OP+1SP

　　  Ａ  　　ST+8DT+2SP

　　  Ｂ  　　ST+8DT+1SP

ST 2 2 EP SP0 6 SP

ST 2 2 OP SP0 6 SP

ST 2 2 EP0 6 SP

ST 2 2 OP0 6 SP

ST 2 2 SP0 6 SP

ST 2 20 6 SP

ST EP SPSP2 20 7

ST OP SPSP2 20 7

ST EP SP2 20 7

ST OPSP2 20 7

ST SPSP2 20 7

ST SP2 20 7

初期値

伝　送　フ　レ　ー　ム 備　　考

プロトコルタイプ設定にて、NOT  USE（ﾒﾆｭｰNo.=0）選択時（2）～（15）の内容は、デ

フォルト設定となりユーザは指定できません。

注　意

ＰＳＥ選択項目

ＰＳＥ選択項目



５　オペレーション ５　オペレーション

　(３)　伝送速度（BAUD  RATE）

　(４)　データ変換モード（DATA  CHANGE  MODE）

　(５)　アイドリング検出時間（IDLE  TIME）

ＢＰＳ：ビット／秒

　(６)　スタートコード（SCD:START  CODE）

　　　　　　ＰＳＥ選択項目　　

メニューNo.　　　　　表示内容

　　  ０  　　　　　ＢＩＮＡＲＹ

　　  １  　　　　　ＡＳＣＩＩ

データ変換モード内容

ﾃｷｽﾄﾃﾞｰﾀをBINARYのまま転送         初期値

ﾃｷｽﾄﾃﾞｰﾀをASCII変換して転送

備　　考

　　　　　　ＰＳＥ選択項目　　

メニューNo.　　　　　表示内容

　　  ０  　　　　　１５０〔ＢＰＳ〕

　　  １  　　　　　３００〔ＢＰＳ〕

　　  ２  　　　　　６００〔ＢＰＳ〕

　　  ３  　　　　１２００〔ＢＰＳ〕

　　  ４  　　　　２４００〔ＢＰＳ〕

　　  ５  　　　　４８００〔ＢＰＳ〕

　　  ６  　　　　９６００〔ＢＰＳ〕

　　  ７  　　　１９２００〔ＢＰＳ〕

プロトコルタイプ内容

　　　　１５０〔ｂｐｓ〕

　　　　３００〔ｂｐｓ〕

　　　　６００〔ｂｐｓ〕

　　　１２００〔ｂｐｓ〕

　　　２４００〔ｂｐｓ〕

　　　４８００〔ｂｐｓ〕

　　　９６００〔ｂｐｓ〕

　　１９２００〔ｂｐｓ〕　　　初期値

備　　考

　　　　　　ＰＳＥ選択項目　　

　  設定値  　　　　　表示内容

　1～32767　　　00001～32767[*10mSEC]

ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ検出時間内容

10～327670[ms]　　　　　　　  初期値（1=10ms）

備　　考

CD1～4 : 00H～FFHのスタートコードを示す１６進。

メニューNo.　　  メニュー表示　 　 スタートコード表示

　　  ０  　　　NO  START  CODE　 NO  START  CODE

　　  １  　　　１  START  CODE　   CD1

　　  ２  　　　２  START  CODE　   CD1+CD2

　　  ３  　　　３  START  CODE　   CD1+CD2+CD3

　　  ４  　　　４  START  CODE　   CD1+CD2+CD3+CD4

スタートコード内容　　　備　　考

スタートコードなし　　　　初期値

１スタートコード

２スタートコード

３スタートコード

４スタートコード
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ＰＳＥ選択項目



５　オペレーション ５　オペレーション

　(８)　ブロックチェックキャラクタ（BCC:BCC  MODE）

　　　　　　ＰＳＥ選択項目　　

メニューNo.　　　　　表示内容

　　  ０  　　　ＮＯ　ＢＣＣ

　　  １  　　　ＯＤＤ　ＰＡＲＩＴＹ

　　  ２  　　　ＥＶＥＮ　ＰＡＲＩＴＹ

ＢＣＣ内容

ＢＣＣなし　　　　　　　　　　　初期値

水平奇数パリティチェック

水平偶数パリティチェック

　(９)　送信遅延時間（SEND  DELAY  TIME）

　　　　　　ＰＳＥ選択項目　　

　  設定値  　　　　　表示内容

　　  ０  　　　ＮＯ　ＤＥＬＡＹ

　1～32767　　00001～32767[*10mSEC]

送信遅延時間内容

データ送信遅延なし　　　　　　　初期値

10～327670[ms]

　(７)　エンドコード（ECD:END  CODE）

CD1～4 : 00H～FFHのエンドコードを示す１６進。

備　　考

備　　考

伝送レート　　　  送信遅延時間設定範囲

    150[BPS]　　    13～32,767　［*10mSEC］

    300[BPS]　　　７～32,767　［*10mSEC］

    600[BPS]　　　４～32,767　［*10mSEC］

  1200[BPS]　　　２～32,767　［*10mSEC］

  2400[BPS]　　　１～32,767　［*10mSEC］

  4800[BPS]　　　１～32,767　［*10mSEC］

  9600[BPS]　　　１～32,767　［*10mSEC］

19200[BPS]　　　１～32,767　［*10mSEC］

（制限事項）
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　　　　　　　　ＰＳＥ選択項目　　

　　　　　

　　  ０  　　　NO  END  CODE　　 NO  END  CODE

　　  １  　　　１  END  CODE　　   CD1

　　  ２  　　　２  END  CODE　　   CD1+CD2

　　  ３  　　　３  END  CODE　　   CD1+CD2+CD3

　　  ４  　　　４  END  CODE　　   CD1+CD2+CD3+CD4

エンドコード内容

エンドコードなし　　　　初期値

１エンドコード

２エンドコード

３エンドコード

４エンドコード

備　　考
メニューNo. メニュー表示 エンドコード表示



５　オペレーション ５　オペレーション

　(11)　送信中断監視時間（SEND  BREAK  TIMEOUT）

　(10)　送信中断／再開コード（SEND  BREAK/CONTINUE）

CD1～4 : 00H～FFHの送信中断、再開コードを示す１６進。

　(13)　入力信号チェック（INPUT  SIGNAL (CS, DR, CD)）

　(14)　受信タスク番号（RECEIVE  TASK  No.）

　(15)　受信タスク起動要因（TASK  FACT）

　　　　　　　　　

メニューNo.　　　

　　  ０  　　　NO  BREAK/CONT.　NO  BREAK/CONTINUE

　　  １  　　　1BR + 1CN　　　　　BR:CD1　　　CN:CD2

　　  ２  　　　1BR + 2CN　　　　　BR:CD1　　　CN:CD2+CD3

　　  ３  　　　2BR + 1CN　　　　　BR:CD1+CD2  CN:CD3

　　  ４  　　　2BR + 2CN　　　　　BR:CD1+CD2  CN:CD3+CD4

中断／再開コード内容　　備　　考

中断／再開コードなし　　初期値

１中断，１再開コード

１中断，２再開コード

２中断，１再開コード

２中断，２再開コード

　(12)　出力信号コントロール（OUTPUT  SIGNAL (RS, ER)）

　　　　　　　　

　  設定値  　　　　　表示内容

　　  ０  　　　　ＮＯ　ＴＩＭＥＯＵＴ

　1～32767　　　00001～32767[*10mSEC]

送信中断監視時間内容

テキスト送信中断監視なし　　　　　初期値

10～327670[ms]

備　　考

　　　　　　ＰＳＥ選択項目　　

　  設定値  　　　　　表示内容

　　  ０  　　　　　　ＯＰＥＮ

　　  １  　　　　　ＣＯＮＴＲＯＬ

出力信号コントロール内容

コントロールなし　　　　　　　　　初期値

ＲＳ，ＥＲのコントロールあり

備　　考

　　　　　　ＰＳＥ選択項目　　

　  設定値  　　　　　表示内容

　　  ０  　　　　ＮＯ　ＣＨＥＣＫ

　　  １  　　　　ＣＨＥＣＫ

入力信号チェック内容

チェックなし　　　　　　　　　　　 初期値

ＣＳ，ＤＲ，ＣＤのチェックあり

備　　考

　　　　　　ＰＳＥ選択項目　　

　  設定値  　　　　　表示内容

　　  ０  　　　　　　  ０００

　　  １  　　　　　　001～127

受信タスク番号内容

受信タスク未登録　　　　　　　　　初期値

００１～１２７（タスク番号）

備　　考

　　　　　　ＰＳＥ選択項目　　

　  設定値  　　　　　表示内容

　　  ０  　　　　　　　００

　　  １  　　　　　  ０１～１６

受信タスク起動要因内容

　未使用　　　　　　　　　　　　　 初期値

　０１～１６：（起動要因）

備　　考
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ＰＳＥ選択項目

ＰＳＥ選択項目

メニュー表示 中断／再開コード表示



５　オペレーション ５　オペレーション

　　　   ・オペレーション
　　　　   ＬＧＢ編集処理のオペレーションは、編集内容により選択型、設定型、混合型に区別されます。
　　　　   ●　選択型：データメニューの中から設定内容を選択します。
　　　　   ●　設定型：データメニューの提示された範囲内で数値を設定します。
　　　　   ●　混合型：データメニューの中から設定パターンを選択し、パターンに従い数値を設定します。

LGB  TABLE  EDIT        A  PCSno = 0000  Nno = 000
　　　　　   KEYIN  MENU  NO.   = ■     [ CLS ]

                                       MAIN  LGB  MENU

0 :  PROTOCOL  TYPE  - - - - - - - - - - - - -   NOT  USE
1 :  DATA  FRAME  - - - - - - - - - - - - - - - -  ST+8DT+OP+1SP
2 :  BAUD  RATE   - - - - - - - - - - - - - - - - -  19200  [BPS]
3 :  DATA  CHNGE  MODE  - - - - - - - - - -  BINARY
4 :  IDLE  TIME   - - - - - - - - - - - - - - - - - -  00001[*10mSEC]
5 :  START  CODE   - - - - - - - - - - - - - - - -  NO  START  CODE
6 :  END       CODE  - - - - - - - - - - - - - - - -  NO  END       CODE
7 :  BCC        CODE  - - - - - - - - - - - - - - - -  NO  BCC
8 :  SEND  DERAY  TIME  - - - - - - - - - - -  NO  DELAY
9 :  SEND  BREAK / CONTINUE  - - - - - -  NO  BREAK / CONT.
A:  SEND  BREAK  TIMEOUT   - - - - - - -  NO  TIMEOUT
B:  OUTPUT  SIGNAL ( RS , ER )   - - - - -  OPEN
C:  INPUT  SIGNAL ( CS , DR , CD )  - - -  NO  CHECK
D:  RECEIVE  TASK  NO.    - - - - - - - - - -  0
E:  TASK  FACT    - - - - - - - - - - - - - - - - -  0

ＬＧＢメニュー画面
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LGB  MENU
　　NO.

編　　集　　項　　目
　  オペレーション型
選択型　設定型　混合型

　　  ０  　　　プロトコルタイプ
　　  １  　　　伝送フレーム
　　  ２  　　　伝送速度
　　  ３  　　　データ変換モード
　　  ４  　　　アイドリング検出時間
　　  ５  　　　スタートコード
　　  ６  　　　エンドコード
　　  ７  　　　ＢＣＣ
　　  ８  　　　送信遅延時間
　　  ９  　　　送信中断／再開コード
　　  Ａ  　　　送信中断監視時間
　　  Ｂ  　　　出力信号コントロール
　　  Ｃ  　　　入力信号チェック
　　  Ｄ  　　　受信タスク番号
　　  Ｅ  　　　受信タスク起動要因

◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

ＬＧＢ編集項目の中に転送語数の設定はありません。送受信のデータ数はＪＳＮＤ，ＪＲＣＶ
（Ｊ＿ＳＮＤ，Ｊ＿ＲＣＶ）で指定したデータ数のみ送受信します。
詳細は「４. ７　ハンドラ」を参照してください。

注　意



５　オペレーション ５　オペレーション

　　　   ・選択型オペレーション

［１］ＬＧＢメニュー画面より設定

　　　する項目を選択します。

　　　０  ～  ３  ，  ７  ，  Ｂ  ，  Ｃ

　　　のいずれかを入力します。

（例） ０  を入力します。

［１］

０

［２］データメニューより設定する項

　　　目を選択します。

（例）０  を入力します。

　　　・項目を設定するとデータがた

　　　　だちに設定され、処理は

　　　　［１］に戻ります。

　　　・データ設定後［１］で  終了  

　　　　キーを押すとステーション

　　　　ＩＤの入力待ちになります。

LGB  TABLE  EDIT
　KEYIN  MENU  NO.  = ■      [ CLS ]

           LGB  MENU

［２］

LGB  TABLE  EDIT
　KEYIN  DATA  NO.  = ■      [ CLS ]

                                                      DATA  MENU
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５　オペレーション ５　オペレーション

　　　   ・設定型オペレーション

［１］ＬＧＢメニュー画面より設定す

　　　る項目を選択します。

　　　４  ，  ８  ，  Ａ  ，  Ｄ  ，  Ｅ

　　　のいずれかを入力します。

（例） ４  を入力します。

［１］

４

LGB  TABLE  EDIT
　KEYIN  MENU  NO.  = ■      [ CLS ]

           LGB  MENU

［２］

LGB  TABLE  EDIT
　KEYIN  DATA  NO.  = ■      [ CLS ]

                                                      DATA  MENU

［２］データメニューに提示された

　　　数値の範囲内で設定を行いま

　　　す。

（例）６４０ｍｓとする場合、

　　　６  ４   設定  と入力します。

　　　・  設定  キーを入力後もしくは

　　　　 最大桁数入力後、ただちに

　　　　ＬＧＢに設定され、処理は

　　　　［１］に戻ります。

　　　・データ設定後［１］で 

 　　　　終了  キーを押すとステー

　　　　ションＩＤの入力待ちにな　

　　　　ります。
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５　オペレーション ５　オペレーション

　　　   ・混合型オペレーション

［１］ＬＧＢメニュー画面より設定

　　　する項目を選択します。

　　　５  ，  ６  ，  ９  のいずれか

　　　を入力します。

（例） ５  を入力します。

［１］

５

［２］データメニューより設定する

　　　コードパターンを選択しま

　　　す。

　　　０  ～  ４  のいずれかを入力し

　　　ます。

（例）３  を入力します。

　　　・  ０  を入力するとデータが

　　　　  ただちに設定され、処理は

　　　　  ［１］に戻ります。

LGB  TABLE  EDIT
　KEYIN  MENU  NO.  = ■      [ CLS ]

           LGB  MENU

［２］

LGB  TABLE  EDIT
　KEYIN  DATA  NO.  = ■      [ CLS ]

                                                      DATA  MENU

３

［３］

LGB  TABLE  EDIT
　KEYIN  DATA  NO.  = ３     [ CLS ]
　KEYIN  CODE  DATA  =  ＊＊＋＊＊＋＊＊

［３］コードデータを00H～FFHの範

　　　囲内で１６進数で設定しま

　　　す。

（例）01H, 02H, 03Hと設定する場合

　　　０  １  ０  ２  ０  ３  と入力

　　　します。

　　　・ 選択パターン数分入力後、

　　　　 ただちにＬＧＢに設定さ

　　　　 れ、処理は［１］に戻りま

　　　　 す。

　　　・データ設定後［１］で  終了 

　　　    キーを押すとステーション

　　　   ＩＤの入力待ちになりま

　　　   す。

- 71 -



５　オペレーション ５　オペレーション

５. ５. １　ディレクトリ表示

　　　Ｆ／Ｄのディレクトリの表示および指定ファイルのヘッダ表示を行います。

［１］　ファイル名設定画面

［１］設定  キーを押す

　　　のみ、またはファ

　　　イル名入力後

　　　設定  キーを押し

　　　ます｡

　　　この例では、ディ

　　　レクトリを表示し

　　　ます。

（例） 設定  キーを押し

　　　ます。

設定

DIRECTORY       　      　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
F-NAME=■　　　　　　　　　　[ SET ]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FLOPPY

［２］設定  キーを押し

　　　た場合、Ｆ／Ｄ内

　　　のディレクトリを

　　　表示します。

　　　ファイル名を選択

　　　した場合、入力し

　　　たファイルのヘッ

　　　ダを表示します。

［２］

DIRECTORY       　      　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
END  :  KEYIN  =■　　　　　[ CLS / RTY ]

DIRECTORY  ( F= 428  KW)

       1 :   PSEHEAD   . PSE

       2 :   JNET            . JNT

       3 :   JNET1          . JNT

       4 :   JNET2          . JNT

 ５. ５　Ｆ／Ｄ機能
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５　オペレーション ５　オペレーション

５. ５. ２　メイン（サブ）モジュール情報セーブ

　　　Ｊ．ＮＥＴメイン（サブ）モジュールの、編集データのセーブを行います。

［１］　ファイル名設定画面

J. NET  F/D  SAVE      　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
  KEYIN NEXT DATA　　　　　[ CLS ]

DIRECTORY  ( F= 428  KW)

       1 :   PSEHEAD   . PSE

       2 :   JNET            . JNT

       3 :   JNET1          . JNT

       4 :   JNET2          . JNT

　　　　JNT  FILE  HEADER
FILE  NAME  :  ■
PCS  NO.        :   0000
PCS  TYPE     :   00F2
Y-M-D-H        :       -     -     -
COMMENT    :

J. NET  F/D  SAVE      　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
  HEADER  OK?■　　[ SET / CLS / RTY ]

DIRECTORY  ( F= 428  KW)

       1 :   PSEHEAD   . PSE

       2 :   JNET            . JNT

       3 :   JNET1          . JNT

       4 :   JNET2          . JNT

　　　　JNT  FILE  HEADER
FILE  NAME  :  JNET3          . JNT
PCS  NO.        :   0000
PCS  TYPE     :   00F2
Y-M-D-H        :   96- 04 - 12 - 18
COMMENT    :   NO-3
FILE  SIZE     :   0018(   K-WORD   )

ADDRESS    =  / A38008  -  / A3FFFF

［２］　ヘッダ確認画面

Ｊ  Ｎ  Ｅ  Ｔ  ３  設定
設定
９  ６  ０  ４  １  ２  １  ８
Ｎ  Ｏ  －  ３  設  定

［１］セーブするファイ

　　　ル名、ＰＣＳ　

　　　Ｎｏ．、日付、コ

　　　メントを入力しま

　　　す。

（例）

Ｊ  Ｎ  Ｅ  Ｔ  ３  設定

 設定

９  ６  ０  ４  １  ２  １ ８

Ｎ  Ｏ  －  ３   設定

［２］ヘッダ情報に間違

　　　いなければ  設定

　　　キーを押します。

　　　ヘッダの修正を行

　　　う場合 再設定  

　　　キーにて修正しま

　　　す｡

（例）設定 キーを押し　

　　　ます。

設定

J. NET  F/D  SAVE      　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
  SAVE  OK■　　　　　　[ CNT / CLS ]

DIRECTORY  ( F= 428  KW)

       1 :   PSEHEAD   . PSE

       2 :   JNET            . JNT

       3 :   JNET1          . JNT

       4 :   JNET2          . JNT

       5 :   JNET3          . JNT

　　　　JNT  FILE  HEADER
FILE  NAME  :  JNET3          . JNT
PCS  NO.        :   0000
PCS  TYPE     :   00F2
Y-M-D-H        :   96- 04 - 12 - 18
COMMENT    :   NO-3
FILE  SIZE     :   0018(   K-WORD   )

ADDRESS    =  / A38008  -  / A3FFFF

［３］
［３］終了  キーにて　

　　　F/Dメニュー選択

　　　画面に戻ります。

　　　再実行には、

　　　  続行  キーを押し

　　　てください。
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５　オペレーション ５　オペレーション

５. ５. ３　Ｆ／Ｄロード

　　　拡張子"ＪＮＴ"のファイルのローディングおよび、Ｊ．ＮＥＴのＲＯＭへの書込みを行います。

［１］　ファイル名設定画面

J. NET  F/D  LOAD      　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
F-NAME=■

DIRECTORY  ( F= 428  KW)

       1 :   PSEHEAD   . PSE

       2 :   JNET            . JNT

       3 :   JNET1          . JNT

       4 :   JNET2          . JNT

       5 :   JNET3          . JNT

［２］　ヘッダ確認画面

Ｊ  Ｎ  Ｅ  Ｔ  ３  設定

［２］ヘッダ情報に間違

　　　いなければ  設定

　　　キーを押します。

　　　ファイル名再入力

　　　には、再設定キー

　　　を押します。

（例）設定  キーを押し

　　　ます。

J. NET  F/D  LOAD      　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
  HEADER  OK?■　　[ SET / RTY / CLS ]

DIRECTORY  ( F= 428  KW)

       1 :   PSEHEAD   . PSE

       2 :   JNET            . JNT

       3 :   JNET1          . JNT

       4 :   JNET2          . JNT

       5 :   JNET3          . JNT

　　　　JNT  FILE  HEADER
FILE  NAME  :  JNET3          . JNT
PCS  NO.        :   0000
PCS  TYPE     :   00F2
Y-M-D-H        :   96- 04 - 12 - 18
COMMENT    :   NO-3
FILE  SIZE     :   0018(   K-WORD   )

ADDRESS    =  / A38008  -  / A3FFFF

設定

J. NET  F/D  LOAD      　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
  LOAD  OK■　　　　　　[ CNT / CLS ]

DIRECTORY  ( F= 428  KW)

       1 :   PSEHEAD   . PSE

       2 :   JNET            . JNT

       3 :   JNET1          . JNT

       4 :   JNET2          . JNT

       5 :   JNET3          . JNT

　　　　JNT  FILE  HEADER
FILE  NAME  :  JNET3          . JNT
PCS  NO.        :   0000
PCS  TYPE     :   00F2
Y-M-D-H        :   96- 04 - 12 - 18
COMMENT    :   NO-3
FILE  SIZE     :   0018(   K-WORD   )

ADDRESS    =  / A38008  -  / A3FFFF

［３］

［３］終了  キーにて  　

　　　F/Dメニュー選択

　　　画面に戻ります。

　　　再実行には、

　　　  続行 キーを押し

　　　てください。

［１］ファイル名また

　　　は、ディレクトリ

　　　表示No.を入力

　　　後、 設定 キーを

　　　押します。

（例）

　Ｊ  Ｎ  Ｅ  Ｔ  ３  設定
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５　オペレーション ５　オペレーション

５. ５. ４　ファイルコンペア

　　　拡張子"ＪＮＴ"のファイルと、Ｊ．ＮＥＴのＲＯＭとのコンペアを行います。

［１］　ファイル名設定画面

COMPARE                  　 A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
F-NAME=■

DIRECTORY  ( F= 428  KW)

       1 :   PSEHEAD   . PSE

       2 :   JNET            . JNT

       3 :   JNET1          . JNT

       4 :   JNET2          . JNT

       5 :   JNET3          . JNT

COMPARE                  　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
  HEADER  OK?■　　[ SET / RTY / CLS ]

DIRECTORY  ( F= 428  KW)

       1 :   PSEHEAD   . PSE

       2 :   JNET            . JNT

       3 :   JNET1          . JNT

       4 :   JNET2          . JNT

       5 :   JNET3          . JNT

　　　　JNT  FILE  HEADER
FILE  NAME  :  JNET3          . JNT
PCS  NO.        :   0000
PCS  TYPE     :   00F2
Y-M-D-H        :   96- 04 - 12 - 18
COMMENT    :   NO-3
FILE  SIZE     :   0018(   K-WORD   )

ADDRESS    =  / A38008  -  / A3FFFF

［２］　ヘッダ確認画面

Ｊ  Ｎ  Ｅ  Ｔ  ３  設定

［２］ヘッダ情報に間違

　　　いなければ 設定

　　　キーを押します。

　　　ファイル名再入力

　　　には、再設定  

　　　キーを押します。

（例）設定  キーを押し

　　　ます。

設定

COMPARE                  　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
  COMPARE  OK  ■　　　　　　[ CNT / CLS ]

DIRECTORY  ( F= 428  KW)

       1 :   PSEHEAD   . PSE

       2 :   JNET            . JNT

       3 :   JNET1          . JNT

       4 :   JNET2          . JNT

       5 :   JNET3          . JNT

　　　　JNT  FILE  HEADER
FILE  NAME  :  JNET3          . JNT
PCS  NO.        :   0000
PCS  TYPE     :   00F2
Y-M-D-H        :   96- 04 - 12 - 18
COMMENT    :   NO-3
FILE  SIZE     :   0018(   K-WORD   )

ADDRESS    =  / A38008  -  / A3FFFF

［３］

［３］終了  キーにて　

　　　F/Dメニュー選択

　　　画面に戻ります。

　　　再実行には、

　　　  続行  キーを押し

　　　てください。

［１］ファイル名また

　　　は、ディレクトリ

　　　表示No.を入力

　　　後、 設定  キーを

　　　押します。

（例）

　Ｊ  Ｎ  Ｅ  Ｔ  ３  設定
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５　オペレーション ５　オペレーション

COMPARE                  　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
STRIKE ANY KEY　　■　　[ CNT / CLS ]

COMPARE  ERROR  ON  PCS  MEMORY  ADDRESS  =  / A3804A

＊＊＊＊＊＊＊　PCS  MEMORY  DATA　＊＊＊＊＊＊＊

/ A38008        0000   0000   0000   0000   0000   0000   0000   0000
/ A38018        0000   0000   0000   0000   0000   0000   0000   0000
/ A38028        0000   0000   0000   0000   0000   0000   0000   0000
/ A38038        0000   0000   0000   0000   0000   0000   0000   0064
/ A38048        0000   0003   0000   0000   000A  0000   000A  6100
/ A38058        0000   0000   0000   0000   0000   0000   0000   0000
/ A38068        0000   0000   0000   0000   0000   0000   0000   0000
/ A38078        0000   0000   0000   0000   0000   0000   0000   0000

コンペアエラー発生時の表示画面

コンペアエラー発生時のメ

モリのデータを表示し処理

を中断します｡  

続行  キーは、コンペア処理

を再開します。  終了  キー

は、F/Dメニュー選択画面に

戻ります。

その他のキーは、画面に表

示する表示内容を切替えま

す（メモリ内容　　　F/Dの

内容）。
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５　オペレーション ５　オペレーション

５. ５. ５　ファイル消去

　　　拡張子"ＪＮＴ"のファイルの消去を行います。

［１］ファイル名また

　　　は、ディレクトリ

　　　表示No.を入力後、

　　　 設定  キーを押し

　　　ます。

（例）

　Ｊ  Ｎ  Ｅ  Ｔ  ３  設定

［１］　ファイル名設定画面

FILE ERASE               　 A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
F-NAME=■

DIRECTORY  ( F= 428  KW)

       1 :   PSEHEAD   . PSE

       2 :   JNET            . JNT

       3 :   JNET1          . JNT

       4 :   JNET2          . JNT

       5 :   JNET3          . JNT

FILE ERASE               　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
  FILE ERASE  OK?　　[ DEL / RTY / CLS ]

DIRECTORY  ( F= 428  KW)

       1 :   PSEHEAD   . PSE

       2 :   JNET            . JNT

       3 :   JNET1          . JNT

       4 :   JNET2          . JNT

       5 :   JNET3          . JNT

　　　　JNT  FILE  HEADER
FILE  NAME  :  JNET3          . JNT
PCS  NO.        :   0000
PCS  TYPE     :   00F2
Y-M-D-H        :   96- 04 - 12 - 18
COMMENT    :   NO-3
FILE  SIZE     :   0018(   K-WORD   )

ADDRESS    =  / A38008  -  / A3FFFF

［２］　ヘッダ確認画面

Ｊ  Ｎ  Ｅ  Ｔ  ３  設定

［２］ヘッダ情報に間違

　　　いなければ  削除

　　　キーを押します。

　　　ファイル名再入力

　　　には、再設定  キー

　　　を押します。

（例） 削除  キーを押し

　　　ます。

削除

［３］終了  キーにてF/D

　　　メニュー選択画面

　　　に戻ります。

　　　再実行には、  続行

　　　キーを押してくだ

　　　さい。

FILE ERASE               　A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
  ERASE  OK  　　　　　　[ CNT / CLS ]

DIRECTORY  ( F= 428  KW)

       1 :   PSEHEAD   . PSE

       2 :   JNET            . JNT

       3 :   JNET1          . JNT

       4 :   JNET2          . JNT

　　　　JNT  FILE  HEADER
FILE  NAME  :  JNET3          . JNT
PCS  NO.        :   0000
PCS  TYPE     :   00F2
Y-M-D-H        :   96- 04 - 12 - 18
COMMENT    :   NO-3
FILE  SIZE     :   0018(   K-WORD   )

ADDRESS    =  / A38008  -  / A3FFFF

［３］
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５　オペレーション ５　オペレーション

 ５. ６　ユーザ演算ファンクション登録

５. ６. １　機能概要

　　　演算ファンクションをＵＦＥＴ（ユーザ・ファンクション・エディション・テーブル）に登録、削除し

　　ます。

５. ６. ２　演算ファンクション

　　　「Ｊ．ＮＥＴ　ＳＵＰＰＯＲＴ　ＳＹＳＴＥＭ」で提供される演算ファンクションには、下記の４種類

　　があります。

　名　称　　　　　　　　　　　機　　　　　　　　能　　　　　　　　
  ＪＳＮＤ  　データ送信（無手順）
  ＪＲＣＶ  　データ受信（無手順）
  ＪＣＭＤ  　サービス要求（リセット、データ書込み、一斉同報）
  ＪＲＳＰ  　サービス確認（データ書込み［ＲＥＡＤ］）
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５　オペレーション ５　オペレーション

 ・オペレーション

［１］演算ファンクション番号設定画面

J. NET  UFET               　 A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM

　　　　　KEYIN  UFET  NO.  =  ■ 　［　00-15　］

　　　　　UFET  NO.      NAME        PRGADDR
　　　　　　　　 00　　* * * *　　/ * * * * * *
　　　　　　　　 01　　* * * *　　/ * * * * * *
　　　　　　　　 02　　* * * *　　/ * * * * * *
　　　　　　　　 03　　* * * *　　/ * * * * * *

［２］演算ファンクション選択画面

［１］登録、削除を行う

　　　ＵＦＥＴナンバを

　　　１０進数で入力しま

　　　す｡

　　　ここではNo.00の登

　　　録、削除を行いま

　　　す。

（例）  ０  ０  を入力しま

　　　  す。

［２］ユーザ演算ファンク

　　　ションの種類を選択

　　　します。

　　　登録済みのものを取

　　　消す場合は  削除

　　　キーを押します。

０  ０

J. NET  UFET               　 A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM

　　　　　KEYIN  UFET  NO.  =  00 　［　00-15　］
　　　　　KEYIN  NAME NO.  =  ■　［ A-D/DEL ］

　　　　　UFET  NO.      NAME        PRGADDR　　　　   A:   JSND(DATA  SEND)        - -  /A00418
　　　　　　　　 00　　* * * *　　/ * * * * * *　　　　　B:   JRCV(DATA  RECEIVE)  - -  /A0041E
　　　　　　　　 01　　* * * *　　/ * * * * * *　　　　　C:   JCMD(COMMAND)          - -  /A00424
　　　　　　　　 02　　* * * *　　/ * * * * * *　　　　　D:   JRSP(RESPONSE)             - -  /A0042A
　　　　　　　　 03　　* * * *　　/ * * * * * *
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５　オペレーション ５　オペレーション

 ５. ７　リフレッシュサイクルモニタ

５. ７. １　機能概要

　　　下記のモニタ処理を行います。

　　　●　メインモジュールとサブモジュールのＮＥＴ１，ＮＥＴ２のＩ／Ｏリフレッシュ時間と設定値

　　　●　ラダー処理時間の現在値、最大値、最小値とシーケンスサイクル設定値

　　　●　ＣＰＵ負荷率の現在値、最大値、最小値

［１］モニタ処理の開始

　　　を指示する場合  

　　　ダイナミック  キー

　　　を押してくださ

　　　い。

［１］

ダイナミック

J. NET  MONITOR             　 A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　　　　　MONITOR  START  KEYIN  :  ■  [DYNAMIC / CLS]

　　　　　I / O   REFRESH   TIME   MAIN   NET1   =  00012[mSEC]  (SET  DATA  =  0030[mSEC])
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 NET2   =  00000[mSEC]  (SET  DATA  =  0000[mSEC])
　　　　　　　　　　　　　　　　   SUB  NET1   =  *****[mSEC]  (SET  DATA  =  ****[mSEC])
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 NET2   =  *****[mSEC]  (SET  DATA  =  ****[mSEC])
　　　　　LADDER  PROCESS  TIME   PRESENT  =  00000[mSEC]  (SET  DATA  =  0030[mSEC])
　　　　　　　　　　　　　　　　　  MAX          =  00000[mSEC]
　　　　　　　　　　　　　　　　　  MIN            =  00000[mSEC]
　　　　　CPU  LOAD  FACTOR　　　PRESENT  =  100[ % ] 
　　　　　　　　　　　　　　　　　  MAX          =  100[ % ] 
　　　　　　　　　　　　　　　　　  MIN            =  100[ % ]

［２］モニタ処理中の画

　　　面を表示します。

　　　モニタ処理を終了

　　　する場合は

　　　スタティック  キー

　　　を押してくださ

　　　い。

［２］

J. NET  MONITOR             　 A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　　　　　MONITOR  END  KEYIN  :  　  [STATIC]
　　　　　　　　　　　　　MONITOR  COUNT    =  0001
　　　　　I / O   REFRESH   TIME   MAIN   NET1   =  00012[mSEC]  (SET  DATA  =  0030[mSEC])
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 NET2   =  00000[mSEC]  (SET  DATA  =  0000[mSEC])
　　　　　　　　　　　　　　　　   SUB  NET1   =  *****[mSEC]  (SET  DATA  =  ****[mSEC])
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 NET2   =  *****[mSEC]  (SET  DATA  =  ****[mSEC])
　　　　　LADDER  PROCESS  TIME   PRESENT  =  00000[mSEC]  (SET  DATA  =  0030[mSEC])
　　　　　　　　　　　　　　　　　  MAX          =  00000[mSEC]
　　　　　　　　　　　　　　　　　  MIN            =  00000[mSEC]
　　　　　CPU  LOAD  FACTOR　　　PRESENT  =  100[ % ] 
　　　　　　　　　　　　　　　　　  MAX          =  100[ % ] 
　　　　　　　　　　　　　　　　　  MIN            =  100[ % ]
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５　オペレーション ５　オペレーション

 ５. ８　エラー情報表示

５. ８. １　機能概要

　　　Ｊ．ＮＥＴモジュールエラー情報、Ｊ．ＮＥＴステーションエラー情報を表示します。

［１］エラー情報

　　　メニュー画面より

　　　表示するエラー情

　　　報を選択します。

［１］　エラー情報メニュー画面

MAIN INFORMATION    　   A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　　　　　KEYIN MENU NO.   = ■  [ CLS ]

　　　　　　　　　　　　　　　J.NET  ERROR  INFORMATION  MENU
　　　　　　　　　　　　1  :  J. NET  MODULE   ERROR  DATA
　　　　　　　　　　　　2  :  J. NET  STATION   ERROR  DATA

［２］エラー情報

　　　メニュー画面に戻

　　　るには、終了  

　　　キーを押してくだ

　　　さい。

　　　モジュールエラー

　　　チェックを再度行

　　　うには、  再設定

　　　キーを押してくだ

　　　さい。

［２］

MAIN INFORMATION    　   A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　　　　　END  :  KEYIN  =  ■  [ CLS / RTY ]
　　　　　***    J . NET  MODULE  OK  ***

１ ２

［４］へ

［３］エラー情報

　　　メニュー画面に戻

　　　るには、  終了  

　　　キーを押してくだ

　　　さい。

　　　モジュールエラー

　　　チェックを再度行

　　　うには、  再設定

　　　キーを押してくだ

　　　さい。

［３］　　（モジュールエラーチェック異常時）

MAIN INFORMATION    　   A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　　　　　END  :  KEYIN  =  ■  [ CLS / RTY ]
　　　　　***    J . NET  MODULE  ERROR  INFORMATION  ***
　　　　　EC  =/0010  (BUS  ERROR)
　　　　　D0  = / 00000000　　　　A0  = / 00000000　　　　　SR     = / 0000
　　　　　D1  = / 00000000　　　　A1  = / 00000000　　　　　PC     = / 00000000
　　　　　D2  = / 00000000　　　　A2  = / 00000000　　　　　SSP   = / 00000000
　　　　　D3  = / 00000000　　　　A3  = / 00000000
　　　　　D4  = / 00000000　　　　A4  = / 00000000
　　　　　D5  = / 00000000　　　　A5  = / 00000000
　　　　　D6  = / 00000000　　　　A6  = / 00000000
　　　　　D7  = / 00000000
　　　　　　　　　　　　0　　　2　　　4　　　6　　　8　　　A　　　C　　　E
　　　　　 STACK+/00  = / 0000　/ 0000　/ 0000　/ 0000　/ 0000　/ 0000　/ 0000　 / 0000
　　　　　 　　　 +/10  = / 0000　/ 0000　/ 0000　/ 0000　/ 0000　/ 0000　/ 0000　 / 0000
　　　　　 　　　 +/20  = / 0000　/ 0000　/ 0000　/ 0000　/ 0000　/ 0000　/ 0000　 / 0000
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５　オペレーション ５　オペレーション

［４］ステーションエ　
　　ラー情報のモニタ　
　　処理を開始す
　　る場合、
　　ダイナミック  
　　キーを押します。
　　エラー情報　　　　
　　メニュー画面に戻
　　るには　終了　キー
　　を押してください。

［４］　ステーションエラー情報モニタ画面

MAIN INFORMATION    　   A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　　　　　MONITOR  START  KEYIN : ■  [ DYNAMIC / CLS ]
　　　　　***  J . NET  STATION  ERROR  INFORMATION  ***
　　　　　SID     NET1  EC      SID     NET1  EC           SID     NET2  EC      SID     NET2  EC
　　　　　/ 01      /- - - -             /11       /- - - -                  / 01      /- - - -             /11       /- - - - 
　　　　　/ 02      /2060             /12       /- - - -                  / 02      /- - - -             /12       /- - - - 
　　　　　/ 03      /- - - -             /13       /- - - -                  / 03      /- - - -             /13       /- - - - 
　　　　　/ 04      /- - - -             /14       /- - - -                  / 04      /- - - -             /14       /- - - - 
　　　　　/ 05      /- - - -             /15       /- - - -                  / 05      /- - - -             /15       /- - - - 
　　　　　/ 06      /- - - -             /16       /- - - -                  / 06      /- - - -             /16       /- - - - 
　　　　　/ 07      /- - - -             /17       /- - - -                  / 07      /- - - -             /17       /- - - - 
　　　　　/ 08      /- - - -             /18       /- - - -                  / 08      /- - - -             /18       /- - - - 
　　　　　/ 09      /- - - -             /19       /- - - -                  / 09      /- - - -             /19       /- - - - 
　　　　　/ 0A      /- - - -            /1A      /- - - -                  / 0A      /- - - -            /1A      /- - - -
　　　　　/ 0B     /- - - -             /1B       /- - - -                  / 0B     /- - - -             /1B       /- - - - 
　　　　　/ 0C      /- - - -            /1C       /- - - -                  / 0C      /- - - -            /1C       /- - - -
　　　　　/ 0D      /- - - -            /1D       /- - - -                  / 0D      /- - - -            /1D       /- - - -
　　　　　/ 0E      /- - - -             /1E       /- - - -                 / 0E      /- - - -             /1E       /- - - - 
　　　　　/ 0F      /- - - -             /1F       /- - - -                  / 0F      /- - - -             /1F       /- - - - 
　　　　　/ 10      /- - - - 　　　　　　　　　　　　　/ 10      /- - - -

［５］

MAIN INFORMATION    　   A  PCSno=0000  Nno=000  MODE=STP  Rno=75  KBD=NORM
　　　　　MONITOR  END  KEYIN : 　  [ STATIC ]
　　　　　***  J . NET  STATION  ERROR  INFORMATION  ***  ( MONITOR  COUNT = 0001 )
　　　　　SID     NET1  EC      SID     NET1  EC           SID     NET2  EC      SID     NET2  EC
　　　　　/ 01      /- - - -             /11       /- - - -                  / 01      /- - - -             /11       /- - - - 
　　　　　/ 02      /2060             /12       /- - - -                  / 02      /- - - -             /12       /- - - - 
　　　　　/ 03      /- - - -             /13       /- - - -                  / 03      /- - - -             /13       /- - - - 
　　　　　/ 04      /- - - -             /14       /- - - -                  / 04      /- - - -             /14       /- - - - 
　　　　　/ 05      /- - - -             /15       /- - - -                  / 05      /- - - -             /15       /- - - - 
　　　　　/ 06      /- - - -             /16       /- - - -                  / 06      /- - - -             /16       /- - - - 
　　　　　/ 07      /- - - -             /17       /- - - -                  / 07      /- - - -             /17       /- - - - 
　　　　　/ 08      /- - - -             /18       /- - - -                  / 08      /- - - -             /18       /- - - - 
　　　　　/ 09      /- - - -             /19       /- - - -                  / 09      /- - - -             /19       /- - - - 
　　　　　/ 0A      /- - - -            /1A      /- - - -                  / 0A      /- - - -            /1A      /- - - -
　　　　　/ 0B     /- - - -             /1B       /- - - -                  / 0B     /- - - -             /1B       /- - - - 
　　　　　/ 0C      /- - - -            /1C       /- - - -                  / 0C      /- - - -            /1C       /- - - -
　　　　　/ 0D      /- - - -            /1D       /- - - -                  / 0D      /- - - -            /1D       /- - - -
　　　　　/ 0E      /- - - -             /1E       /- - - -                 / 0E      /- - - -             /1E       /- - - - 
　　　　　/ 0F      /- - - -             /1F       /- - - -                  / 0F      /- - - -             /1F       /- - - - 
　　　　　/ 10      /- - - - 　　　　　　　　　　　　　/ 10      /- - - -

ダイナミック

［５］モニタ処理中の画

　　　面を表示します。

　　　モニタ処理を終了

　　　する場合は、 

　　　 スタティック  

　　　キーを押してくだ

　　　さい。
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６　保　　守



６　保　　守６　保　　守

 ６. １　保守点検

６. １. １　定期点検

項 目 頻　　度

ユニット清掃 １回／年

点　検　内　容

　電源をすべて遮断し、J.NETモジュールのケースのすき
まから、真空掃除器でほこりをたてないように清掃してく
ださい。

　J.NETモジュールの取付けネジ、TB取付けネジ、通信ケー
ブル取付けネジの緩み、損傷の有無を点検してください。
　緩みのあるものは締付けを行ってください。損傷箇所は
交換してください。

　T/M（テスト／メンテナンスプログラム）により、動作
確認を行います。

モジュールNo.設定スイッチ，ビットレート設定スイッ
チの設定後、停復電により起動します。 ）（

機構チェック １回／年

動作チェック １回／年
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　　注　意
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６. １. ２　T/M（テスト／メンテナンスプログラム）

　　　テスト／メンテナンスプログラム（以下T/Mと略します）は、J. NETモジュールの保守点検用のプログ

　　ラムで、MODU No.　BIT RATE  スイッチの設定後停復電することにより、T/Mの起動ができます。
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６. １. ３　T/M動作時のハードウェア構成

　　　・T/M No.１～４の場合（配線不要）

電源　CPU 　　 J.  NET

不要
不要
不要
不要
不要
不要
不要
不要
要
要
要
要
要
要
要
要

内部ループバック通信（メイン）
内部ループバック通信（サブ）
J. NETﾓｼﾞｭｰﾙ内部ﾒﾓﾘの書込み/読込み/ｺﾝﾍﾟｱ（ﾒｲﾝ）
J. NETﾓｼﾞｭｰﾙ内部ﾒﾓﾘの書込み/読込み/ｺﾝﾍﾟｱ（ｻﾌﾞ）
CPU内メモリの機能チェック（メイン）
CPU内メモリの機能チェック（サブ）
割込み機能チェック（メイン）
割込み機能チェック（サブ）
No.2, 3, 4, 6の組合わせチェック（メイン）
No.2, 3, 4, 6の組合わせチェック（サブ）
外部ループバック通信（メイン）
外部ループバック通信（サブ）
NET1の外部ループバック通信（メイン）
NET1の外部ループバック通信（サブ）
NET1、2の外部ループバック通信（メイン）
NET1、2の外部ループバック通信（サブ）　　

１

２

３

４

５

６

７

８

８
９
８
９
８
９
８
９
８
９
８
９
８
９
８
９

８

９

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

No.  MODU  No. BIT  RATE T/M内容 配線
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　　　・T/M No.５，６の場合（下図のように配線します）

電源　CPU 　　 J. NET

A18

A17

A16

A15

A14

A13

A12

A11

A10

B18

B17

B16

B15

B14

B13

B12

B11

B10

A

B

A

B

SG

SHD

SG

SHD

TERM2

TERM1

N
E
T
1

N
E
T
2

　　　・T/M No.７の場合（下図のように配線します）

電源  CPU J. NET  　　　

J.STAT ION

ＢＩＴ

ＲＡＴＥ

Ｕ

Ｌ

ＳＴ.ＮＯ.

ＬＷＳ０９０

J.STATION

RS-
232C

F-
NET ERR

J.STATIONの
設定は、
BIT RATE=8
STNo.=/01
とします。

８ｽﾛｯﾄﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽ

ＮＥＴ１

　　　・T/M No.８の場合（下図のように配線します）

電源  CPU J. NET

J.STAT ION

ＢＩＴ

ＲＡＴＥ

Ｕ

Ｌ

ＳＴ.ＮＯ.

ＬＷＳ０９０

J.STATION

RS-
232C

F-
NET ERR

J.STATIONの
設定は、
BIT RATE=8
STNo.=/01
とします。

８ｽﾛｯﾄﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽ

ＮＥＴ１

J.STAT ION
８ｽﾛｯﾄﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽ

ＮＥＴ２
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 ６. ２　トラブルシューティング

６. ２. １　手　　順

トラブル発生

「６．２．２　故障かな！？と
思うまえに」の項目に従い確認
してください。

ＮＧの項目を対策してくだ
さい。

確認した結果は
ＯＫですか？

正常に復帰し
ましたか？

トラブルシューティング完了

エラーＬＥＤ、Ｓレジスタ
Ｓテーブルを調べて対策してく
ださい。

確認した結果は
ＯＫですか？

最寄りのサービスセンタへ連
絡してください。

トラブル調査書記入（*）

YES

NO

YES

NO

OK

NG

　　　（*）　「付録Ａ．９　トラブル調査書」を利用してください。
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６. ２. ２　故障かな！？と思うまえに

　　　●　通信ケーブルの終端抵抗接続を忘れていませんか？

　　　　　　・通信ケーブル回線には必ず両端に終端抵抗（120Ω）の接続が必要です（J.NET，J.STATION

　　　　　　　は、TERM端子を短絡してください。120Ωの内部抵抗が接続されます）。

Ｊ．ＮＥＴ 終端抵抗

ステーション

J.STATION

終端抵抗
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　　　●　配線は正常ですか？

　　　　　・ケーブルの断線、接続誤りがないか

　　　　　　調べてください。

　　　●　モジュールは正しく実装されていますか？

　　　　　・J.NETモジュールの実装位置、

　　　　　　取付けネジの緩みがないか

　　　　　　調べてください。

　　　●　モジュールに適合した端子台を使用していますか？

　　　　　・J.NETモジュールに適合した

　　　　　　端子台（40点）を使用して

　　　　　　ください。
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　　　●　正しく接地されていますか？

　　　　　・強電機器と同一点での

　　　　　　接地は避け、分離して

　　　　　　ください。

　　　　　・Ｄ種接地以上の接地

　　　　　　工事を行ってください。

　　　●　ＬＧとＦＧは分離されていますか？

　　　　　・電源からのノイズがＬＧを

　　　　　　介してＦＧへ入り込み、誤

　　　　　　動作の原因となるため必ず

　　　　　　分離してください。

　　　　　・ＬＧは電源供給側で接地し

　　　　　　てください。

LGはこっち!

FGはあっち!
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 ６. ３　エラーと対策

６. ３. １　ＰＳＥエラーコード表

　　　Ｊ．ＮＥＴ　ＳＵＰＰＯＲＴシステム（システムＦ／Ｄ）におけるＰＳＥエラーコード表を示します。

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ
（HEX）

０３

１５

１８

８１

ＡＡ

Ｅ９

Ｆ０

Ｆ１

Ｆ４

Ｆ５

Ｆ６

ＦＤ

ＦＥ

内容および原因 対　　策

ＰＳＥとＣＰＵ間が正しく接続されていま
せん。
オプションモジュールが実装されていませ
ん。
システム情報およびＮＥＴ１、ＮＥＴ２
情報書込み失敗
入力が範囲外か不正データ

ＰＳＥシステムタイプ不一致エラー
使用しているＰＳＥシステムとＰＣsの機種
が一致しない。
プリンタと正常に交信できない。

Ｆ／Ｄのフォーマットが異なります。

Ｆ／Ｄの空き容量が足りません。

ファイル名称がＦ／Ｄに存在しません。

ファイルのヘッダタイプが異なります。

入力したファイル名がすでにＦ／Ｄに存在
しています。
Ｆ／Ｄのプロテクトエラー

Ｆ／Ｄが挿入されていません。

ＰＳＥとＣＰＵ間を正しく接続してください。

オプションモジュールを実装してください。

再設定してください。

確認の上、再入力してください。

対象となるＰＣs用のＰＳＥシステムフロッピー
ディスクを使用してください。

ＰＳＥとプリンタのケーブルは正しく接続されて
いるか、プリンタの電源はＯＮかチェックして
ください。
Ｆ／ＤをＰＳＥ用にフォーマットしてください。

不要なファイルを削除するか、別のＦ／Ｄを
使用してください。
ファイル名称を確認の上、再入力してください。

ファイル名の拡張子（．ＪＮＴ）を確認の上、
再入力してください。
Ｆ／Ｄ内の同一ファイル名を削除してから入力
するか、違うファイル名で入力してください。
Ｆ／Ｄのプロテクトを解除してください。

Ｆ／Ｄを挿入してください。
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６. ３. ２　ＣＰＵ　ＬＥＤ表示メッセージ表

　　　ＣＰＵ　ＬＥＤ表示は、下記表に示すようにメイン、サブモジュールで区別します。

　　　・ＭＤＬは、モジュールを表します。

　　　・＠．＠は、Ｊ．ＮＥＴモジュールのバージョン、レビジョンを表します。

　　　・□□□□は、「６．３．３　ハードウェアエラー」のエラー表示データを表します。

　　　・○○○○は、「６．３．５　通信エラー」のエラーコードを表します。

　　　・△△△△は、「６．３．５　通信エラー」のエラーコードを表します。

MDL 表示内容

ＪＮＴＭ　＠．＠

ＥＸ９２　ＰＴＹ

ＪＮＭ　□□□□

ＪＮＭＮ○○○○

ＪＮＭＳ△△△△

ＪＮＴＳ　＠．＠

ＥＸ９３　ＰＴＹ

ＪＮＳ　□□□□

ＪＮＳＮ○○○○

ＪＮＳＳ△△△△

内容および説明 対　　策

Ｊ．ＮＥＴモジュール（メイン）が　
正常に立上がった。

Ｊ．ＮＥＴモジュール（メイン）の
メモリをＣＰＵが読込んだとき、
パリティエラーが発生。

Ｊ．ＮＥＴモジュール（メイン）の
ボードでエラーを検出。

Ｊ．ＮＥＴモジュール（メイン）の
ネットワークでエラーを検出。

Ｊ．ＮＥＴモジュール（メイン）の
ステーションでエラーを検出。

Ｊ．ＮＥＴモジュール（サブ）が　
正常に立上がった。

Ｊ．ＮＥＴモジュール（サブ）の
メモリをＣＰＵが読込んだとき、
パリティエラーが発生。

Ｊ．ＮＥＴモジュール（サブ）の
ボードでエラーを検出。

Ｊ．ＮＥＴモジュール（サブ）の
ネットワークでエラーを検出。

Ｊ．ＮＥＴモジュール（サブ）の
ステーションでエラーを検出。

メ

イ

ン

サ

ブ

エラーではありません。

ＣＰＵキースイッチを一度リセットし、
元に戻しても表示が消えない場合、
Ｊ．ＮＥＴモジュールを交換してくださ
い。
６．３．３項を参照してください。

６．３．５項を参照してください。

６．３．５項を参照してください。

エラーではありません。

ＣＰＵキースイッチを一度リセットし、
元に戻しても表示が消えない場合、
Ｊ．ＮＥＴモジュールを交換してくださ
い。
６．３．３項を参照してください。

６．３．５項を参照してください。

６．３．５項を参照してください。
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６. ３. ３　ハードウェアエラー

　　　Ｊ．ＮＥＴモジュールがハードウェアエラーを検出した場合は、ＣＰＵ　ＬＥＤに下記のエラーメッ

　　セージを表示します。また、エラーＬＥＤ（ＮＥＴ１， ＮＥＴ２）を点灯およびエラーフリーズ情報の

　　収集を行います。

　　　Ｊ．ＮＥＴモジュ－ルの動作は停止します。

表示
ﾒｯｾｰｼﾞ

ＢＵＳ　
ＡＤＤＲ
ＩＬＬＧ
ＺＥＲＯ
ＰＲＩＶ
ＷＤＴ
ＦＭＡＴ
ＳＩＮＴ
ＥＸＣＰ
ＰＴＹ
ＭＤＳＷ

ＢＲＳＷ

ＲＯＭ１
ＲＡＭ１
ＲＡＭ２
ＲＯＭ３
ＲＯＭＥ
ＲＯＭＷ
ＷＯＶＲ

ＰＲＭＥ

エラー内容

バスエラー
アドレスエラー
不当命令
ゼロ除算
特権違反
ＷＤＴエラー
フォーマットエラー
スプリアス割込み
未使用例外
パリティエラー
モジュールスイッチ設定ミス

ビットレートスイッチ設定ミス

ROM１サムエラー
RAM１コンペアエラー
RAM２コンペアエラー
ROM３サムエラー
ROM３消去エラー
ROM３書込みエラー
ROM書換え回数オーバー

パラメータエラー

対　　策

Ｊ．ＮＥＴモジュールが故障している可能
性があります。モジュールを交換してくだ
さい。

モジュールスイッチ設定を確認してくださ
い。

ビットレートスイッチ設定を確認してくだ
さい。

Ｊ．ＮＥＴモジュールが故障している可能
性があります。モジュールを交換して
ください。

ＲＯＭの書換え回数が５００００回を超え
ました。モジュールを交換してください。

備　　考

パラメータの設定を再度行ってください。
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６. ３. ４　ハンドラ検出のエラーコード表

　　　ハンドラが検出するエラーは、ＣＰＵ　ＬＥＤにエラー表示しません。ユーザプログラム（Ｃモード

　　プログラム、ラダープログラムなど）からハンドラを起動し、エラーを検出したとき、ＮＥＴステータス

　　のエラーフラグをＯＮにし、Ｓテーブルにエラーコードを設定します。

種類 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 内　　容 対　　策

Ｆ１０４

Ｆ１０５

Ｆ１２０

Ｆ１３０

Ｆ２０４

Ｆ２０５

Ｆ２２０

Ｆ３０４

Ｆ３０５

Ｆ３２０

Ｆ３３０

Ｆ３４０

Ｆ４０４

Ｆ４０５

Ｆ４２０

Ｆ４４０

転送データ長エラー

ステーション番号エラー

モジュールダウン

送信中の送信起動

転送データ長エラー

ステーション番号エラー

モジュールダウン

転送データ長エラー

ステーション番号エラー

モジュールダウン

送信中の送信起動

サービス未サポート

転送データ長エラー

ステーション番号エラー

モジュールダウン

サービス未サポート

ユーザプログラムを見直し、修正してください。

ＳＶＰＴの登録を確認して、再設定してください。

モジュールのエラーＬＥＤを確認してください。

ユーザプログラムを見直し、送信処理中に新たな
送信起動が行われないように修正してください。
ユーザプログラムを見直し、修正してください。

ＳＶＰＴの登録を確認して、再設定してください。

モジュールのエラーＬＥＤを確認してください。

ユーザプログラムを見直し、修正してください。

ＳＶＰＴの登録を確認して、再設定してください。

モジュールのエラーＬＥＤを確認してください。

ユーザプログラムを見直し、送信処理中に新たな
送信起動が行われないように修正してください。
ユーザプログラムを見直し、サービスコードを
修正してください。
ユーザプログラムを見直し、修正してください。

ＳＶＰＴの登録を確認して、再設定してください。

モジュールのエラーＬＥＤを確認してください。

ユーザプログラムを見直し、サービスコードを
修正してください。

デ
ー
タ
送
信

デ
ー
タ
受
信

コ
マ
ン
ド
送
信

レ
ス
ポ
ン
ス
受
信
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・ＣＰＵキースイッチをリセットし、元に戻
　してもエラーが発生する場合、再立上げを
　行ってください。
・それでもエラーが発生する場合、
　Ｊ．ＮＥＴモジュールを交換してくださ
　い。
・エラーではありません。
・入力データの取込みが完了次第正常に戻り
　ます。
・ネットワーク回線が正常か確認してくださ
　い。
・ＳＶＰＴの設定とステーションの設定が
　合っているか確認してください。
・それでもエラーが発生する場合、
　Ｊ．ＮＥＴモジュールを交換してくださ
　い。

・ステーションの電源を入れ直してくださ
　い。
・Ｊ．ＮＥＴモジュールおよびステーション
　のスイッチ設定が正常か確認してくださ
　い。
・それでもエラーが発生する場合、ステー　
　ションを交換してください。
・ネットワーク回線の接続および終端抵抗の
　接続を確認してください。
・ＳＶＰＴの設定とステーションの設定が
　合っているか確認してください。
・ＣＰＵキースイッチをリセットし、元に戻
　してもエラーが発生する場合、再立上げを
　行ってください。
・それでもエラーが発生する場合、
　Ｊ．ＮＥＴモジュールを交換してくださ
　い。
・ＣＰＵキースイッチをリセットし、元に戻
　してもエラーが発生する場合、再立上げを
　行ってください。
・それでもエラーが発生する場合、
　Ｊ．ＮＥＴモジュールを交換してくださ
　い。

エラーコード 内　　容 対　　策

定義されていないサービスを指示した。
データ長が正しくない。
パケット構成が正しくない。

ステーションで入力データの取込みが完了
していません。

ＣＲＣチェックにて異常が発生した。
局番（ステーション番号）が128～254で
ある。受信局番が正しくない。
未定義のサービスを指定した。
Ｉフレーム長が137バイト以上ＵＩフレー
ム長が134バイト以上ある。
ＩレスポンスにＩフレームがない。
監視フレームにＩフレームがある。
データリンク手順異常。
タイムアウト発生（一定時間経過してもス
レーブから応答なし）。

リトライにて回復しなかった。

回線にフレームを送出できなかった。また
は、フレーム受信で異常を検出した。

その他の異常

7110
7120
7130

7061

2010
2020

2030
2040

2041
2042
2050
2060

2061

2070

2080

６. ３. ５　通信エラー
　(１)　リターンコードのエラー

　　　　Ｊ．ＮＥＴモジュールの通信回路上でエラーを検出したとき、エラー情報をＳレジスタのＡＬＭ、

　　　ＮＥＴステータスのエラーフラグをＯＮにし、Ｓテーブルへエラーコードの書込みを行います。

　　　　また、ＣＰＵ　ＬＥＤにエラーを表示します。
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　(２)　リザルトとステータスのエラー

　　　　Ｊ．ＮＥＴモジュールに接続されるステーションでエラーを検出したとき、エラー情報をＳレジスタ

　　　のＡＬＭ、ＮＥＴステータスのエラーフラグをＯＮにし、Ｓテーブルへエラーコードの書込みを行いま

　　　す。

　　　　また、ＣＰＵ　ＬＥＤにエラーを表示します。

　

エラーコード 内　　容 対　　策

・ステーションの電源を入れ直し、ＣＰＵ

　キースイッチをリセットしてください。

・それでも発生する場合、ステーションを

　交換してください。

ステーション停止中9001

ステーション異常状態

　ステーションで何らかの異常が発生

　しています。

9002

9003 ステーション停止中かつ

ステーション異常状態

初期化指示拒絶8020 ・ＳＶＰＴの設定とステーションが合って

　いません。

　ステーションに合わせて、ＳＶＰＴを再

　設定してください。

・それでも発生する場合は、ステーション

　を交換してください。

）（

8081

8082

ＡＵＴＯモード時、登録した転送バイト数
とステーションからの応答ｉｏｓｉｚｅが
一致しない。

スロット指定時、登録した転送バイト数と
ステーションからの応答ｉｏｓｉｚｅが
一致しない。
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　(３)　ポーリングのエラー

　　　　Ｊ．ＮＥＴモジュールに接続されるステーションがポーリングできる場合、ステーションからの

　　　ＰＵＴ／ＧＥＴサービス要求でエラーを検出したとき、エラー情報をＳレジスタのＡＬＭ、ＮＥＴス

　　　テータスのエラーフラグをＯＮにし、Ｓテーブルへエラーコードの書込みを行います。

　　　　また、ＣＰＵ　ＬＥＤにエラーを表示します。

エラーコード 内　　容 対　　策

ステーション側のＰＵＴ／ＧＥＴサービス

要求を見直してください。

アドレスデータ不足

シンボル該当ない

A021

アドレスフィールドが数値A022

A020

アドレスフィールド数エラー

奇数アドレスA040
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　(４)　Ｊ．ＳＴＡＴＩＯＮの２３２Ｃエラー

　　　　Ｊ．ＮＥＴモジュールは、Ｊ．ＳＴＡＴＩＯＮのＲＳ－２３２Ｃの送受信に関するエラーを検出した

　　　とき、エラー情報をＳレジスタのＡＬＭ、ＮＥＴステータスのエラーフラグをＯＮにし、Ｓテーブルへ

　　　エラーコードの書込みを行います。

　　　　ただし、ＣＰＵ　ＬＥＤにエラーを表示しませんので、Ｊ．ＮＥＴ　ＳＵＰＰＯＲＴ　Ｆ／Ｄを使用

　　　し、エラー情報表示機能にてエラー内容の確認を行ってください（「５. ８　エラー情報表示」）。

種類 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 内　　　容

Ｂ０８１

Ｂ０８２

Ｂ０８３

Ｂ０８４

Ｂ０８５

Ｃ０８０

Ｃ０８１

Ｃ０８２

Ｃ０８３

Ｃ０８４

Ｃ０８５

Ｃ０８６

Ｃ０８７

Ｃ０８８

Ｃ０８９

送信中送信不可能。

先に送信要求のあった送信データを現在送信中（送信中断中も含む）のため、送信できませ

ん。

送信要求なし中送信不可能。

ＣＳ（送信要求）入力が送信要求なし、またはＤＲ（データセットレディ）チェック指定で

ＤＲ入力がレディでないため、送信できません。

送信中断タイムアウト。

送信中に送信中断コードにより送信中断され、送信中断監視時間内に送信再開コードにより

送信されなかった。

送信要求タイムアウト。

送信中にＣＳ（送信要求）入力が送信要求なしとなり、送信が中断され、送信中断監視時間

内に、ＣＳ入力が送信要求ありにならず送信再開されなかった。

データセットレディタイムアウト。

ＤＲ（データセットレディ）チェック指定で、送信中にＤＲ入力がノットレディとなり送信

が中断され、送信中断監視時間内にＤＲ入力がレディとならず、送信再開されなかった。

パリティエラー。受信データでパリティエラー発生。

オーバーランエラー。受信データでオーバーランエラー発生。

フレーミングエラー。受信データでフレーミングエラー発生。

受信タイムアウト。指定受信監視時間内で全データを受信できなかった。

ＡＳＣＩＩ変換エラー。ＡＳＣＩＩ変換指定時‘０’～‘９’および‘Ａ’～‘Ｆ’以外の

データを受信した。

エンドコードエラー。ＡＳＣＩＩ変換指定時、‘０’～‘９’および‘Ａ’～‘Ｆ’以外の

データまたはエンドコード以外のデータを受信した。

ＢＣＣエラー。ＢＣＣ受信時、ＢＣＣが不一致。

受信キャリア検出タイムアウト。

ＣＤ（受信キャリア検出）入力がキャリアなしとなり、受信中断となったが、受信監視時間

内に、ＣＤ入力がキャリアありとならず受信再開されなかった。

受信データオーバー。５３１バイト以上受信した。

受信バッファ満杯時、データを受信した。

デ
ー
タ
送
信

デ
ー
タ
受
信
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 付録Ａ. １　ＣＰＵのメモリマップ

OS-ROM

システム
ハードウェア

エリア

シーケンス
RAM

アキ

PI/O
ビット形

アキ

PI/O
ワード形

OS

RAM

コンピュータ
処理用

拡張メモリ

コンピュータ
処理用

拡張メモリ

/2FFFFE

/200000

/1FFFFE

/100000

/0FFFFE

/0F0000

/0E0000

/0C0000

/0A0000

/080000

/060000

/010000

/000000

拡張メモリ
（1MB）

拡張メモリ
（1MB）

アドレス MSB LSB

/07FFFE

/063000

/061000

/060BF0

/060000

アドレス MSB LSB

システム
テーブル

LPET

データレジスタ
DW000

～DWFFF
（4kワード）

T000
～T1FF

U000
～U0FF

C000
～C0FF

設

定

値

ラダー
プログラム

エリア

（28kステップ）

/063400

/063600

/063800

T000
～T1FF

U000
～U0FF

C000
～C0FF

計

数

値

/0F0000

/0F0400

/0F0600
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 付録Ａ. ２　Ｊ．ＮＥＴモジュールのメモリマップ
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メインモジュール　　サブモジュール
／Ａ０００００　　　／Ａ８００００

／Ａ４００００　　　／ＡＣ００００

／Ａ３８０００　　　／ＡＢ８０００

／Ａ４０４００　　　／ＡＣ０４００

／Ａ４０５００　　　／ＡＣ０５００

／Ａ４２０００　　　／ＡＣ２０００

／Ａ４３０００　　　／ＡＣ３０００

／Ａ４４０００　　　／ＡＣ４０００

／Ａ４Ｃ８００　　　／ＡＣＣ８００

／Ａ５５０００　　　／ＡＤ５０００

／Ａ６６０００　　　／ＡＥ６０００

／Ａ６８０００　　　／ＡＥ８０００

／Ａ７８０００　　　／ＡＦ８０００

／Ａ７ＦＦＦＦ　　　／ＡＦＦＦＦＦ

ｽﾚｰﾌﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀﾃｰﾌﾞﾙｺﾋﾟｰ
　（ＳＶＰＴＣ）

トレースエリア

アキ

データ送信／受信
　　バッファ

コマンド／レスポンス
　　　バッファ

エラー積算カウンタ

エラーフリーズテーブル

ｽﾚｰﾌﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀﾃｰﾌﾞﾙ
　（ＳＶＰＴ）

μプログラム

フ
ラ

ッ
シ

ュ
Ｒ

Ｏ
Ｍ

Ｒ
Ａ

Ｍ
（

共
有

メ
モ

リ
）
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 付録Ａ. ３　エラーフリーズ

　Ｊ．ＮＥＴモジュールがハードウェアエラーを検出した場合は、エラーＬＥＤ（ＮＥＴ１，ＮＥＴ２）を点

灯しエラーフリーズ情報の登録を行います。Ｊ．ＮＥＴモジュールの動作は停止します。
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（注）スタックフレームについては、
　　　次ページに詳細を示します。

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

ﾘｾｯﾄ解除からの時間(ms)

　Ｄ０レジスタ

　Ｄ１レジスタ

　Ｄ２レジスタ

　Ｄ３レジスタ

　Ｄ４レジスタ

　Ｄ５レジスタ

　Ｄ６レジスタ

　Ｄ７レジスタ

　Ａ０レジスタ

　Ａ１レジスタ

　Ａ２レジスタ

　Ａ３レジスタ

　Ａ４レジスタ

　Ａ５レジスタ

　Ａ６レジスタ

　Ａ７レジスタ

スタックフレーム

(4ﾜｰﾄﾞ､6ﾜｰﾄﾞ､ﾊﾞｽｴﾗｰ)

/AC0400

/AC0404

/AC0410

/AC0414

/AC0418

/AC041C

/AC0420

/AC0424

/AC0428

/AC042C

/AC0430

/AC0434

/AC0438

/AC043C

/AC0440

/AC0444

/AC0448

/AC044C

/AC0450

/AC04FC

/A40400

/A40404

/A40410

/A40414

/A40418

/A4041C

/A40420

ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙﾒｲﾝﾓｼﾞｭｰﾙ

/A40424

/A40428

/A4042C

/A40430

/A40434

/A40438

/A4043C

/A40440

/A40444

/A40448

/A4044C

/A40450

/A404FC

２
31

２
0

２
15

２
16

No.　　　　　 　　　       
 １　 0010H　バスエラー　　　　　　　　　ＢＵＳ
 ２　 0011H　アドレスエラー　　　　　　　ＡＤＤＲ
 ３　 0012H　不当命令　　　　　　　　　　ＩＬＬＧ
 ４　 0013H　ゼロ除算　　　　　　　　　　ＺＥＲＯ
 ５　 0014H　特権違反　　　　　　　　　　ＰＲＩＶ
 ６　 0015H　ＷＤＴエラー　　　　　　　　ＷＤＴ
 ７　 0016H　フォーマットエラー　　　　　ＦＭＡＴ
 ８　 0017H　スプリアス割込み　　　　　　ＳＩＮＴ
 ９　 0018H　未サポート例外　　　　　　　ＥＸＳＰ
　　　　　　 (CHK, TRAPV, L1010など)
 10　 0019H　パリティエラー　　　　　　　ＰＴＹ
 11　 001AH　停電予告　　　　　　　　　　ＧＲ
 12　 0100H　MODU.No.ｽｲｯﾁ設定誤り 　　　ＭＤＳＷ
 13　 0101H　BIT RATEｽｲｯﾁ設定誤り  　　　ＢＲＳＷ
 14　 0102H　ＲＯＭサムエラー　　　　　　ＲＯＭ１
 15　 0103H　ＲＡＭ１コンペアエラー　　　ＲＡＭ１
 16　 0105H　ＲＡＭ２コンペアエラー　　　ＲＡＭ２
 17　 0107H　ＤＭＡ転送エラー
 18　 0108H　（Ｊ．ＮＥＴモジュール内
 19　 0109H　　エラー）
 20　 010AH　
 21　 010BH　ＲＯＭサムエラー　　　　　　ＲＯＭ３
 22　 010CH　ＲＯＭ書込み失敗２
 23　 010DH　
 24　 010EH　
 25　 010FH　
 26　 0110H　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ書換え回数ｵｰﾊﾞｰ  　　　ＷＯＶＲ

コード 内　　　　　容 表　示
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　エラーフリーズ情報テーブル内スタックフレームの詳細を以下に示します。
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フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

＄
Ｃ

（
4ﾜ

ｰﾄ
ﾞお

よ
び

6ﾜ
ｰﾄ

ﾞ
　

ﾊﾞ
ｽｴ

ﾗｰ
ｽﾀ

ｯｸ
）

２
0

15
２   　

ス
テ

ー
タ

ス
レ

ジ
ス

タ
　

  

  　
リ

タ
ー

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

　
  

　
　

　
　

カ
ウ

ン
タ

　
　

　
　

  Ｃ
　

　
ベ

ク
タ

オ
フ

セ
ッ

ト

　
フ

ォ
ー

ル
ト

を
起

こ
し

た
　

　
　

　
　

ア
ド

レ
ス

　
　

　
　

  例
外

発
生

前
の

ｽﾃ
ｰﾀ

ｽﾚ
ｼﾞ

ｽﾀ
  

ﾌｫ
ｰﾙ

ﾄを
起

こ
し

た
ﾍﾞ

ｸﾀ
ｵﾌ

ｾｯ
ﾄ

   
ﾌｫ

ｰﾙ
ﾄを

起
こ

し
た

命
令

の
   

　
　

   
  ﾌ

ﾟﾛ
ｸﾞ

ﾗﾑ
ｶｳ

ﾝﾀ
  　

  　
ス

テ
ー

タ
ス

レ
ジ

ス
タ

　
  

  　
  次

命
令

プ
ロ

グ
ラ

ム
　

  

　
　

　
　

カ
ウ

ン
タ

　
　

　
　

  ２
　

　
ベ

ク
タ

オ
フ

セ
ッ

ト

　
　

 ﾌ
ｫｰ

ﾙﾄ
を

起
こ

し
た

　

　
  命

令
の

ﾌﾟ
ﾛｸ

ﾞﾗ
ﾑｶ

ｳﾝ
ﾀ 
 　

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

＄
Ｃ

（
M

O
V
EM

ｵﾍ
ﾟﾗ

ﾝﾄ
ﾞ

　
の

ﾊﾞ
ｽｴ

ﾗｰ
ｽﾀ

ｯｸ
）

２
0

15
２   　

ス
テ

ー
タ

ス
レ

ジ
ス

タ
　

  

  　
リ

タ
ー

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

　
  

　
　

　
　

カ
ウ

ン
タ

　
　

　
　

  Ｃ
　

　
ベ

ク
タ

オ
フ

セ
ッ

ト

　
フ

ォ
ー

ル
ト

を
起

こ
し

た
　

　
　

　
　

ア
ド

レ
ス

　
　

　
　

　
　

　
　

Ｄ
Ｂ

Ｕ
Ｆ

　
　

　
　

   
現

在
命

令
の

   

　
  プ

ロ
グ

ラ
ム

カ
ウ

ン
タ

  　

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

＄
Ｃ

（
ﾌﾟ

ﾘﾌ
ｪｯ

ﾁお
よ

び
ｵﾍ

ﾟﾗ
ﾝﾄ

ﾞ
　

の
ﾊﾞ

ｽｴ
ﾗｰ

ｽﾀ
ｯｸ

）

２
0

15
２   　

ス
テ

ー
タ

ス
レ

ジ
ス

タ
　

  

  　
リ

タ
ー

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

　
  

　
　

　
　

カ
ウ

ン
タ

　
　

　
　

  Ｃ
　

　
ベ

ク
タ

オ
フ

セ
ッ

ト

　
　

   
 ﾌ
ｫｰ

ﾙﾄ
を

起
こ

し
た

　

　
　

　
　

ア
ド

レ
ス

　
　

　
　

　
　

　
　

Ｄ
Ｂ

Ｕ
Ｆ

　
　

　
　

   
現

在
命

令
の

   

　
  プ

ロ
グ

ラ
ム

カ
ウ

ン
タ

  　

/A
40

45
0

/A
40

45
2

/A
40

45
4

/A
40

45
6

/A
40

45
8

/A
40

45
A

/A
40

45
C

/A
40

45
E

/A
40

46
0

/A
40

46
2

/A
40

46
4

/A
40

46
6

  　
ス

テ
ー

タ
ス

レ
ジ

ス
タ

　
  

  　
リ

タ
ー

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

　
  

　
　

　
　

カ
ウ

ン
タ

　
　

　
　

  ０
　

　
ベ

ク
タ

オ
フ

セ
ッ

ト

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

＄
０

（
4ﾜ

ｰﾄ
ﾞｽ

ﾀｯ
ｸﾌ

ﾚｰ
ﾑ）

２
0

15
２

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

＄
２

（
6ﾜ

ｰﾄ
ﾞｽ

ﾀｯ
ｸﾌ

ﾚｰ
ﾑ）

２
0

15
２

内
部

転
送

カ
ウ

ン
ト

レ
ジ

ス
タ

 0
   
0 
　

　
特

権
ｽﾃ

ｰﾀ
ｽﾜ

ｰﾄ
ﾞ

内
部

転
送

カ
ウ

ン
ト

レ
ジ

ス
タ

 1
   
0 
　

　
特

権
ｽﾃ

ｰﾀ
ｽﾜ

ｰﾄ
ﾞ

内
部

転
送

カ
ウ

ン
ト

レ
ジ

ス
タ

 1
   
0 
　

　
特

権
ｽﾃ

ｰﾀ
ｽﾜ

ｰﾄ
ﾞ
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 付録Ａ. ４　エラー積算カウンタ

　Ｊ．ＮＥＴモジュール（マスタ局）とステーション（スレーブ局）の通信エラー回数を加算します。エラー

演算カウンタは、リセット時、初期化されます。

- 104 -

/A42000

/A42020

/A42040

/A42060

/A42080

/A420A0

/A420C0

/A420E0

/A42100

/A42120

/A42140

/A42160

/A42180

/A421A0

/A421C0

/A421E0

/A42200

/A42220

/A42240

/A42260

/A42280

/A422A0

/A422C0

/A422E0

/A42300

/A42320

/A42340

/A42360

/A42380

/A423A0

/A423C0

/A423E0

［ＮＥＴ１］　［ＮＥＴ２］

ﾄﾗﾝｽﾐｯﾀｱﾝﾀﾞｰﾗﾝ

ＣＴＳ消失

フレーム長違反

非ｵｸﾃｯﾄ配列フレーム

アボートシーケンス

ＣＲＣエラー

オーバーラン

ＣＤ消失

タイムアウト

空き（１４バイト）

+00

02

04

06

08

0A

0C

0E

10

12

+1E
〜～～ ～～

/A42400

/A42420

/A42440

/A42460

/A42480

/A424A0

/A424C0

/A424E0

/A42500

/A42520

/A42540

/A42560

/A42580

/A425A0

/A425C0

/A425E0

/A42600

/A42620

/A42640

/A42660

/A42680

/A426A0

/A426C0

/A426E0

/A42700

/A42720

/A42740

/A42760

/A42780

/A427A0

/A427C0

/A427E0

　（一斉同報時）

ステーションID＝01

ステーションID＝02

ステーションID＝03

ステーションID＝04

ステーションID＝05

ステーションID＝06

ステーションID＝07

ステーションID＝08

ステーションID＝09
ステーションID＝0A

ステーションID＝0B

ステーションID＝0C

ステーションID＝0D

ステーションID＝0E

ステーションID＝0F

ステーションID＝10

ステーションID＝11

ステーションID＝12

ステーションID＝13

ステーションID＝14

ステーションID＝15

ステーションID＝16

ステーションID＝17

ステーションID＝18

ステーションID＝19

ステーションID＝1A

ステーションID＝1B

ステーションID＝1C

ステーションID＝1D

ステーションID＝1E

ステーションID＝1F

（ＴＸＵＮ）

（ＴＸＣＴ）

（ＲＸＬＧ）

（ＲＸＮＯ）

（ＲＸＡＢ）

（ＲＸＣＲ）

（ＲＸＯＶ）

（ＲＸＣＤ）

（ＲＸＴＯ）

２
７

２
０
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 付録Ａ. ５　コマンド／レスポンスバッファ

　●　コマンドバッファ

/A44110

/A44220

/A44330

/A44440

/A44550

/A44660

/A44770

/A44880

/A44990

/A44AA0

/A44BB0

/A44CC0

/A44DD0

/A44EE0

/A44FF0

/A45100

/A45210

/A45320

/A45430

/A45540

/A45650

/A45760

/A45870

/A45980

/A45A90

/A45BA0

/A45CB0

/A45DC0

/A45ED0

/A45FE0

/A460F0

［ＮＥＴ１］　［ＮＥＴ２］

　　ＣＦＬＡＧ　　

　　　　－

リターンコード(Ｈ)　

　　　　　　　(Ｌ)

　ステーション番号

　サービスコード

　データ長（Ｈ）

　　　　　（Ｌ）

　データ

　（最大250バイト）

空き（１０バイト）

+000

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

/105

/106

/10F

～～ ～～

/A46310

/A46420

/A46530

/A46640

/A46750

/A46860

/A46970

/A46A80

/A46B90

/A46CA0

/A46DB0

/A46EC0

/A46FD0

/A470E0

/A471F0

/A47300

/A47410

/A47520

/A47630

/A47740

/A47850

/A47960

/A47A70

/A47B80

/A47C90

/A47DA0

/A47EB0

/A47FC0

/A480D0

/A481E0

/A482F0

ステーションID＝01

ステーションID＝02

ステーションID＝03

ステーションID＝04

ステーションID＝05

ステーションID＝06

ステーションID＝07

ステーションID＝08

ステーションID＝09
ステーションID＝0A

ステーションID＝0B

ステーションID＝0C

ステーションID＝0D

ステーションID＝0E

ステーションID＝0F

ステーションID＝10

ステーションID＝11

ステーションID＝12

ステーションID＝13

ステーションID＝14

ステーションID＝15

ステーションID＝16

ステーションID＝17

ステーションID＝18

ステーションID＝19

ステーションID＝1A

ステーションID＝1B

ステーションID＝1C

ステーションID＝1D

ステーションID＝1E

ステーションID＝1F

～～ ～～

２
７

２
０
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　●　レスポンスバッファ

/A48510

/A48620

/A48730

/A48840

/A48950

/A48A60

/A48B70

/A48C80

/A48D90

/A48EA0

/A48FB0

/A490C0

/A491D0

/A492E0

/A493F0

/A49500

/A49610

/A49720

/A49830

/A49940

/A49A50

/A49B60

/A49C70

/A49D80

/A49E90

/A49FA0

/A4A0B0

/A4A1C0

/A4A2D0

/A4A3E0

/A4A4F0

［ＮＥＴ１］　［ＮＥＴ２］

　　ＣＦＬＡＧ　　

　　　　－

リターンコード(Ｈ)　

　　　　　　　(Ｌ)

　ステーション番号

　サービスコード

　データ長（Ｈ）

　　　　　（Ｌ）

　データ

　（最大250バイト）

空き（１０バイト）

+000

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

/105

/106

/10F

～～ ～～

/A4A710

/A4A820

/A4A930

/A4AA40

/A4AB50

/A4AC60

/A4AD70

/A4AE80

/A4AF90

/A4B0A0

/A4B1B0

/A4B2C0

/A4B3D0

/A4B4E0

/A4B5F0

/A4B700

/A4B810

/A4B920

/A4BA30

/A4BB40

/A4BC50

/A4BD60

/A4BE70

/A4BF80

/A4C090

/A4C1A0

/A4C2B0

/A4C3C0

/A4C4D0

/A4C5E0

/A4C6F0

ステーションID＝01

ステーションID＝02

ステーションID＝03

ステーションID＝04

ステーションID＝05

ステーションID＝06

ステーションID＝07

ステーションID＝08

ステーションID＝09
ステーションID＝0A

ステーションID＝0B

ステーションID＝0C

ステーションID＝0D

ステーションID＝0E

ステーションID＝0F

ステーションID＝10

ステーションID＝11

ステーションID＝12

ステーションID＝13

ステーションID＝14

ステーションID＝15

ステーションID＝16

ステーションID＝17

ステーションID＝18

ステーションID＝19

ステーションID＝1A

ステーションID＝1B

ステーションID＝1C

ステーションID＝1D

ステーションID＝1E

ステーションID＝1F

～～ ～～

２
７

２
０
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 付録Ａ. ６　データ送信／受信バッファ

　●　送信バッファ
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/A55220

/A55440

/A55660

/A55880

/A55AA0

/A55CC0

/A55EE0

/A56100

/A56320

/A56540

/A56760

/A56980

/A56BA0

/A56DC0

/A56FE0

/A57200

/A57420

/A57640

/A57860

/A57A80

/A57CA0

/A57EC0

/A580E0

/A58300

/A58520

/A58740

/A58960

/A58B80

/A58DA0

/A58FC0

/A591E0

［ＮＥＴ１］　［ＮＥＴ２］

送信データ長（H）

　　　　　　（L）

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾌﾗｸﾞ　（H）

　　　　　　（L）

エラーコード（H）

　　　　　　（L）

空き（４バイト）

　データ

　（最大512バイト）

空き（２２バイト）

+000

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

/209

/20A

/21F

～～ ～～

/A59620

/A59840

/A59A60

/A59C80

/A59EA0

/A5A0C0

/A5A2E0

/A5A500

/A5A720

/A5A940

/A5AB60

/A5AD80

/A5AFA0

/A5B1C0

/A5B3E0

/A5B600

/A5B820

/A5BA40

/A5BC60

/A5BE80

/A5C0A0

/A5C2C0

/A5C4E0

/A5C700

/A5C920

/A5CB40

/A5CD60

/A5CF80

/A5D1A0

/A5D3C0

/A5D5E0

ステーションID＝01

ステーションID＝02

ステーションID＝03

ステーションID＝04

ステーションID＝05

ステーションID＝06

ステーションID＝07

ステーションID＝08

ステーションID＝09
ステーションID＝0A

ステーションID＝0B

ステーションID＝0C

ステーションID＝0D

ステーションID＝0E

ステーションID＝0F

ステーションID＝10

ステーションID＝11

ステーションID＝12

ステーションID＝13

ステーションID＝14

ステーションID＝15

ステーションID＝16

ステーションID＝17

ステーションID＝18

ステーションID＝19

ステーションID＝1A

ステーションID＝1B

ステーションID＝1C

ステーションID＝1D

ステーションID＝1E

ステーションID＝1F

～～ ～～

２
７

２
０
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　●　受信バッファ
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/A5DA20

/A5DC40

/A5DE60

/A5E080

/A5E2A0

/A5E4C0

/A5E6E0

/A5E900

/A5EB20

/A5ED40

/A5EF60

/A5F180

/A5F3A0

/A5F5C0

/A5F7E0

/A5FA00

/A5FC20

/A5FE40

/A60060

/A60280

/A604A0

/A606C0

/A608E0

/A60B00

/A60D20

/A60F40

/A61160

/A61380

/A615A0

/A617C0

/A619E0

［ＮＥＴ１］　［ＮＥＴ２］

送信データ長（H）

　　　　　　（L）

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾌﾗｸﾞ　（H）

　　　　　　（L）

エラーコード（H）

　　　　　　（L）

空き（４バイト）

　データ

　（最大512バイト）

空き（２２バイト）

+000

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

/209

/20A

/21F

～～ ～～

/A61E20

/A62040

/A62260

/A62480

/A626A0

/A628C0

/A62AE0

/A62D00

/A62F20

/A63140

/A63360

/A63580

/A637A0

/A639C0

/A63BE0

/A63E00

/A64020

/A64240

/A64460

/A64680

/A648A0

/A64AC0

/A64CE0

/A64F00

/A65120

/A65340

/A65560

/A65780

/A659A0

/A65BC0

/A65DE0

ステーションID＝01

ステーションID＝02

ステーションID＝03

ステーションID＝04

ステーションID＝05

ステーションID＝06

ステーションID＝07

ステーションID＝08

ステーションID＝09
ステーションID＝0A

ステーションID＝0B

ステーションID＝0C

ステーションID＝0D

ステーションID＝0E

ステーションID＝0F

ステーションID＝10

ステーションID＝11

ステーションID＝12

ステーションID＝13

ステーションID＝14

ステーションID＝15

ステーションID＝16

ステーションID＝17

ステーションID＝18

ステーションID＝19

ステーションID＝1A

ステーションID＝1B

ステーションID＝1C

ステーションID＝1D

ステーションID＝1E

ステーションID＝1F

～～ ～～

２
７

２
０
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 付録Ａ. ７　トレース

　Ｊ．ＮＥＴモジュールのトレースは、ネットワーク（ＮＥＴ１，ＮＥＴ２）ごとにトレースします。

　トレースは、CPUリセットおよび復電時にエラーストップモード（エラー発生時、トレース停止）で始まり

各サービスの送信、受信単位に記録します。

　下記にトレースデータ構成を示します。

種別

リターンコード

アキ

物理層の送受信バッファの

先頭から20バイトのデータ

タイマカウント値

（CPUﾘｾｯﾄからの経過時間）

+00

+02

+04

+06

+08

〜 

+1A

+1C

+1E

～～ ～～

トレースデータ構成

　●　種別

初期設定サービス送信正常

入出力サービス送信正常

初期設定サービス受信正常

入出力サービス受信正常

初期設定サービス送信エラー

入出力サービス送信エラー

初期設定サービス受信エラー

入出力サービス受信エラー

1030

1010

2030

2010

3030

3010

4030

4010
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A

C

DL-SC

DL-len

7L-hd

7L-sc

7U-sc

len(L)

len(H)

data[0]

   〜

data[9]

08

09

0A

0B

0C

0D

0E

0F

10

11

〜 

1B

～～ ～～

：ステーション番号

：コントロールフラグ

：DL層サービスコード

：DL層レングス

：7L層ヘッダー

：7L層サービスコード

：7U層サービスコード

：レングス下位バイト

：レングス上位バイト

：データ

：データ

　●　リターンコード

　　　「６. ３. ５　通信エラー」を参照してください。

　●　物理層の送受信バッファの先頭から20バイトのデータ

　●　タイマカウント値（1ms単位）

　　　 ただし、タイマカウント値の更新は、4msになっています。
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　トレースエリア

●　トレースポインタ

　　トレースポインタは0～2FEの値となり

　　ます。トレースポインタからトレース

　　データの参照アドレスを求めるには、参

　　照アドレス＝/A68010＋（トレースポイ

　　ンタ＊/20）となります。サブモジュー

　　ルの/AE8010となります。

●　トレース強制ストップ

　　０：強制ストップ

　　それ以外：ストップ解除

●　トレースストップコード

　　トレースストップコードは、トレース

　　データの種別を設定してください。

●　トレースモード

　　０：トレース停止

　　１：無限トレース

　　２：エラー発生時、停止

　　　　エラー発生時、トレース

　　　　モードは"０"となります

●　トレースデータ

　　トレースデータエリアは、リング構成に

　　なっていて、#2FEの次は#０となりま

　　す。

）（
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トレースポインタ

ﾄﾚｰｽ強制ｽﾄｯﾌﾟ

ﾄﾚｰｽｽﾄｯﾌﾟｺｰﾄﾞ

トレースモード

アキ

トレースポインタ

ﾄﾚｰｽ強制ｽﾄｯﾌﾟ

ﾄﾚｰｽｽﾄｯﾌﾟｺｰﾄﾞ

トレースモード

アキ

/A68000
/A68002
/A68004
/A68006
/A68008

〜
/A6800E
/A68010

〜
/A6802E

サブモジュールメインモジュール

～～ ～～

トレースデータ#0

～～ ～～

トレースデータ#2FE

～～ ～～

～～ ～～

アキ～～ ～～

～～ ～～

トレースデータ#0

～～ ～～

トレースデータ#2FE

～～ ～～

～～ ～～

アキ～～ ～～

NET1

NET2

/AE8000
/AE8002
/AE8004
/AE8006
/AE8008

〜
/AE800E
/AE8010

〜
/AE802E

/AEDFD0
〜

/AEDFEE

/A6E000
/A6E002
/A6E004
/A6E006
/A6E008

〜
/A6E00E
/A6E010

〜
/A6E02E

/AEE000
/AEE002
/AEE004
/AEE006
/AEE008

〜
/AEE00E
/AEE010

〜
/AEE02E

/AE8030
〜

/AEDFCE

/AEDFF0
〜

/AEDFFE

/A6DFD0
〜

/A6DFEE

/A68030
〜

/A6DFCE

/A6DFF0
〜

/A6DFFE

/AF3FD0
〜

/AF3FEE

/AEE030
〜

/AF3FCE

/AF3FF0
〜

/AF3FFE

/A73FD0
〜

/A73FEE

/A6E030
〜

/A73FCE

/A73FF0
〜

/A73FFE
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 付録Ａ. ８　PUT/GETコマンド使用時の注意点

　2αCPU（LWP000）を使用し、表示器などのステーション側からPUT/GETコマンドによってデータの読み書

きをする際は、下表エリアへのデータ読出し・書込みを行わないでください。下表エリアはサポートされてい

ません。

　ステーション側から上記末サポートエリアにアクセスする必要がある場合は、ラダープログラムもしくはＣ

言語プログラムにてDW, TS, US, CSエリアのデータを一旦アクセス可能エリアにコピーし、コピーしたエリア

をステーション側からアクセスしてください。下記にラダープログラム例を示します。

アドレス

/61000～62FFE

/63000～633FE

/63400～635FE

/63600～637FE

　　　　　 用　　途

ファンクションデータレジスタ

タイマ設定値

ワンショットカウンタ設定値

カウンタ設定値

レジスタ

DW000～DWFFF

TS000～TS1FF

US000～US0FF

CS000～CS0FF

（例１）未サポートレジスタをステーションからリードのみ実施する場合（例：CS）

　　　　下記ラダーによりカウンタ設定値CS***をFW等の空きエリアにコピーし、FW△△△を

　　　　ステーションからリードしてください。

［MOV］ CS***→FW△△△

（例２）未サポートレジスタをステーションからリード／ライトする場合（例：CS）

　　　　下記ラダーは、①によりカウンタ設定値（初期値）CS***をFW等の空きエリアにコピー

　　　　し、②によりFWエリアを経由してCSエリアに再設定を行うものです。これは、

　　　　ステーションからリード／ライトする場合にはFWエリアをアクセスしてください。

（注）S012はCPU　STOP→RUN時１シーケンスサイクルだけオンします。

［MOV］ CS***→FW×××

［MOV］ FW×××→CS***

①

②

S012

アドレス

/61000～/62FFE

/63000～/633FE

/63400～/635FE

/63600～/637FE

2αCPUのアクセス未サポート追加レジスタ
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　◆トラブル調査書

貴 会 社 名

ご連絡先

ご 住 所

T E L
F A X

担当者 発生日時 月 日 時 分

不 具 合 モ ジ ュ ー ル 形 式
OS    Ver.  Rev.

サポートプログラム
プログラム名：
プログラム名：

Ver.  　　Rev.
Ver.  　　Rev.

C P U形式

種 類
形 式
配線状態

不具合
　　現　象

接 続 負 荷

システム構成およびスイッチ設定

通 信 欄
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株 式 会 社 　 日 　 立 　 製 　 作 　 所
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